
熊本県文化財調査報告第101集

－「九州縦貫自動車道(八代~人吉間)」建設に伴う埋蔵文化財調査一

平成元年1月

熊本県教育委員会

1



熊本県文化財調査報告書第101集

七地水田遺跡
－熊本県人吉市七地町字原畑所在の七地水田遺跡

平成元年1月

熊本県教育委員会

辻



序文

熊本県教育委員会では、日本道路公団福岡建設局の依頼を受けて、

｢九州縦貫自動車道（八代～人吉間）」建設に伴う埋蔵文化財の発

掘調査を行いました。

ここに報告する熊本県人吉市七地町字原畑所在の『七地水田遺跡』

は、昭和59年3月から9月にかけて発掘調査を実施し、昭和62．63

年度に整理・報告書作成を行ったものであります。

調査の結果、球磨川沿岸の低河岸段丘に拓かれた現水田の下層か

ら、室町時代の埋没水田社を初めとして、縄文時代後期・晩期の遺

物包含層などが確認され、貴重な資料を得る事ができました。この

報告書が文化財保護と研究資料の一助になれば幸いです。

なお、発掘調査にあたりましては、日本道路公団福岡建設局人吉

工事事務所から多大な御配慮を賜り、地元の方々からは、調査に対

する御理解をいただきました。さらに、専門調査員の先生方からは

御指導・御助言を賜りました。ここに心から厚く御礼申しあげます。

平成元年1月31日

熊本県教育長松村敏人



九ﾘlll|縦貫自動車道（八代～人吉間）球磨川第3橋工事の概要

一級河川「球磨川」は九州中央山地国定公園市房山に源を発し、九州中央山地南西部の水を

集め、人吉盆地を経て、八代に至る急流河川である｡

九州縦貫自動車道は八代～人吉間で球磨川と3回交差するが、その最も上流に位置するのが

球磨川第3橋で、その他、JR湯前線、市道願成寺線を通過する。

本工事の工事内容は次の通りである。

橋長480m

上部工PC連続ラーメン橋

下部工円柱式橋脚（hmax＝師、）壁式橋脚（h＝26m）

基礎 工ニューマチックケーソンエ法直接基礎深礎ぐい

河川部基礎は水中基礎となるが、河川の洗掘の影響を受けないこと、施工時に水を濁さない

事等を配慮して、ニューマチックケーソンエ法により、基礎底面を河床より20m下の位置に設
（1）

けた。

河川部上部工は橋脚高力塙く、JRとの交差等より、地上からの支保工を設置しない張り出

し架設工法により施工した。
（2）

このようにして昭和59年10月の工事着工より昭和61年12月までの900日間の日数と24億円の

工費により本橋工冨蔀を無事完了することができた。現在は前後の土木工事の運掘瀧として利用

されているが、平成元年度の八代～人吉間の開通時には、人吉ICから国道219号線への取付

道路の一部として一般共用されることとなっていろ。

霊〃、

平成元年1月31日

日本道路公団福岡建設局

人吉 工事事務所構造工事長明石行雄

球磨川第3橘側面図 1T～5T（埋蔵文化財発掘調査区）



(')ニューマチックケーソンエ法：基礎工下部に圧縮空気を送り、浸水を防ぎながら人力で掘削する工法である。

土~具
、
ノ

ー
‐
一

利Iこの縁

ニューマチックケーソンエ法の施工順序

(2)張出架設工法：橋脚上にワーゲンという枠組みを固定し、型枠鉄筋を吊り下げて、コンクリートの

打設を行い、左右の荷重バランスを保ちながら1ブロック4mづつ桁を張り出させて行く。張り出し

が完了すると、各橋脚から張り出してきた桁を連結して、上部工を完成させる工法である。

T嘩丁無TTQ
第1段階

ワーゲンを組み立て、各橋脚より両側に獲り出す‐
第2段階

各橋脚より両側に張り出す。張り出し完了後、桁を連結して上部工が完成。

張り出し架設施工順序

仮リ 言

1．本書は日本道路公団の「九州縦貫自動車道（八代～人吉間）」の建設エ廟に伴い、事前に実施した、埋

蔵文化財調査の報告書である。

2．発掘調査を実施した遺跡は、熊本県人吉市営上地町字訓京畑に所在する「七地水田遺副uで、日本追遡路公団

福岡建 股局から委託を受けて、熊本県教育庁文化課が発掘 鯛 査 を 行 っ た 。

3．当遺跡の発掘調査は、昭和58年度に記溌屈、昭和59年度に本調査を実施し、その整理・報告書ｲ乍成は主に

昭和63年度（一閏3は62年度）に行った。なお、出土曽遺物。､資う料は熊本県教育庁文化課で保管していろ。

4．発掘調査は大田幸博・黒田裕司がその任にあたった。

5．発掘調査過程の写真掴麗彩は大田・黒田が行い、整理後の出土遺物の写真鋤は大田が行った。

6．出土遺物の実測は主として大田が行ったが、石器は松舟博満が担当し、一部を坂田和弘・最上敏・網

田韻生・岩崎充宏・吉内素子・山下志保が行った。遺構および遺物の製図は、石エみゆき・溝口真由美が

行った。

7．本書の鵬は、主として大田がこれにあたったが、第1章第2節を隈昭志、第1軍第5節・第Ⅳ章を

直頚南和弘、第Ⅲ章第3節を松舟博満が担当した。付輪は前川清一県文化課文化財保護主事の執筆による。

8．本書に使用した地形図・字図は、国土地理院発行のものと、日本道路公団福岡建設局人吉工郷務所と

人吉市役所管財課からの提供によるものである。

9．発掘調査区の土壌「プラントオパーノレ定量分析」は、宮崎大学農学部の藤原宏志助教授（農ｲ憐罷学）

に依頼した。

10．本書に掲戯した『人吉繊月城下之図」は故小山勝清氏が所有されていたものを、上川香氏（人吉市文

化財保護委員）が、同氏の生前中｡、写真掻影されたものである。

11．九州縦貫自動車道（八代～人吉間）球磨川第3橋エ願の概要文は、日本道路公団福岡建設局人吉エ事事

務所の明石行雄構造エ事長の執筆による。

12．出土遺物の整理は、仮設の熊本県教育庁文化課人吉事務所で行った。なお、事務所敷地については、熊

本県衛生部と人吉保健所の協力を得た。

13．本密の偏集は、桑原憲彰調査第2係長の総括のもと、大田が行い、溝口・石エの協力を得た。
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第I章調査の概要

第1節調査の組織

調査主体

調査責任者

調査総括

発掘調査

報告書

専門調査員

調査事務局

熊本県教育委員会

文化課長岩崎辰喜（昭和57年度:試掘）米村嘉人（昭和58年度：本調査）

森一則（昭和59年度：本調査）

丸木保賢（昭和62年度：整理）江崎正（昭和63年：整理）

〔発掘〕隈昭志（文化課長補佐）

〔整理〕桑原憲彰（文化財調査第2係長）

大田幸博（文化財保護主事：試掘・本調査）黒田裕司（昭和59年度嘱託

：本調査）西住欣一郎（文化財保護主事：調査協力）鶴島俊彦（昭和59

年度嘱託：調査協力）

大田幸博（文化財保護主事）菖蒲和弘・松舟博満（嘱託）

網田龍生・岩崎充宏・吉内素子・山下志保（昭和62年度熊本大学考古学研

究室）石工みゆき・溝口真由美（臨時職員）最上敏・坂田和弘

白木原和美（熊本大学教授）松本寿三郎（熊本大学教授）甲元虞之（熊

本大学助教授）藤原宏志(宮崎大学助教授）田辺哲夫（日本考古学協会員）

文化課長補佐：林田茂一（昭和57.58年度）佐々木正則（昭和59年度）

林田敏嗣（昭和62.63年度）

主幹経理係長：大塚正信（昭和57.58年度）柴田和馬（昭和59年度）

松崎厚生（昭和62．6奔度）

参事：松崎厚生（昭和57．58年度）花田隆三（昭和59年度）

主任主事：谷喜美子（昭和62年度）

主事：上村祐司（昭和62.63年度）泉野順子（昭和6奔度）

日本道路公団福岡建設局人吉工事事務所

発掘調査時：坂巻持千男（前所長）永測善吾・鹿島忠（前副所長）村田文敏（前

（昭和59年度）工務課長）古賀文雄（前庶務課長）豊永盛喜（前工務課）

報告書作成時：近藤俊一（所長）財津勝（工務課長）

（昭和63年度）松本茂久・信国興勝（副所長）岩永一男（庶務課長）

明石行雄（構造工事長）石丸祐（庶務課）

協力者上川香（人吉市文化財保護委員）
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田頭一義（班長）・岡本実・中村正好・山本正照・井川静香・石工タツト

市岡ミツコ・上原ツユ子・上村ヤサメ・岡田ヒトム・緒方逸子・尾園スソエ

勝原カノエ・勝山タツ・勝山ミサコ・勝山良子・加村キミ子・迫田チフ

迫田初子・迫田洋子・津見すま子・田中スソコ・西徳子・浜田教子

久本さつ子。深水トシ子・福川シマエ・増田キヨ子・松村ハツ子・宮川邦子

村山祐子・山口ひとみ・山本清子・渡辺テル子

〔人吉調査事務所〕緒方千代・村山清子・中島典子・緒方朋子

尾方信子・迫田洋子

〔熊本県文化財収蔵庫〕吉永都美子・笠間いつ子・測上慶子・水本寿美子

重永照代・永広絹代・塩田喜美子

発掘作業員

整理作業員

山口県●

宛駕
小倉南

左錯

謬鋪童篤鋳〃

長崎
垣恥能未哩

害蕊貝ノ熊踊刀繍

詞j』匝

I書：
副1房 耳限

葎児_.，

叩着木瞬

鴻北Bゾ鹿早島

側
霊
男
擢

供用36788

鯛 装 工 調 4 3 2 4

…工工晒077

‐計協殿1845

路 線 発 表 済 合 計 4 2 8 2 3 4

第1図九州縦貫・横断自動車道路線図

－2－



第2節調査に至る経緯

「九州縦貫自動車道（八代～えびの間）」の着工を前に、日本道路公団福岡建設局（局長：

大城金夫）から、昭和52年3月29日付けで熊本県教育委員会（教育長：林田正恒）あてに分布

調査の依頼があった。県教育庁文化課では同年8月4～6日・8月10～12日の2回にわたり調

査を行った。その結果、八代市（東片町古墳群・上片町条里遺跡）、球磨郡山江村(淡島遣跡・

狸谷遺跡・本城遣跡・高城跡・大丸遺跡）、人吉市（笹栗山遺跡・梢山遺跡・佐無田狩所遺跡・

岩清水遺跡・七地条里遺跡・尾丸横穴群・原城跡・尾丸古塔碑群・七地遣跡・人我胸遣跡・昼

(注）①19．20の山田城跡I。Ⅱについては、昭和60年度に追加。

②遺跡名変更・・・2．上片町条里遺跡→上片町水田過跡10．佐無田狩所遺跡→鼓ケ峰遺跡13．原城遺跡→天道ケ尾遺跡
7．大丸遺跡→大丸・藤ノ迫遺跡12．七地条里通跡→七地水田遺跡

第1表九州縦貫自動車道（八代～えびの間）建設地の埋蔵文化財包蔵地一覧
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NC 遺跡名 所在地 分布調査時の所見 賦捌懸縄
の
爵

本
嘩 備考

1 東片町古墳群 八代師I片町 古墳群及び古墳時代の住居跡群。 ○ ×
－

2 上片町条里遺跡 八代市上片町
八代平野の東片町・西片町・中片町・上
片町に条里制地割の残存が考えられる。

○ ○ ○

3 淡島遺跡 球磨郡山江村万江字淡島
淡島神社の西側丘陵上に、石器や石材片
が散布していろ。

X 一 一 工法により保存

4 狸谷遺跡 球磨郡山江村山田字狸谷
サービスエリア予定地内に、縄文時代早
期の押型文土器・石器・石材が散布して
いる。．

○ ○ ○

5 本城遺跡 球磨郡山江村山田字本城 台地上に土師器片が散布する。 ○ ×
q■■■■■■

6 高城跡 球磨郡山江村山田字城・本城 地名と遺構から、中世城跡である。 ○ ○ ○

7 大丸・藤ノ迫遺跡 球磨郡山江村山田字藤ノ
由

迫
周辺は切り落とし状の急斜面で、城跡の
可能性がある。台地上に古墳時代の住居
跡が考えられる。

○ ○ ○

8 笹栗山遺跡 人吉市願成寺町字笹栗山
弥生式土器片・土師器片が散布し、住居
跡と水田跡の可能性がある。

○ × 一

9 梢山遺跡 人吉市」踊成寺町字梢山 土師器片が散布する。 ○ ×
ー

10 鼓ケ峰遺跡 人吉市願成寺町字鼓ケ峰
土師器片が散布するほか、相良氏第四代
頼俊の居館関連の遺構が存在すると予測
される。

○ ○ ○

11 岩清水遺跡 人吉市願成寺町字岩清水
縄文式土器（市来系）．・石器や石材片が
散布する。

○ × 一 工法により保存

12 七地水田遺跡 人吉市七地町字原畑
条里遺構で、付近に「大坪」の地名が残
っている。

○ ○ ○

13 尾丸横穴群 人吉市七地町字天道ケ尾
台地の北側崖面に凝灰岩が露頭し、古墳
時代後期の横穴が存在する。

○ × 一
一部、周辺を
試掘

14 天道ケ尾遺跡 人吉市-剛h町字天道ケ尾
人吉城関連「原城」の一部をなす城跡と
と推定される。多量の土師質土器片が散
布する。

○ ○ ○

15 尾丸古塔碑群 人吉市七地町字尾丸
板碑や五輪塔の残欠が積んであり、中世
～近世の墓地があったと思われる。

○ × －

16 七地遺跡 人吉市七地町字七地
縄文・弥生・古墳時代の土器、中世の土
器・陶磁器が散布する。

○ × ,■■■■■■

17 人我胸遺跡 人吉市赤池水無町字人我胸 弥生式土器・土師器片が散布する。
一 一 － 蟻&”周へ

18 昼子遺跡 人吉市上漆田町字昼子 微細な土器片が散布する。
一 － 一 〃

19 山田城跡I 球磨郡山江村山田字大王谷 山田城跡の南側部分が路線内となる。 ○ ．○ ○

20 山田城跡Ⅱ 球磨郡山江村山田字城山 地名と遺構から、中世城跡である｡． ○ ○ ○



子遺跡）以上18ケ所の遺跡の存在が考えられた。

本書に取り上げろ「七地水田遺跡」は後半の分布調査によって確認された遺跡の「七地条里

遺跡」に該当し、調査担当者は熊本県文化課の隈昭志・杉村彰一・島津義昭・田添夏喜の4

名であった。分布調査時の所見は「人吉盆地には断片的に小範囲の条里が分布しているが、七

地地区にも条里制地割が認められる。復元すればN80oEを示す条里制地割で、球磨川左岸に

広がっている。字名にも大坪などの条里関係の地名が残る」であった。

この結果を昭和52年9月9日付けで日本道路公団福岡建設局へ回答し、その後、日本道路公

団から昭和53年4月11日付けで文化庁長官あての協議書が提出され、これに熊本県教育委員会

の意見を付けて同年5月19日付けで文化庁長官あてに具申した。

文化庁からは､昭和53年6月12日付けで「熊本県教育委員会と協議の上、事前に発掘調査を

実施すること。なお調査の結果、重要な遺構等が発見されたときは、設計変更等によるその保

存に配慮すること」という通知があり、昭和53年6月20日付けで日本道路公団あて通知した。

昭和57年度から熊本県教育委員会は日本道路公団の調査依頼を受け､各遺跡の試掘調査を行っ

た。七地条里遺跡を初め、笹栗山・梢山・佐無田狩所・岩清水遺跡については、昭和58年4月

～7月に実施し、これには熊本県文化財保護主事大田幸博・嘱託黒田裕司があたった。

試掘調査の結果、七地条里遺跡は縄文遺跡と中世水田遺跡であることが判り、さらに近世で

は、低丘陵に築かれた墓砿群が削平され、水田化されていることが確認された。その為、遺跡

名を「七地水田遺跡」と改め、日本道路公団と協議の上、本格的な発掘調査を昭和59年度から

実施することとなり、本調査は文化財保護主事大田幸博と嘱託黒田裕司が担当した。

第3節調査の方法と経過

「九州縦貫自動車道（八代～人吉間）」の建設に際し、人吉市南願成寺町字釜屋から七地町

字天道ケ尾に480mの球磨川第3橋が建設される事を因とする発掘調査は、架橋ボックスの基

礎部分5箇所について実施した。

調査区は、帥m×20mの区画を5箇所設定し、南側から北側へlトレンチ～5トレンチとし

た。さらに、各トレンチを5m×5mの小区画に細分した。

発掘調査の経過

昭和59年3月5日から本調査に入り、9月20日に終了した。以下、調査日誌の抄略である。

昭和59年3月：5日に現場事務所を設置。1～5トレンチの現水田層を重機で除去。4～5

トレンチからはⅣ層土の洪水層を切り込む近世墓拡の存在が明らかとなる。10

日過ぎから墓拡を掘り下げる。

4月：4．5トレンチのⅣ層土を掘り下げる。多量の中世遺物が出土する。特に、

管状土錘の出土が目立つ。
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5～6月：4．5トレンチのV層土から室町時代の埋没水田を検出。畦畔を確認した後、

埋没水田を構成するV～Ⅶ層土を掘り下げろ。Ⅳ層土と同様に中世遺物が多量

に出土する。

7月：l～3トレンチは部分的にⅣ～V層土あたりまで掘り下げろ。周辺の水田で

田植えが始まり、調査中、水がかりの余波でトレンチが度々水没する。水中ポ

ンプで排水しながら作業を行う。

8月：4．5トレンチのⅧ。Ⅷ'層で、縄文時代の調査を行う。土器や石器（石斧

が中心）が大量に出土する。

9月：4．5トレンチから遺物を取り上げた段階で、15基の炉跡と1基の土拡（墓

砿）を検出した。

蒲
p●●
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第4節遺跡の位置と地理的環境

（1）位置

七地水田遺跡は熊本県人吉市七地町字原畑の水田地帯に位置する。国土地理院発行5万分の

1の地形図『人吉』に位置を求むれば、図幅南から9.5cm、西から5.5cmの所にあり、調査区

の標高は約109mである6

遺跡の所在する七地町の水田地帯は、北側と東側を球磨川の流れに囲まれ、背後の南側と西

側に丘陵地帯を荷負う低河岸段丘に開けたものである。長円形を縦に半裁したような形状で、

規模は背後の丘陵地側で､県道を基準にして全長約1km､丘陵裾部より球磨川までの幅は約0.3

kmである。

発掘調査の契機となった九州縦貫自動車道の球磨川第3橋は、この水田地帯の西側寄りに架

けられた。

（2）地理的環境

人吉盆地は、熊本県の南東部に位置し、周囲を祖母山・国見山・市房山などの九州山地に囲

まれた標高100～200mの断層盆地である。盆地の中央部には、日本三急流の一つである球磨

川が東から西に流れていろ。球磨川の北岸は川辺川による扇状地が隆起して形成された高原台

地が連続しており、南岸は白髪岳断層崖下よりの複合扇状地が展開する。人吉市の南部は熔岩

台地で、古い霧島火山群が残存しており、温泉が湧沸する。

●－

，
．
４
．

ﾔﾌ゙K目目

第3図七地水田遺跡位置図(1)
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第5節人吉・球磨地方の歴史的環境

（1）先土器時代

球磨・人吉地方では31箇所の遺跡力雅認されているが、それらの遺跡の殆どは山江村や人吉

市を中心とした地域で、河川に近い標高150m前後の台地・丘陵地からである。その中で、昭

和57年から6拝にかけて県文化課の「九州縦貫自動車道（八代～人吉間）」建設に伴う発掘調

査が行われ、先土器時代関係の遺跡としては、高城跡、大丸・藤ノ迫遺跡、狸谷遺跡、鼓ケ峰

遺跡、天道ケ尾遺跡が調査対象地となった。さらに、昭和61年度には人吉市教育委員会によっ

て村山闇谷遺跡の発掘調査が実施された。

これらの遺跡には、すべて姶良カルデラを起源とする入戸火砕流（シラス・AT）力混られ、

遺物はシラスの上層から出土した。その中で狸谷遺跡は、厚さ2m近いシラスの下層からも先

土器時代の遺物が数多く出土し、シラスの下位層石器群を第1文化層、シラスの上位層石器群

を第Ⅱ文化層とした。調査の結果から同遺跡は、九州先土器時代の標準的な遺跡になり得ると

思われる。

（2）縄文時代

早期の遺跡として､狸谷遺跡､高城跡､大丸.藤ﾉ迫遺跡､村山遺跡､岩清水遺跡､射場ノ

本遺跡などがあり、押型文系の楕円文・山形文、塞ノ神土器、手向山式土器、曽畑式土器が出

土した。、

前期以降の遺跡では、鼓ケ峰遺跡と射場ノ本遺跡があげられ、曽畑式土器・船元式土器・並

木式土器が出土していろ。

後期の遺跡は、矢黒神社前遺跡があり、後期後半の遺物や石刀の柄部が採集されている。晩

期の遺跡は、七地水田遺跡を初めとして、丘陵上に村山闇谷遺跡・天道ケ尾遺跡があり、アン

モン山遺跡からは黒川式土器と299本の石斧が出土した。

（3）弥生時代

球磨・人吉地方の弥生時代は後期に特徴があり、免田式土器が多く出土していろ。遺跡は30

箇所を数え、人吉盆地の中央部に集中する。分布域の周辺部にあたる大丸・藤ﾉ迫遺跡からは、

免田式土器を伴う10基の住居杜が検出されていろ。

（4）古墳時代

古墳時代になると球磨･人吉地方では広範囲に横穴・高塚古墳が見られ、中でも人吉市の大

村、錦町の京ケ峰、相良村の陣内などの装飾横穴古墳群が広く知られていろ。また前方後円墳

では分布の南限とされる錦町の亀塚古墳群があり、大型円墳では免田町の四塚・才園四塚古墳

群、須恵村の鬼ノ釜古墳、多良木町の夫婦塚古墳などがあげられろ。これらは人吉盆地の中央

に位置するもので、その周辺にも横穴古墳群や小規模な古墳群が点在する。
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天道ケ尾遺跡からは、地下式横穴が発見され、鉄鑑9本が出土した。また、深田村の新深田

と荒毛・尾園遺跡からは、地下式板石積石室墓と共に免田式土器が出土していろ。アンモン山

遣跡では成川式土器と須恵器が共伴し、住居跡が検出された。最近では、相良村の小園遺跡か

ら成川式土器を伴う古墳時代の住居跡が16基検出された。

第6図七地水田遺跡周辺の遺跡分布図
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（5）歴史時代

古代の球磨郡は『古事記』『日本書紀」の中で熊襲征伐の「熊騨」に比定されている。この
今

時期の遺跡に須恵器の下り山窯跡、瓦の梼木窯跡・久鹿遺跡・寺田遺跡があり、その周辺の廻

り迫遺跡を初めとする4遺跡で蔵骨器が出土していろ。また、黒田平城周辺からは銅板墓誌が

出土していろ。

「球磨郡」という文字の初見は、平安時代の中頃に編纂された『和名類緊抄」である。同書

によれば球磨郡に「人吉・西村・東村・久米・球玖・千脱」の6郷があった事になる。しかし

今日、郷の比定と郡街の所在地については諸説があり、確定までには至っていない。

鎌倉時代に入ると、文書・金石文・史料もかなり残存していろ。球磨郡の田数と領主を書き

上げた建久八年(1197)の『肥後国球磨郡図田帳写』によると、球磨郡は人吉・須恵・永吉庄の

3つの庄園に分かれ、公田として豊富・豊永郷があり、領主は在地の久米・須恵・人吉・平川

氏などであったことがわかる。

西遷御家人相良氏の球磨郡下向は、元久二年(1205)の相良永頼「人吉庄地頭澗補任後と思

われろ。寛元二年(1244)に永頼は「下知違背之替」として人吉庄地頭職が中分され、北方は北

条得宗家に奪われた。ちなみに、七地水田遺跡一帯は南方に属し、相良氏の支配下に入ってい

たと思われる。

南北朝時代は多良木の上相良氏（経頼）と人吉の下相良氏（定頼・前頼）が敵対し、これに

球磨郡国人の平川・須恵・岡本・永里・宮原・橘氏等が加わって、激しい内乱となった。この

様な状況の中で、下相良氏の前頼･氏頼兄弟が「ながとみとの」宛へ契状を出すなど、庶子の

勢力も大きいものであった。このころになると各村ごとに城・砦等が築かれていった。

室町時代に入ると、人吉城主相良前続が死去し、幼主の尭頼が家督を継いだ。しかし、上相

良氏はすかさず人吉へ押し寄せ、幼主尭頼を追放した。続いて山田城主と伝えられる永留長続

が、上相良氏を人吉から追い払い、自ら人吉城に入城した。さらに、文安五年(1448)八月には

多良木の上相良頼仙・頼観を滅亡させ、これに加担した久米・平川・須恵・岡本・永里氏など

の有力国人を滅ぼし、郡内を一挙に統一した。永留（相良）長続は、その後、薩摩と肥後の芦

北・八代へ勢力を伸ばし、その子為続の時代には、球磨・芦北・八代を支配下に置くなど版図

を広げた。治政では相良家法度を定め、文芸や芸能も盛んに行い、社寺の造営も数多く行った。

為続から長毎．長祇と家督が譲られ、長唯の代で初めて庶民の上村氏から晴広を迎え入れた

が、晴広の代で本家の上村三兄弟が反乱を起こし、さらに、人吉でも動揺が続き、相良氏の球

磨郡支配の弱さを露呈した。結果として本拠地を八代の麓から人吉へと移すことになる。義陽

の代には、日向の伊東氏と薩摩の島津氏の勢力が、徐々IL球磨郡へ延びており、義陽は真幸・

大口へ軍勢を差し向けるなど、領内の警戒を強めた。しかし、天正九年(1581)肥後の水俣城の

落城を機に、義陽は戦わずして島津義久の軍門に降り、八代・芦北郡を放棄し、球磨郡のみが
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安堵された。そして、同年十二月に義陽は島津氏の先陣として、阿蘇氏の臣・甲斐宗運と響野

原にて戦い、打死していろ。

その後、島津政権下で忠房が家督を継ぎ、やがて豊臣秀吉の九州征伐で、島津・相良氏とも

秀吉の支配下に入ることになる。天正十五年には、秀吉から相良長毎に「旧領球磨郡安堵」が

なされ、以後、二万二千石の外様大名として相良氏は明治時代の廃藩置県まで、長きに渡って

球磨郡を支配した。

中
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第7図七地水田遺跡周辺の字図
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第Ⅱ章調査の成果

第1節遺跡の概要

橋脚部分の5ケ所について南北20×東西30mの調査区を設定し、南から北へ便宜的にl～5

トレンチと呼称した。調査の結果、4．5トレンチの2ケ所について、現水田層の下層から近

世墓砿を初めとし、洪水層（推定）に覆われた埋没水田や縄文時代の遺物包含層が検出された。
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第8図七地水田遺跡と球磨川第3橋建設予定図
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洪水層に比定されるのは黄灰色土層で、4蝶が多く混じり、プラント・オパール検査でも、

イネの含有率が前後層〈6.923～10.361）に比べて著しく低い数値（1.178～1.251)を示した。

この層からは中世末の遺物が多量に出土した｡(P159.プラント・オパール定量分析結果参照）

さらにこの層を切り込む12基の土砿が検出され、4基からは江戸時代の近世陶器と腐食の進

んだ鉄釘の一部が検出された。中世遺物のみを出土した土地もあったが、土砿の形状や埋土色

から、これらのものは同一時代と推定される。江戸時代の墓砿であろう。

埋没水田は両トレンチから各々10枚前後が検出された。内、2枚が完全な形の水田で、短冊

型の形状を呈し、長軸畦畔15～16.5m×短軸畦畔7～8mを測った。長軸の向きはほぼ南北方

向にあり、短軸が東西方向を示した。この埋没水田からも相当量の中世遺物が検出された。

縄文時代の遺物包含層は後晩期のもので、埋没水田の下層から検出された。多くの土器片と

217点に及ぶ打製石斧などが出土した。さらに、遺物と同時代の遺構として15基の炉跡が検出

された。

1～3トレンチからは、一部、洪水層のみが確認され、遺構は検出されなかったが、現水田

層から近世遺物に混じって中世遺物が出土した。

第2節1トレンチの調査結果

（洪水層）トレンチの北東側寄りから検出された。層厚5～15cm、範囲はトレンチ東壁で10

m，北壁で16mを測る。
C

(注）土層図の土色説明で使用した記号に

ついては、例文で意味を示す。

a①黄色砂土＞灰色士は黄色砂土をベー
スに灰色土が混入する。

②黄色砂土～灰色土十赤褐色鉄分士は、

黄色砂士と灰色土の混入度合がほぼ均

等で、これに少量の赤褐色鉄分土が混

入する。

b③黄色砂土＞灰色土十赤褐色鉄分土は、

黄色砂土をベースに灰色土が混入する

が、その割り合いは少ない。これに少

P、量の赤褐色鉄分土が混入する。

渓
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第3節2トレンチの調査結果

(洪水層）トレンチの北西側から検出された。範囲はトレンチ西壁で4m、北壁で23mであ

る。2トレンチに限って遺物の出土量は極端に少なかった。
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第4節3トレンチの調査結果

（洪水層）トレンチのj陳側寄りから検出された。層厚は5～20cmで、西側に薄く、東側へ

厚い堆積状態である。範囲はトレンチ東壁で9m、北壁で18mを測る。
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第23図I:地点土層図 第13表l地点土層観察表

第5節4トレンチの調査結果

（洪水層）厚さ約20cmでトレンチ全体に堆積していろ。

（埋没水田）厚さ20～25cm程の水田層でトレンチ内から合計11枚の短冊型をした水田区割り

が検出された。内、1枚分については完全な形で、長軸15m、短軸8mを測り、畦畔の方位は

長軸でほぼ南北方向にあり、短軸で東西方向を示した。畦畔の幅は東西方向の短軸で0.6～1.1

mと幅広く、南北方向の長軸で0.3～0.4mを測った。東西方向の畦畔については、トレンチ

南側のものが幅1.1mと特に大きく、主たる畦道として利用されていたものと思われる。

第6節5トレンチの調査結果

（洪水層）厚さ約20mでトレンチ全体に堆積している。

（埋没水田）厚さ20cm程の水田層で、トレンチ内から合計10枚の短冊型をした4トレンチと

同様な造りの水田区割りが検出された。5トレンチも1枚分が完全な形で検出されたが、やや

歪な形状で、短軸は同じ7mを測るものの、長軸が東側で15m、西側で16.5mと差異があった。

畦畔は、トレンチの中央で東西と南北に交差するものが、幅0.6～0.7mと幅広であった。

他の畦畔は0.3～0.4mで4トレンチと同じ大きさである。

第7節土 拡

4トレンチからは洪水層を切り込む10基の土砿が検出された。埋土は灰色土で、検出状況か

ら同時期のものと考えられる。土砿の年代はSEOlとSEO7から近世の陶器(169）と雑器

(177）が出土しており、江戸時代のものであることが判る。‘性格についてはSEO3から鉄釘

の小破片(171）が出土した事と、調査区に隣接して近世墓地がある事などから、墓砿と推察さ

れる。大きさは直径1m前後で、深さは0.43～1.1mを測る。
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5トレンチでは北西隅から、2基の土砿が検出された。SE11の大きさは直径1.01mで深

さは1.1mを測る。埋土の上位部分から青白磁の碗片（250)が出土した。

土拡No． 長径(、） 短径(、） 深さ(、） 出土遺物 備考

SEOl 1．20 0．88 0．59 青磁(168）近世染付(169） 東側の一部が崩壊

SEO2 0．68 一 0.85 平面プランはほぼ円形

SEO3 0．57 0．48 0．43

SE04 0.66 0．60 0．82 土師器(170）鉄器(171）須恵器(172173）

SEO5 1．05 － 1．13 須恵器(174）青白磁(175） 平面プランはほぼ円形

SEO6 1．08 0．93 0．95 菅状土錘(176）

SEO7 1．16 1．09 1．03 近世雑器(177）

SEO8 1．17 1.08 0．95 鉄器(178）近世陶器(179）

SEO9 1．10 0．94 0．97

SElO 1．18 1．12 1．21

SEll 1．01 1．20 1.10 青白磁(250） 東側は路線外

SEl2 1．85 1．70 1.39 平面プランはやや歪

第14表検出士拡一覧表

－
－

正
層 土色
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第15表SEO6土層観察表
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第24図SEO6実測図
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第8節4．5トレンチの土層断面

I～Ⅲ層までは現水田を構成する土層で、層厚30～40cmを測る。多くの近世遺物や中世遺物

が出土した。I層土は層厚25cmの灰黒色土で、今日の耕作面である。Ⅱ層土は灰（白）黒色土

で、現水田の下位層にあたる。やや締まった土層で、層厚5～10cmを測り、砂粒の混入が目立

つ。Ⅲ層土は硬く引き締まった灰白色土で、現水田の床土である。層厚5～10cmを測る。

Ⅳ層土は黄色砂土と灰褐色土の混入土で、ウズラ卵大や小豆大の小磯が多量に混じる。層厚

20cmを測り、多くの中世遺物が出土した。

V～Ⅶ層は埋没水田を構成する土層で、層厚25～30cmを測る。中世遺物の包含層である。V

層土は埋没水田の上位層で、灰色土に茶褐色土の土壌粒子が混入しており、層厚20cmを測る。

Ⅵ層土は埋没水田の下位層で、v層土に灰黒色土や多量の赤褐色鉄分土が混じろ。非常な硬層

で、層厚は5cmを測る。Ⅶ層土は埋没水田の床土で､褐色土にオレンジ色土やⅥ層土の一部が

混入する。硬層で層厚5cmを測る。

Ⅷ層土は褐色土に茶褐色土の土壌粒子が混入する。縄文後晩期の遺物包含層である。層厚5

～10cmを測る。この土層を炉跡が切り込んでいる。

Ⅷ，層土はⅧ層土と比較して土壌が引き締まり、茶褐色土の土壌粒子の混入が目立つ。Ⅷ層

土と同じ縄文後晩期の遺物包含層で、層厚20cmを測る。

1近世遺物包含層

|中世遺物包”
I縄文懲騨

5T基準土層観察表第16表 4

－ 2 2－

層 土 色

現
水
田

I

I

Ⅲ

灰黒色士（耕作土）

灰（白）黒色士

灰白色士（床土）

洪
水
層

W 黄色砂士＞灰褐色士

埋

桑
田

V

Ⅵ

Ⅶ

灰色土＞茶褐色士（土壌粒子）

V層土に灰黒色土十ラﾐ褐色鉄分士

褐色土＞オレンジ土十赤褐色鉄分士（床土）

粘
土

Ⅷ

Ⅷ

褐色土＞茶褐色土(土壌粒子）

褐色土～茶褐色土(土壌粒子）
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第9節炉跡について

Ⅷ層出土の縄文式土器や石斧などの石器を取り上げた段階で、15基の炉跡を検出した。炉跡

は平面プランにより溝状を呈するものと長円形を呈するものとに大別されるが、唯一、両方の

プランを兼ね備えるものがあった。

〔溝状プランの炉跡〕

SKO1・SKO7・SKlOの3基であるが、SKlOは一部が調査外で､･完掘が出来な

かった。

SKO1は長軸249cm・短軸44cm・深さ11cmで、南北両壁の北側寄りが熱変し、紫色化して

いる。炉跡の中央部は近世墓拡によって切られている。SKO7は長軸225cm・短軸15～4伽m・

深さ25cmで、炉跡周辺の東端に硬化した焼土面の広がりがあり、西端からは馬蹄型遺構が検出

された。

〔長円形プラン（変形のものを含む）の炉跡〕

SKO2・SKO5・SKO8・SKO9・SK11・SK12・SKl3・SKl4の8

基である。

SKO2は西端がやや歪で、東側寄りは、後世、ほとんど削平されている。長軸138cm・短

軸47cm・深さ4cmを測り、炉跡内から焼土層が検出された。底部の東側寄りは熱変し、紫色化

していろ。炉跡周辺の東側から北側にかけて、木炭層の広がりがある。

SKO5は長軸118cm・短軸55～79cmで、東西両側に大小2つの掘り込みがある。東側は深

さ79cmで、西側は8cmを測る。

SKO8は長軸130cm・短軸50cm・深さ12cmを測り、東西両壁は熱変し、紫色化している。

炉跡周辺の南端に硬化した焼土面の広がりがある。

SKO9は長軸150cm・短軸54cmで、南北両側の底部はやや浅く、中央部が最深で20cmを測

る。炉跡内の全面に木炭の小片が散らばる。南側寄りの壁面は熱変し、紫色化していろ。

SK11は長軸85cm・短軸20～30cm・深さ26cmを測る。底部と埋土の中位に、熱変し紫色化

した粘土層があり、間に焼土が間層として入る。

SKl2は長軸97cm・短軸44cm・深さ13cmを測り、炉跡内から木炭層と焼土層が検出された。

SKl3は、東側寄りで一部削平されている。復元長軸106cm・短軸39cm・深さl艶mを測る。

北側の壁面は熱変し、紫色化している。

SKl4は長軸75cm・短軸67cm・深さ14cmを測り、炉跡内の3ケ所から、木炭の塊が出土し

ている。

〔溝状プランと楕円形プランを兼ね備える炉跡〕

SKO3で、北東側が楕円形プランで、南西側が溝状のプランを呈する。楕円形プランは長

－29－



さ34cm・短軸19～26cm・深さ84cmで、埋土の下位から焼土層が検出された。溝状プランは長さ

73cm・短軸11～22cm・深さ23cmである。

〔後世の削平により平面プランが不明なもの〕

SKO4・SKO6で、両炉跡からは木炭層が検出された。SKO6については炉跡周辺の

北端にL型を呈する木炭層の広がりがある。
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層 土色

1 焼土～紫色化した茶褐色土
2 焼土（へ⑫木炭）
3 紫色化した茶褐色土～木炭
4 黄褐色土～木炭
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層 土色

1 暗褐色土～木炭

1
'

～焼土

2 灰白色土～焼土

層 土色

1 暗灰色土～木炭

層 土色

1 灰色土へ②木炭

2 明褐色土へ雛士・木炭

3 焼土

層 土色

1 明褐色土~伽炭

2 褐色土（～鉄分土・伽炭）

2
ノ
へ⑤木炭

3 紫色化した茶褐色土
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層 土 色

1 明褐色土～木炭

2 暗褐色土～木炭

3 紫色化した茶褐色土~雛土･伽炭

層 土色

1 明褐色士

2 黄褐色士

3 木炭

4 焼土

5 紫色化した茶褐色士

層 土色

1 黄褐色土へ伽炭
2 木炭

3 紫色化した茶褐色土～焼土

3
'

~⑳焼土・木炭
3〃 ~②焼土
4 灰褐色士

4
'

～ 木炭

5 焼土
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層 土 色

1 黄褐色土~②フ<炭

2 焼土
3 木炭
4 灰褐色土（硬層）
4′ 灰裾色士へ焼土・フ尽炭（やや軟尼）

5 §:色‘ こしたヲ 5褐色土

層 土色

1 黄褐色土～木炭
2 8

J
1褐色二

一
ノ

ヘロ
ー <炭

3 木炭～焼土・茶褐色土

4 紫色化した朱；喝色二ﾆーノく炭

層 土色

1

2 》

〕
灰木



第31表4．5T検出の炉跡観察表

－36－

炉跡恥 形状 規模 主 軸
木炭と焼
土の混入 備 考

SKOl

(4T）

溝状。ゴ陳側寄りが最深

で、底面は南西側の端部へ

向かい、漸次浅くなる。

長軸249cm・短軸44cm・深さ11cm

(残存部の最大幅） N53oE ○

南北両壁の北東寄りは熱変し、紫色化。

近世墓拡によって中央部がカットされ
ている。

SKO2

(4T）

長円形。西側はやや歪。

東側寄りは後世に削平さ

れて、極くわずかし力涜存

していない。

長軸1銘cm・短軸47cm・深さ4cm

(西側寄り2cm未満）

N81 E ○

炉跡周辺の東から北側へかけて木炭の

4塊と粒が散布する。

東側へ→長さ62cm×幅50cm

北側へ→長さ85cm×幅22cm

炉跡内に木炭粒を含む焼土あり。（厚

さ4cm・長さ48cm）

東側寄りの底部は熱変し、紫色化。

S K O 3

(4T）

北東側がやや梢円形で、

南西側が溝状のプラン。

斗陳側の掘り方は深い柱

穴状となる。（北東側の壁

は内側へやや屈曲）

やや槽円形のプラン

（長軸34cm･短軸19～26cm･深さ84cm）

溝状のプラン

（畏軸73cm･短軸11～22cm･深さ23cm）

N40oE ○

柱穴状の掘り込みの下位に焼土層があ

ろ｡(厚さ4cm）

SKO4

(4T）

平面プランは不明。

極一部の残存。

残存長軸50cm

残存短軸37cm
－

○ 底部から壁面にかけて、厚さ8cmの木

炭層。

S K O 5

(4T）

やや長円形。東西両側に

大小2つの掘り込み。東側

が大きく深い。壁の立ち上

がりは東側がほぼ垂直に近

<、西側は緩傾斜で、やや

凸凹の状態。

長軸118cm・短軸55～79cm・最深79cm

東側の掘り込み：長軸61cm・短軸41cm

深さ79cm

西側の掘り込み：長軸52cm・短軸27cm

深さ8cm

N68.W ○

SKO6

(4T）

平面プラン不明。

極く一部の残存。
■■●

残存長軸25cm・残存短軸15cm

深さ5cm
－

木炭

のみ

残存の掘り込み部分には、木炭層が堆

積している。

炉跡周辺の北端に木炭がL型に広がる

(縦軸18cm・横軸13cm・幅7cm）

SK O 7

(5T）

溝状。中途で最大幅を呈

する

長軸225cm・短軸15～40cm・深さ5cm N83.W ○

炉跡周辺の東端に硬化した焼土面（長

さ50cm・幅12cm）

西端に馬蹄形遣樹あり｡(13×24cm）

SKO8

(5T）

長円形。 長軸l釦c、（先端部を推定復元）

短軸50cm・深さ12cm

N弱･E ○

東西両壁は熱変し、粘土が紫色化。

炉跡周辺の南端に硬化した焼土面。

(南端寄りは木炭混入。長さ65cm・幅

31～4艶､）

SKO9

(5T）

長円形（南北両端はやや

歪）。南北両側の底部は浅

<、中央部が最深となる。

畏軸150cm・短軸54cm

深さ20cm（中央部）・'3cm（南側）

6cm（北側）

N87oE ○

全面に木炭小片が散らばる。

南側寄りの壁面は熱変し、紫色化。

SK l O

(5T）

溝状。南側寄りは調査区

外。底部は多少起伏してい

ろ

検出部分の長軸110cm

短軸49cm（最大幅）

深さl艶、

N釦 E ○

北側よりの掘り込みには木炭層が堆積。

南壁寄りの東西両壁に焼土層

SK11

(5T）

長円形（中央部はやや

くびれる）

南側寄りに最深。

長軸85cm

短軸釦c、（西側寄り）

20cm（<びれ部分）

27cm（東側寄り）

N57 E ○

底部と埋土の中位に熱変し紫色化した

粘土層があり、厚さ7cmの焼土が間届と

なっている。

埋土の2層は厚さ3cmの木炭厨。

SKl2

(5T）

長円形の変形（南端部分

は方形に近い）

南側寄りに最深。

長軸97cm・短軸44cm（最大幅）

深さ13cm

N弱。E ○

木炭眉（厚さ4cm）の上位に焼土層

(厚さ7cm）が堆積

SKl3

(5T）

やや長円形

東側寄りで一部カットさ

れている。西側寄りに最深‘

復元長軸106cm・短軸釣cm・深さ19cm N74.W
木炭

のみ

北側の壁面は熱変し、紫色化。

SK14

(5T）

やや梢円形 長軸75cm・短軸67cm・深さ14cm N6oE
炭
み

木
の

長さl艶m・幅10cm・厚さ3cmの木炭の

塊と、これより、やや小規模の木炭の塊

を2ケ所から検出。



第10節集石遺構（墓）

第Ⅷ層から炉跡と共に検出された。

集石は大きさで大別すれば、大11個、中44個、小141個であったが、全体として火を受けた

状況を呈していない。遺構確認面の上層で、多数の小石が出土した。

集石は定形プランではないが、上層に限り、中型の石の集まりは見た目に長方形プランを呈

する。

集石を除去した段階で土砿を検出した。土砿の平面プランはやや歪な方形で、長軸140cm、

短軸115．125cm、深さ47cmを測る。埋土は分層できず、単色の暗褐色土で、床面は黄褐色

粘土である。床面は中央部に限り、一部、硬化した箇所もある。

土砿中から極小片の骨が1つ出土した事により、墓地とも考えられる。
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第Ⅲ章出土遺物

第1節歴史時代

1．1トレンチ出土の遺物

〔現水田層より出土〕

1～3は青磁である。1は碗の底部で内底面に抽象的な文様が描かれていろ。2は稜花皿で

内器面の口縁下に浅い3条の沈線が巡る。3の底部は薄手である。紬色は1．3が緑灰色で、

2は淡いオリーブ色を呈する。

4～7は白磁である。4は高台に挟りのある皿で、他は碗である。5は玉縁状の口唇部を有

し、焼成はやや不良である。6．7は同一タイプ型の小型碗で、やや内蛮気味にラッパ状に開

く体部は、上位でわずかに外反し、復元口径6.5～6.7cm・器高3.2cm・復元底径2.0cmを測

る。

8は青白磁で、体部は大きく外蛮し、高台は外側へ張り出す。

9．10は土師器皿で、9は復元口径6.7cm・器高2.0cm・復元底径4.1cm，10は復元口径

6.1cm・器高2.5cm・復元底径3.6cmを測る。器形は9が船型で10がややラッパ状を呈する。

11は焼成不良の須恵器で平行の叩き痕が残る。12．13は瓦質の摺鉢である。条線の一単位は

両器とも5本を数えろ。14～18は中世雑器で19は土師器皿である。

〔洪水層より出土〕

20～26は青磁で、20に蓮弁文様、24に単弁文様、26に雷文帯文様力混られる。紬色は別・24．

25．26がオリーブ灰色で、21．23が緑灰色を呈する。27は青白磁で、復元口径は8．艶mを測り、

外器面に稜線が目立つ。

28は土師器坪で、焼き締めが効いており、質量感のある土器である。

29．帥は須恵器である。叩き痕は29が平行・同心円で、30は格子目、同心円である｡31は脚

付きの土師器で内器面はあたかも内黒土器であるかのように黒色を呈する。

32は瓦質の摺鉢で条線の一単位は4本である。33は瓦質土器で器面に横方向のハケ目が入る。

43.44も瓦質の播鉢である。

34～41は管状土錘で、小型の34～37と、やや大型の38～41に大別されろ。42は刀子である。

2．2トレンチ出土の遺物

〔現水田より出土〕45は須恵器の短頚壷で、46は小型の管状土錘である。47は寛永通宝

で、3枚半が重なり合って接着していろ。

〔地山直上から出土〕・48．49は小型の管状土錘である。

－38－



3．3トレンチ出土の遺物

〔現水田より出土〕

50～53は青磁で、紬色は52が濃緑色で他はオリーブ灰色を呈する。53の底部は極めて肩平で、

復元口径8.0cmを測る。54は白磁碗で、復元口径10．4cmを測り、口縁は直口気味となる。55～

58は青白磁である。55の高台はやや外側へ張り出し、57は復元口径9.2cmを測る。

59～62は土師器の皿と坪である。59は皿で復元口径6.0cm・器高1.5cm・復元底径4.7cmを

測り、口縁直口である。62の体部は肉厚で、底部からの立ち上がりより口縁まで均一の厚さで

ある。63．64．67は中世雑器で、67の底部は碁笥底を呈する。

65．66は近世陶器で66の紬色は内器面が浅黄色、外器面は緑色でやや薄目に施軸されている。

68．69は小型管状土錘である。

〔地山直上より出土〕

70は瓦質のもので条線の一単位は6本を数える。71は焼成不良の中世雑器で、条線の一単位

は5本である。72は中世雑器の火舎で、外器面に花柄（5枚花）の文様と一条の沈線が施され

ていろ。73は小型の管状土錘である。
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第32表1T出土遺物の観察表①

－ 4 0－

恥 形態の特徴 手法・調整・文棟 備考

1

青磁

(碗）

底部は中央部まで肥厚(厚さ1.9

c､）｡

畳付きは扇平（幅5mm)。
底径6.0cm。

（調整）ロクロ回転による粗い

ナデ。高台は削り出し。
（文様）内底面の中央部に抽象

的文様。

(胎土）灰白色で綴密。

(紬色）緑灰色、やや厚く施紬、

外底面は露胎。
(焼成）良。貫入が走る。

2

青磁

(稜花皿）

体部の上位はわずかに外蛮。 (調整）ロクロ回転によるナデ。
口唇部は平らに近い。指頭で押

えてある。

(文様）内器面の口縁下に浅い
3条の沈線。

(胎土）灰色。堅く締まる。
(紬色）淡いオリーブ灰色。ム

ラなく薄く施粕。

(焼成）良、細かい貫入が走る。

3

青 磁

底部は薄手（厚さ0.7cm） ◎

畳付きはやや丸味を帯びる。

復元底径5.4cm。

(調整）ロクロ回転によるナデ。

高台は削り出し。外底面は回転

へラ削り。

(胎土）白色で堅綴。

(紬色）緑灰色、やや厚めに施

紬。高台部の内面は露胎。

(焼成）良好。

4

白磁

(皿）

高台は低く（高さ2mm）、中央

部寄りで0mmとなる。

畳付きは扇平（幅5mm） ◎

外底面の中央部はやや凸。

復元底径4.0cm。

(調整）高台に恰りを有する。

恰りは丁寧なへラ削り。

外底部は回転へラ削り。

(胎土）白色。

(紬色）薄黄白色。内外器面に
施紬。

(焼成）良好。内底面に重ね焼
きの痕が残る。

5

白磁

口唇部は玉縁状を呈する。 (調整）横方向のナデ。 (胎土）白黄色。非常に綴密。

(紬色）白黄色。ややくすんだ

感じ 。

(焼成）不良。

6

白磁

(碗）

体部はやや内蛮気味にラッパ状
に開き、上位でわずかに外蛮。
口径6.7cm・器高3.2cm・底径
2.0cm。

(調整）ロクロ回転によるナデ

痕も見られない程、丁寧。
(胎土）灰白色。非常に綴密で

混入物無し。

(紬色）灰白色。高台の外面は

一部、無紬。内器面は施紬。

(焼成）良◎

”
Ｉ
〃

恥6と同様。

体部は中途でやや肥厚。
復元口径6.5cm。

(調整）ロクロ回転の横ナデと

縦方向のナデ痕。

(胎土）恥6と同機。

(紬色）灰白色。
(焼成）良。内外器面の上位に

貫入が走る。
8

青白磁
(碗）

体部は大きく内沓する。
高台は外側へ張り出す。
底径3.8cm。

(調整）ロクロ回転によるナデ

痕が、かすかに見られろ。

(胎土）灰色◎

(紬色）オリーブ灰色。
(焼成）良◎

9

土師器

(皿）

体部は船型を呈する。

復元口径6.7cm・器高2.0cm。
復元底径4.1cm。

(調整）横方向のナデ。

底部は丁寧な糸切り。

(胎土）雲母片(多）と、0.5mm

前後の砂粒（少）を含む。
(色調）鈍い橿色。

(焼成）比較的、良◎

10

土師器
(杯）

休部はややラッパ状を呈する。

復元口径6.1cm・器高2.5cm。

復元底径3.6cm。

(調整）全面、横方向のナデ。

底部は糸切り。

(胎土）雲母片を含む。

(色調）授色。

(焼成）比較的、良◎

11

須恵器

(調整）内外器面とも平行の叩

き痕あり。

(胎土）雲母片と、0．5mm前後

の砂粒をわずかに含む。

(色調）鈍い黄橿色。

(焼成）不良。

12

瓦 質

掴鉢

(調整）条線の一単位は5本、

使用により磨滅。
内器面の調整不明、外器面は横

方向の指ナデ。

(胎土）透明細砂粒と白色細砂
粒を含み、気泡がある。

(色調）内器面：オリーブ灰色。

外器面：浅黄色、オリーブ灰色。
(焼成）良｡

皿
〃

体部は直線的に立ち上がる。

体部はラッパ状に開く。
(調整）内器面の休部と底部に

5本を一単位とする条線あり。

底部については右回りの半曲線
となる。

(胎土）透明細砂粒を含む。

(色調）内器面：灰黄色。

外器面：灰白色。

(焼成）良◎

14

中世雑器

残存の休部は漸次、肥厚しなが
ら直に立ち上がる。体部は直線
的に伸びる。

(調整）横方向のナデ。 (胎土）雲母片や1mm弱の砂粒
を含む。

(色調）内器面：明褐灰色。

外器面：鈍い黄橿色。

(焼成）良。
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第33表1T出土遺物の観察表②

－ 4 2－

恥 形態の特徴 手法・調整・文禄 備 考

15

陶 器

(皿）

休部はやや内湾する。
口径11.7cm。

(調整）横方向のナデ。 (胎土）綴密で混入物なし。
(紬色）暗灰黄色。
(焼成）極めて良。

16

中世雑器

(須恵系）

蕊の口縁部か？ (調整）横方向の粗いナデ。 (胎土）綴密。0.1～1mの砂
粒を含む。

(色調）灰色。
(焼成）良｡

17

中世雑器

(土師系）

体部の中途より下位はやや肥厚
（厚さ1.1cm）
坪の類か？

◎

(調整）内器面：横方向のナデ。

外器面：右斜め下方向のナデ。

(胎土）雲母片と､0.5～1nmの
砂粒を含む。

(色調）内器面：灰白色。
外器面：鈍い橿色。

(捧浦）H2齢的．窟へ

18

中世雑器

(調整ノ槙刀l則のナア。 (胴コニノG、:少墓uﾉ”樫八上皿Ⅱ

弱）を含む。
(色調）暗赤褐色。
(焼成）良。施紬あり。

19

土師器

(皿）

(調整）不明◎ (胎土）雲母片と､0.5～1.0mm
の砂粒を含む。

(色調）捜色◎

(焼成）比較的、良0

20

青磁

体部の上位はやや外恋する。 (調整）ロクロ回転によるナデ。
(文様）内器面に蓮弁文様◎

(胎土）灰白色。綴密。
(紬色）オリーブ灰色。やや厚

目に施紬。

(焼成）良。内外器面に貫入が
走る ◎

別
〃

休部の上位はわずかに外蛮する。 (調整）ロクロ回転によるナデ。 (胎土）白色。綴密。橿色の粒
を含む。

(紬色）明るい緑灰色。ムラな
く薄い施紬。

(焼成）良。内外器面に細かい
貫入が走る。

〃
〃

口唇部はやや丸味を帯びて肥厚。 (調整）ロクロ回転によるナデ。 (胎土）灰色。綴密で締ってい
る。

(紬色）オリーブ灰色。くすん
だ感じで、かなり使用
した痕がうかがわれる。

(焼成）良好。

閲
〃

(調整）ロクロ回転によるナデ。
●

(胎土）白色。綴密。

(紬色）口唇部付近は緑灰色。

その他は浅黄色を薄目に施紬。

別
〃

休部の中途から口唇部にかけて、

わずかに肥厚｡

口縁はやや直口気味。

(調整）不明。

(文様）内器面にほとんど消え
かかった単弁文様。

(胎士）白色。非常に綴密で締

(紬色）

っている。

オリーブ灰色。 やや厚

目に施紬。内器面はや

や光沢が鈍い。

(焼成）良好。

妬
〃

付け高台。 (調整）ロクロ回転によるナデ。

外底面はへう削り。

(胎土）白色。綴密。

(紬色）オリーブ灰色。外底面

の高台内は露胎。施紬
にややムラあり ◎

(焼成）良。内外器面に貫入が

走る ◎

妬
〃

体部上位は、わずかに窪む。 (調整）ロクロ回転によるナデ。
(文禄）退化した雷文帯。

(胎土）白色。堅綴◎

(紬色）淡いオリーブ灰色。

(焼成）良好。貫入が走る。

27

青白磁

体部は内蜜する。

復元口径8.9cm。

(調整）ロクロ回転によるナデ。

外器面は稜線が目立つ。
(胎土）非常に綴密。混入物な

し。

(紬色）灰白色。

(焼成）良好。
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第34表1T出土遺物の観察表③

－44－

恥 形態の特徴 手法・調整・文様 備考

28

土師器

(坪）

残存の体部は肥厚(厚さ1.0cm)。 (調整）横方向のナデ。

切り離しは糸切りによる。

(胎土）混入物無し。
(色調）鈍い橿色。
(焼成）焼き締めが効いており、

質量感のある土器となっている。

29

須恵器

(調整）内器面に同心円、外器
面に平行の叩き痕あり。

(胎土）0.3～1”の砂粒を含む。
(色調）内器面：黄灰色。

外器面：灰白色。
(焼成）良。

30

〃

(調整）内器面に同心円、外器
面に格子目の叩き痕あり。

(胎土）0.1～0.3mの砂粒を含
む。

(色調）灰白色（黄灰色の紬が
一部にあり）

(焼成）良◎

◎

31

土師器

残存底部は中央寄りで薄壁（厚
さ4”）、端部で肥厚（厚さ8

m）。おそらく脚が付くものと
思われる(脚部の接合部で欠損)。

(調整）内器面：スス磨き。外

器面：横方向のナデ。

(胎土）雲母片を含む。

(色調）内器面：黒色。
外器面：灰白色。

(焼成）比較的、良◎

32

瓦 質

掴鉢

残存休部は下位から上位にかけ
て漸次、肥厚。

口唇部は厚さ1.2cm。

(調整）条線の一単位は4本。
内外器面ともへラ磨き。

(胎土）透明細砂粒や白色・黒
色の雲母粒を含む。気泡あり。

(色調）浅黄捜色～黄灰色。
(焼成）良◎

鮒
珊 器

残存の内器面は直に立ち上がり、
外器面は弧状に伸びる。

口唇部は扇平（幅6mm） 。

(調整）横方向のハケ目。部分
的に斜めのハケ目。

(胎土）雲母を含む。

(色調）灰色。

(焼成）比較的、良◎

34

管状士錘

残存の長さ2.3cm。

直径1.3cm×1.5cm

重さ4.869。

◎

(調整）丁寧な調整。 (胎土）密であるが、やや軟質。

(色調）淡黄色。
(焼成）良。

35

〃

残存の長さ3.1cm。
直径2.5cm×2.5cm。
重さ6.049◎

(調整）丁寧な調整。 (胎土）密であるが、やや軟質。

(色調）淡黄色。

(焼成）良◎

稲
〃

長さ3.4cm。

直径1.4cm×1.2cm。

重さ6.779。ほぼ完形品。

(調整）下端部は、ヘラ切りの

可能性あり。
(胎土）細密。

(色調）淡黄色。

(焼成）良。

訂
〃

残存の長さ3.5cm。
直径1.8cm×1.6cm。

重さ9.489◎

(調整）非常に丁寧な造り。
ナデ調整の可能性あり。

(胎土）細密。

(色調）淡黄色。

(焼成）良◎

羽
〃

残存の長さ3.7cm。

直径2.0cm×1.7cm。

重さ14.94go

(調整）上端部は、ほぼ平らで

ヘラ切りの可能性あり。丁寧な
調整。

(胎土）綴密。

(色調）灰白色～鈍い黄橿色。

(焼成）良◎

洲
〃

残存の長さ4,0cm。

直径2.2cm×1.7cm。

重さ17.249．
大形品でいびつな形。

(調整）粗い。 (胎土）密。1m程の砂粒をわ

ずかに含む。

(色調）灰白色、一部灰色。
(焼成）良◎

柵
〃

残存の長さ4.5cm・直径2.1cm

×2．0cm。重さ19.079。
質量感のある大型品。

(調整）比較的粗い。 (胎土）密。

(色調）灰色

(焼成）良。

。

似
〃

長さ5.8cm・直径1,9an･重さ

22,499．完形品。
(調整）両端部は丸味があり、

ナデたように思われる。

丁寧な調整。

(胎土）密。

(色調）灰白色。
(焼成）良。

42

刀子

残存最大長5.0cm･残存幅（最

大）1.3cm、（最小）0.8cm．

43

瓦質

掴鉢

(調整）条線の一単位は不明。

内外器面とも指ナデ。

(胎土）白色。透明細砂粒や、

かなり大粒(直径3mm）

の砂粒を多量に含む。
(色調）内器面：灰白色。

外器面：暗灰黄色。
(焼成）良◎

“
〃

口縁は肥厚し、口唇部は中途と
端部でやや窪む。

器面はひずみが激しい。

(調整）条線の一単位は11本で、

非常に密に掻かれている。

ロクロ調整と思われる。

(胎土）白色砂粒や､透明細砂
粒を含む。

(色調）内器面：赤灰色。
外器面：明褐灰色。

(焼成）不良。
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第35表

恥 形態の特徴 手法・調整・文禄 備考

45

須恵器

(短頚壷）

残存休部は大きく外蛮。 (調整）横方向のナデ。 (胎土）0.5mm～3mmの黒粒を
多量に含む。

(色調）灰白色。

(焼成）良◎

46

管伏土錘

残存の長さ3.9cm。

直径1.7cm×1.6cm。

重さ9．759。

(胎土）多孔質。軟質である。
(色調）淡黄色～灰色。

(焼成）良◎

47

寛永通宝

直径2.4cm、輪の幅0.2cm，孔
の一辺の長さ0.6cm。

3枚半が重なって接着している。

48

獣土錘

残存の長さ3.3cm。

直径1.6cm×1,2cm。
重さ6．129◎

(胎土）多孔質。軟質である。
(色調）淡黄色。

(焼成）良◎

49

〃

残存の長さ3.8cm。

直径1.9cm×1.7cm。
重さ9．869◎

(胎土）密。やや軟質。

(色調）灰色。

(焼成）良。

50

青磁

残存体部はわずかに外蛮。 (調整）ロクロによる回転ナデ。 (胎土）灰白色。綴密。

(紬色）オリーブ灰色。

(焼成）良好。細かい貫入が走
ろ◎

副
〃

口縁は丸味を帯びて肥厚。 (調整）横方向のナデ｡ (胎土）灰色。非常に堅綴。

(紬色）オリーブ灰色。比較的

薄目に施紬。
(焼成）良好。

塊
〃

残存休部の下位は肥厚（厚さ1．7
c､）。

(胎土）白色。極めて精良。

(紬色）濃緑色。紬厚は平均1.5
m、

◎

(焼成）非常に綴密。内外器面

に大きな貫入が走る。

53

〃，

扇平な底部（厚さ7mm)。

高台の畳付きも扇平（幅5mm)。
復元底径8.0cm。

(調整）高台部は削り出し。
高台内部はへう削り。

内器面はロクロにまる回転ナデ
と思われる。

(胎土）灰白色。非常に綴密。

(紬色）オリーブ灰色。外器面
は露胎。

(焼成）良好。細かい貫入が走
ろ◎

54

白磁

残存休部は、わずかに内蛮。
口縁はやや直口気味となる。
復元口径10.4cm。

(調整）ロクロ回転のナデ。
(文様）図化出来ない程、細か

い文様あり。

(胎士）白色。綴密。

(紬色）白色半透明。残存の体

部全面に施紬。

(焼成）良好。

55

青白磁

高台はやや外側に張り出す。 (調整）ロクロによる回転ナデ。
高台は削り出しによるものと思

われる。

(胎土）灰色を呈し、わずかに
オレンジ色の粒を含む。

固く締まっている。

(紬色）無色透明。残存休部の
全面に施紬。但し、高台内部は

薄く光沢がない。

(焼成）良好。

閃
〃

体部は大きく内湾する。 (調整）ロクロによる回転ナデ。 (胎土）灰白色。堅綴。

(紬色）オリーブ灰色。

(焼成）良好。

Ｗ
〃

体部は内恋し、やや肉太（厚さ5
m､）である。

復元口径9.2cm。

.（調整）ロクロによる回転ナデ

外器面に稜線が目立つ。
(胎土）灰白色。堅綴。

(紬色）白色半透明。

(焼成）良好。
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恥 形態 の特徴 手法・調整・文楳 備 考

58

青白磁

高台はわずかに外側へ張り出す。
体部はやや内恋する。

(調整）ロクロによる回転ナデ。

高台はへう削りと思われる。

(胎土）灰色。非常に堅綴。

(紬色）灰色。残存体部の全面

に施紬。光沢あり。

59

土師器

(皿）

休部は船型を呈する。

復元口径6.0cm・器高1.5cm．

復元底径4.7cm。

口縁直口。

(調整）内器面は横ナデ。外底

面に糸切り痕。

(胎土）非常に堅綴。混入物は
極小。

(色調）黒褐色。

(焼成）極めて良好。

60

土師器

(坪）

休部はやや直線的に開く。

器高2.6cm。

(調整ノ内外岡話と恢刀I可のナ

デ ◎

(胎土）比較的硬質で非常に綴

密。細砂粒がごくわずかに混入。

(色調）橿色。

(焼成）良好。

61

土師器

体部は口縁でわずかに外反。 (調整）横方向のナデ。 (胎土）0.5へ』1mmの砂粒をわ

ずかに含む。
(色調）鈍い橿色。
(焼成）比較的良好。

62

土師器

(坪）

体部は肉厚（厚さ6mm） ◎

体部は立ち上がりより口縁まで、

均一の厚さである。

(調整）わずかに横方向のナデ。

外底面の切り離し不明。

(胎土）雲母片0.5mm程の砂粒や、

1.0mmの赤褐色の粒を含む。
(色調）鈍い澄色。

(焼成）比較的、良好。

63

中世雑器

残存体部は大きく外恋する。

口縁で肥厚し、突帯状となる。
体部は上位で一旦くびれる。

(調整）ロクロによる回転ナデ。 (胎土）灰色。わずかに砂粒を

含む。

(色調）汚れた感じの黒色。

(焼成）良好。

“
〃

口唇部は半楕円形状となって右

斜め上に突き出す。
(調整）不明 (胎土）非常に堅綴。若干の細

砂粒を含む。

(色調）内器面：明黄褐色。

外器面：鈍い黄橿色。
(焼成）良好。

65

陶器

高台は直立。
体部は大きく開く。
底径4.0cm。

(調整）ロクロによる回転ナデ。
高台は削り出しと思われる。

(胎土）浅黄色。非常に堅綴。
(紬色）無色。透明の粕。高台

の内外両面と畳付きは露胎。
(焼成）良好。

66

〃

残存体部はやや内湾する。 (調整）ロクロによる回転ナデ

が顕著に残る。
(胎土）灰白色。非常に堅綴。

(紬色）内器面：浅黄色。外器

面：緑色（やや薄く施紬） ◎

(焼成）良好｡細かい貫入力淀ろ。
67

中世雑器

（皿）

底部は碁笥底を呈する。
残存体部は肉太である。
厚さ1.2cm。

(調整）ロクロによる回転ナデ。
外底面はへう削り。

(胎土）鈍い橿色。綴密。黒色
の細粒を混入する。

(色調）灰黄褐色。
(焼成）良◎

68

管伏士錘

残存の長さ4.8cm。
直径1.5cm×1.4cm。

重さ9.399。

(調整）丁寧な造り。 (胎土）密。多孔質。
(色調）鈍い黄檀色。

(焼成）良◎

69

〃

残存の長さ4.8cm。

直径1.8cm×1.7cm。
重さ11.809。

(胎土）密で、やや軟質。
(色調）鈍い橿色。

(焼成）良◎

70

瓦質

掴鉢

口唇部は扇平（幅1．1cm）。 (調整）ヘラ磨き後、内外器面
とも横方向の指ナデ。

条線の一単位は6本。

(胎土）白色細砂粒を含む。

(色調）内器面：鈍い褐色。

外器面：灰色。

(焼成）良好。

71

中世雑器

（摺鉢）

(調整）器面はローリングが激

しい。内器面はへう磨きと思わ
れろ◎

条線の一単位は5本。

(胎土）透明白色。細砂粒を含
む◎

(色調）内器面：鈍い黄橿色。
外器面：浅黄褐色。

(焼成）不良。

72

中世雑器

（火舎）

口唇部は扇平（幅1.7cm）で

突帯状に右斜め上へ突き出す。
（調整）口唇部と外器面は横方・

向のナデ。

（文楳）外器面に花柄（5枚葉）
の文椴と、1条の沈線あり。

(胎土）非常に堅綴。若干の黒

色鉱物を含む。
(色調）内器面：鈍い黄橿色。

外器面：灰白色。

(焼成）極めて良好。
73

管状土錘

残存の長さ3.2cm。

直径1.6cm×1.4cm。

重さ5.889。

(調整）丁寧な造り。 (胎土）細密でやや軟質。

(色調）淡黄色。
(焼成）良◎



4．4トレンチ出土の遺物

〔現水田より出土〕

74．75は青磁で、74は櫛描文様が描かれていろ。75は盤の口縁部である。粕色は74がオリー

ブ灰色で75が明オリーブ色を呈する。76は白磁で復元口径9.9cmを測り、体部は薄壁で、直線

的に伸び、口縁でやや外湾する。77～79は青白磁で、79の内底面には橿色紬の施文力渡る。

80～82は播鉢である。80．81は中世雑器で、82は瀬戸系の陶器が使用されていろ。80．81の

条線の一単位は8本で、81の底部には明瞭な糸切り痕が残る。82は型押しによる格子状文様が

施文されている。83～85は須恵器である。叩き痕は、83が格子目・弧状、84が平行、85が格子

目・平行である。86は中世雑器で外器面にへう状工具により沈線を施す。

87～90は近世染付である。91は近世陶器で、底部は碁笥底を呈する。

92．93はキセルの吸い口である。

〔洪水層より出土〕

94～97は青磁である。97は胴部の飾りが剥落したものと思われろ。粕色は94．97が明オリー

ブ色で、96がオリーブ灰色を呈する。97は上質の青磁で元代のものと考えられろ。98．99は白

磁である。98は復元口径8.6cmを測る。体部は薄壁で直線的に大きく開く。

100～105は土師器の皿と坪である。100は焼き締めが効いていろ。103．104の外底面には丁

寧な糸切り痕が残る。105には板目圧痕が見られろ。106．107は高台付きの土師器である。

106の高台は、大きく湾曲しながら外側へ張り出す。107の高台は肉太で直立する。

108～115は須恵器である。108は外器面に樹蒙波状文が施されていろ。叩き痕は109ｶ坪行。

同心円、110が平行・弧状、111が平行・同心円、112．113が平行である。116．117は須恵

系のもので、117は外器面の口縁下に沈線が走る。118は瓦質の摺鉢である。119．120は土

師系土器で119の内器面には指による回転の痕が残る。

121～136は管状の土錘である。小型の121～129と、やや大型の1釦～136に大別されるが、

さらに大型のものは長身タイプと、ずんどうタイプに細分可能である。小型の完形品は125で、

長さ4.7cm・直径1．5×1.3cmを測る。大型で長身タイプは132で、長さ6.3cm・直径1.2cm

を測り、ずんどうタイプは134で、長さ4.8cm・直径2.0cmを測る。

〔埋没水田より出土〕

137～142は青磁である。137は退化した雷文帯文様があり、139は内底面に文様がへラ描き

されている。紬色は137が緑色、139が灰青&色で他はオリーブ灰色を呈する。143は白磁で、

144は青白磁である。144は復元口径10.0cm・器高2.6cm・復元底径5.0cmを測り、高台は若

干、外側へ張り出す。145は古銭で永楽通宝である。

146は土師器で、外底面に糸切り痕が残る。

147.148.150は須恵器である。147は外厨司に糸切り痕力渡り、150の叩き痕は平行と格子目

－48－



である。149は瓦質で、霜鐙の土器である。

151～162は管状土錘である。151～158は小型で、158は長さ5.1cIn・直径1.7×1．5cmを

測る。159～162は大型で、これらは長身タイプの160（長さ6.6cm、直径1.6cm）と、ずん

どうタイプの159．161．162（長さ4.8～5.4cm、直径1.7～2.7cm）に細分されろ。

〔埋没水田の下位部分より出土〕

163は土師器碗で、体部は内湾し、口縁近くでやや外反する。口縁直口で復元口径10.2cmを測

る。164～166は須恵器である。164は蓋坪身、165は高坪片、166は脚部で外底面は糸切り

と思われろ。167は高坪の脚部で土師器である。

〔近世墓地より出土〕

SEO1：168の青磁と169の近世染付けが出土。168の粕色は緑色でかなり厚めの施紬であ

る。169は復元口径8.0cm、器高4.0cm、復元底部3.2cmを測る。

SEO4：170の土師器、171の鉄器、172．173の須恵器が出土。172の叩き痕は弧状・平

行、173の叩き痕は弧状・格子目である。

SEO5：174の須恵器と175の青白磁が出土。174は口縁で大きく外反する。

SEO6：176の管状土錘が出土。ほぼ完形品で、長さ6.0cm､直径1.5×1.4cm､重さ12．06

9を測る。

SEO7：177は近世雑器である。色調は赤茶褐色で内外器面に刷毛目が残る。

SEO8：178は鉄器（刀子）で179は近世陶器である。
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第37表4T出土遺物の観察表①
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恥 形態の特徴 手法・調整・文様 備考

74

青磁

残存体部はわずかに内湾する。 (調整）ナデと思われろ。

(文様）外器面に櫛描文様。

(胎土）白黄色で綴密。
(紬色）薄いオリーブ灰色。

(やや厚めに施紬)。

(焼成）良好。

75

青磁

(盤）

盤と思われる。

残存体部は中途で外蛮し、口唇
部近くで直立する。

(調整）横方向のナデ。 (胎土）灰白色。綴密。一部橿
色。

(紬色）明オリーブ色（比較的
薄く施紬）光沢なし。

(焼成）良好。

･76

白磁

(碗）

休部は薄壁で（厚さ3m）、直
線的に伸び、口縁でやや外蛮す
ろ。

復元口径9.9cm。

(調整）ロクロによる非常に丁
寧な回転ナデ。

(胎土）白色。

(紬色）白色。光沢あり。
(焼成）良好｡．

77

青白磁

(碗）

高台は直立。

復元底径3.5cm。

(調整）内外器面はロクロによ

ろ回転ナデ。高台内部は回転へ

ラ削り。

(胎土）灰色。非常に堅綴。

(紬色）オリーブ灰色。畳付き
のみ露胎。

(焼成）良好。内器面に貫入走

ろ。かなりの付着物あり。

78

青白 磁

残存体部はわずかに内湾する。 (調整）内器面は横ナデ。外器

面は縦方向のナデも見られる。
(胎土）灰色。非常に堅綴。

(紬色）灰色。

(焼成）良好。
-79

青白磁

(碗）

体部は開き気味に若干、内恋す

る。

復元口径11.0cm。

(調整）ロクロによる回転ナデ。

(文様）内器面の底部に授色の
紬で施文。

(胎土）灰色。非常に綴密。

(色調）灰白色。

(焼成）良好。

80

中世雑器

(摺鉢）

(調整）条線の一単位は8本。

ロクロによる回転ナデ。

底部はへう切りか？

(胎土）透明細砂粒をわずかに

含む。

(色調）内器面：鈍い橿色。

外器面：鈍い褐色。

(焼成）良◎

81

〃

(調整）条線の一単位は8本か？

左回りの掻線。

外器面はロクロによる回転ナデ。

底部は糸切りによる切り離し。

(胎土）透明細砂粒をわずかに

含む。

(色調）内器面：鈍い橿色。

外器面：褐灰色。

(焼成）良◎

82．

瀬戸系

掴鉢

(調整）内器面は型押しによる

格子状文様が施文。

外器面は横方向のへラ削りのよ

うな条痕。

(胎土）灰色。綴密。

(紬色）オリーブ色。両面に施

す◎

(焼成）良好。

83

須恵器

(調整）内器面に弧状、外器面

に格子目の叩き痕あり。

(胎土）1m前後の黒い粒を含

む◎

(色調）内器面：黄灰色。

(焼成）良◎

別
〃

(調整）両面に平行の叩き痕あ
り。

(胎土）0.5mm前後の砂粒を含
む。

(色調）灰色。

(焼成）極めて良好。

開
〃

残存休部は肉太（厚さ1.0～1.4
c､）◎

(調整）内器面に平行、外器面

に格子目の叩き痕が見られるが、

一部磨耗している。

(胎土）0.5～1mmの砂粒を含

む◎

(色調）灰黄褐色。
(焼成）極めて良好。

86

中世雑器

(調整）内外器面はロクロによ

ろ回転ナデ。

（文様）ヘラ状工具により沈線
文を施す。

(胎土）灰色。かなり堅綴。
(紬色）両面に薄く透明の紬が

施されているが、外器

面はわかりにくい。●

(焼成）良好。

87

染付

高台は直立。

畳付きは肩平（幅4mm)。
底径4．0cm。

(調整）内外器面はロクロによ・

ろナデ。削り出しによる高台部

は回転へラ削り。
(文楳）内器面に文様、外底面
に文字有り。

(胎土）乳白色。

(紬色）薄黄色。
(焼成）極めて良好。

88

〃

外底面の中央はやや凸。

内底面の中央はやや凸◎

(文様）内器面に文人画像。 (胎土）乳白色。

(紬色）薄黄色。
(焼成）良◎
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恥 形態の特徴 手法・調整・文犠 備考

89

染付

高台はやや外側へ狼り出す。

底径5.6cm。．
(調整）内外器面はロクロによ

ろナデ、削り出しによる高台部
は回転へラ削り。
高台と外器面との境に呉須によ

ろ界線。

(胎土）灰白色。綴密。

(紬色）内外器面は、黒色紬で

施文し、その上から灰白色半透

明の紬で施紬。高台内外は露胎。
(焼成）良。内外器面とも細か

い貫入が走る。

卯
〃

体部はやや内恋する。
体部は下位より均一の厚さでロ
縁へ至る(厚さ3m)。
i夏元口径10.0cm。

(調整）ロクロによる回転ナデ。 (胎土）灰白色。堅く締まる。

(紬色）灰白色半透明を施紬し、

その上から緑色の紬で

外器面に施文。

(焼成）良。細かい貫入が内外

器面に走る。

91

陶器

底部は、碁笥底を呈する。 (調整）ロクロによる回転ナデ。

外底部は回転へラ削り。
(胎土）灰白色。綴密で堅く締

まる ◎

(紬色）内器面：薄い透明の紬。

外器面：灰色半透明の

紬。外底部は露胎。
卯
〃

残存部の長さ3.7cm。

長径1.0cm・短径0.8m。

鮒
〃

長さ4．4cm。
‐

直径1.0cm。

94

青磁

(調整）外底部はへうによる切
り離し。内底部は不明。

(胎土）灰白色。非常に堅綴。
(紬色）内底部：明オリーブ灰

色。外底部：赤色の紬

と明オリーブ色の紬。

(焼成）良。外底部に付着物あ
り◎

開
〃

元の青磁と思われる。 (胎土）白灰色。極めて精良。
(紬色）薄緑色。外底部は露胎
であるが、中央部を指圧(1.8cm
×1.3cm）の範囲に限って施紬。
(焼成）極めて良好。

96

〃

残存体部はわずかに外恋する。
口縁は丸味を帯びてやや肥厚
厚さ6mm。

(調整）ロクロによる回転ナデ。 (胎土）灰色。綴密。

(紬色）オリーブ灰色。

(焼成）良。内外器に貫入が走
ろ◎

Ｗ
〃

(文犠）器面の中位にへう描き

で2条の線を入れ、その上から

施粕。

(胎土）灰白色。綴密。

(紬色）明オリーブ色。厚目に

施紬
(焼成）良好

。
。

98

白磁

体部は直線的に大きく開く。
体部は薄壁（厚さ3.5mm)。
復元口径8.6cm。

(調整）ロクロによる回転ナデ。 (胎士）灰白色。非常に堅綴。
(紬色）灰色半透明。

(焼成）良好。わずかに貫入が
走る ◎

99

〃

(調整）ロクロによる回転ナデ。
高台は貼り付けによるものと
思われる。

(胎土）白色。綴密。

(紬色）白色。施紬にムラあり

高台の畳付きは露胎。
(焼成）良好。

。

100

土師器

底部端でやや肥厚（厚さ7mm） 。 (調整）横方向のナデ、外底面
に粗い糸切り痕。

(胎土）0．2～0.5mmの砂粒が
少量混入していろ。

(色調）灰白色。

(焼成）良。焼き締めがきいて
いる

101

土師器

(坪）

(調整）横方向のナデ。

外底部の切離しは不明。
(胎土）わずかに1m前後の赤

褐色の混入物あり。
(色調）浅黄橿色。
(焼成）良好。

102

〃

底部端は大きく肥厚（厚さ1．6
c､） ◎

(胎土）わずかに1mm前後の赤
褐色の混入物あり。

(色調）浅黄橿色。

(焼成）良好。
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恥

103

土師器

104

〃

105

〃

106

〃

107

土師器

108

須恵器

109

〃

110

〃

111

〃

112

〃

113

〃

114

〃

115

〃

116

陶器

形態の特徴

底部の中央部でやや肥厚（厚さ

9mm） ◎

高台は大きく湾曲しながら、外

側へ張り出す。

復元底径9.9cm。

高台は直立。

肉太の高台。

口唇部は半楕円形状に肥厚。

体部は薄壁（厚さ4mm）で、わ
ずかに外沓する。

休部は肉厚（厚さ2．1cm）◎

手法・調整・文様

(調整）外底部は丁寧な糸切り
痕◎

(調整）外底部は丁寧な糸切り

痕。

(調整）外底部に糸切り痕、板
目の痕がみられる。

(調整）内底部に横方向のナデ。

高台は張り付け。

(調整）高台は貼り付け（接合
面は幅2.4cm)。

(調整）横方向のナデ。

(文禄）外器面に複線波状文。

(調整）内器面に同心円、外器

面に平行の叩き痕あり。

(調整）内器面に弧状、外器面
に平行の叩き痕あり。

(調整）内器面に同心円、外器

面に平行の叩き痕あり。

(調整）内外器面に平行の叩き
痕あり。

(調整）内外器面に平行の叩き

痕あり。

(調整）横回転。

(調整）横方向のナデ。

(調整）外器面に横方向の粗い．

調整痕。

第39表4T出土遺物の観察表③
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備 考

(胎土）0.5mm前後の砂粒が、
ごくわずかに混入する。

(色調）浅黄橿色。

(焼成）良好。

(胎土）0.1～0.5mmの砂粒、

赤褐色の粒をわずかに含む。

(色調）浅黄檀色。
(焼成）良好。

(胎土）0.1～0.5mmの砂粒ら

しきものを、わずかに含む。

(色調）橿色。

(焼成）良好。

(胎土）0.3～0.5mmの赤褐色

の混入物が、わずかに混じる。

(色調）淡黄色。
(焼成）良好。

(胎土）1mm前後の砂粒を含む。

(色調）鈍い黄澄色。

(焼成）良好。

(胎土）0．5～1.5mmの砂粒を

わずかに含む。
(色調）灰色。

(焼成）不明。
(胎土）0，5～1mmの砂粒をわ

ずかに含む。

(色調）灰黄色。

(焼成）不完全で須恵器になり

きっていない。

(胎士）1mm前後の砂粒や雲母
片を含む。

(色調）灰色。

(焼成）極めて良好。
(胎土）0．5～1mmの砂粒を含

む◎

(色調）灰黄褐色。

(焼成）極めて良好｡

(胎土）0.5mm前後の砂粒がわ

ずかに含まれている。
(色調）鈍い黄橿色。

(焼成）不完全で須恵器になり

きっていない。

(胎土）0.5～1mmの砂粒をわ

ずかに含む。

(色調）灰色。

(焼成）良好◎

(胎土）0．3～0.7mmの砂粒を

わずかに含む

(色調）浅黄色。
(焼成）極めて良好。

。

●

(胎土）0．2～0.5mmの砂粒を
含む。

(色調）内器面：灰白色。

外器面：黄灰色。

(焼成）極めて良好。
(胎土）0．5～2mmの砂粒をわ

ずかに含む。
(色調）外器面は灰色、他はし

ンガ色。

(焼成）良好。



恥

117

須恵器

土 器

118

瓦質

掴鉢

119

土師質

土器

120

〃

121

管伏土錘

122

〃

123

〃

124

〃

125

〃

126

〃

127

〃

128

〃

129

〃

130

〃

131

〃

形.態の特徴

口縁は丸味を帯びて肥厚。

外器面の口縁下に沈線。

残存の長さ3.2cm。重さ1.869。

残存の長さは3.5cm・直径1.6cm。

重さ7.729。

残存の長さ3.2cm。

直径1.5cm×1.4cm。

重さ5.679

長さ4.7cm・

直径1.2an・

重さ9.869

ほぼ完形。

長さ4.7cm。

。

｡

直径1.5cm×1.3cm。

重さ9.869。ほぼ完形。
器形は柱状形を呈す。

残存の長さ3.0cm。

重さ3.03go

残存の長さ4.7cm。

直径1.7cm×1.6cm。

重さ11.41go

ほぼ完形。

残存の長さ5.0cm。

重さ10.06go

残存の長さ5,1cm。

直径1.8cm×1.4cm。

重さ11．769｡

残存の長さ5.3cm。

直径1.8cm×1.6cm。

重さ15．119◎

器面に紐ずれの痕あり。

長さ6.3an。

直径1.8cm×1.6cm。

重さ17.949｡

ほぼ完形

手法・調整・文椴

(調整）横回転｡

(調整）横方向のナデ。

(調整）外器面は横方向のナデ。

内器面は指による回転の痕。

(調整ノ外語画は横刀I則のナプ。

内器面は指による回転の痕。

(調整）丁寧な造り｡指ナデか？

(調整）丁寧な造り。ヘラ調整。

(調整）粗雑な造り（使用痕に

よるものかは不明)｡ヘラ調整。

(調整）丁寧な造り、穿孔状況

不明。

(調整）胎土の動きにより、両
端を持って、ひねったようであ
ろ◎

(調整）丁寧な造り。

(調整）丁寧な造り｡ヘラ磨き？

(調整）丁寧な造り。ヘラ磨き

か？穿孔部分が管状のものを

引き抜いた様子が読み取れる。

(調整）へラ磨きか？

(調整）丁寧な造り。

(調整）丁寧な造り｡へラ磨き？

第40表4T出土遺物の観察表④
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備考

(胎土）0．3～0.7mmの砂粒を
わずかに含む。

(色調）浅黄色。

(焼成）極めて良好。

(胎土）1m前後の砂粒を含む。
(色調）内器面：鈍い赤褐色。

外器面：灰色。

(焼成）良好。

(胎土）非常に細かい雲母片を
含む。

(色調）浅黄橿色。
(焼成）良好。

(胎土）非常に細かい雲母片を
含む。

(色調）浅黄澄色◎

(焼成）良好。

(胎土）多孔質。透明細砂粒を

わずかに含む。もろい。

(色調）浅黄橿色。

(焼成）良好。

(胎土）綴密｡透明細砂粒を含む。

(色調）鈍い黄橿色～灰黄褐色

(焼成）良好。

(胎土）多孔質。もろい。白色

砂粒を含む。

(色調）鈍い黄橿色。

(焼成）不良。

(胎士）多孔質。透明の白色細
砂粒を含む。

(色調）淡黄色～明黄色褐色。

(焼成）不良◎

(胎土）多孔質。透明細砂粒が
含まれる。もろい。

(色調）浅黄授色。
(焼成）不良。

(胎土）多孔質でもろい6透明
結晶粒を含む。

(色調）浅黄色。

(焼成）良好。

(胎土）多孔質でもろい感じ。
透明細砂粒が含まれる。

(色調）淡黄色。
(焼成）良好◎

(胎土）白色細砂粒を含む。

(色調）淡黄色。

(達成）良好◎

(胎土）多孔質。白色。透明の

細砂粒が含まれる。

(色調）淡黄色～明黄褐色。

(焼成）不良。

(胎土）白色。黒色の透明細砂

粒を含む。

(色調）鈍い黄燈色～明黄褐色
(焼成）良好。

(胎土）多孔質。黒色。白色の

透明細砂粒が含まれる。

(色調）灰黄褐色～浅黄橿色。

(焼成）良好。
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恥 形態の特徴 手法・調整・文様 備考

132

管状土錘

長さ6.3cm・

直径1.2cm。

重さ19.729。
ほぼ完形。

(調整）粗雑な造り。ヘラ磨き。 (胎土）多孔質でもろい。透明
な結晶を含む。

(色調）橿色～淡黄色。
(焼成）良好◎

133

〃

残存の長さ6.3cm。

直径1.8cm。

重さ17．129。

(調整）丁寧な造り。 (胎土）多孔質。白色。透明細
砂粒を含む。もろい。

(色調）淡黄色。
(焼成）不良。

134

〃

長さ4.8cm

直径2．0cm
。
。

重さ18.269。

(調整）丁寧な造り。指ナデ？ (胎土）綴密。透明細砂粒を含
む◎

(色調）鈍い橿色～鈍い黄橿色。
(焼成）良好。

135

〃

残存の長さ3．1cm。
直径2.3cm×2.4cm。

重さ16．149◎

(調整）丁寧な造り。ヘラ磨き。 (胎土）多孔質。
(色調）鈍い黄檀色。
(焼成）不良。

136

〃

残存の長さ4.4cm。

直径2.2cm×1.9cm。

重さ16.589◎

(調整）粗雑な造り。ヘラ調整。 (胎土）多孔質。もろい。白色
砂粒や透明結晶粒を含む。

(色調）鈍い黄橿色。
(焼成）不良。

137

青磁

残存体部は均一の厚さで口縁に
至る ◎

(調整）ロクロによる回転ナデ。

(文楳）外器面に退化した雷文。
(胎土）灰白色。堅綴
(紬色）緑色。

◎

(焼成）良好。気胞のようなも

のが見られる6

138

〃

底部は肉太で（厚さ1.4cm)、
高台の畳付きも幅広（幅5mm）
である。

復元底径7.4cm。

(調整）ロクロによる回転ナデ。

高台部は削り出し。

(胎土）白色。堅綴。黒色の混

入物。

(紬色）オリーブ灰色。厚目に

施紬。

(焼成）良好。

139

〃

底部は中央部で特に肉厚（厚さ
1.8cm)。

(文様）内底面に文様。 (胎土）灰橿色。

(紬色）灰青色。内底面と高台

内は露胎。

(焼成）良好。

140

〃

(調整）ロクロによる回転ナデ。 (胎土）灰白色。綴密。黒色の

微粒子が混入。

(粕色）オリーブ灰色。やや厚

目に施紬。

(焼成）良好。円外器面に細か
い貫入が走る。

141

〃

口縁はわずかに外湾する。 (調整）横方向のナデ。 (胎土）白色。堅綴◎

(紬色）薄いオリーブ灰色。光

沢は余りない。

(焼成）良。内外器面に細かい

貫入が走る．

142

〃

底部は肉太（厚さ1.5cm)。
高台の高さ1.4cm。
復元底径7.0cm。

(調竪）内底園は凹転によるへ

ﾗ削り。高台部は削り出し。
(胎土）灰白色。堅綴。

（紬色）オリーブ灰色。かなり
厚目に施紬。外底面は露胎。

(焼成）良好。内外器面に貫入
が走る。

143

白 磁

(調整）ロクロによる回転ナデ、
高台内部はナデ。畳付きはへう
削り。

(胎土）白色。堅綴◎

(紬色）白色半透明。畳付きを

除き全面に施紬
(焼成）良好。

◎
｡

144

青白磁

休部は大きく開き内恋する。
高台は若干、外側へ狼り出す。
復元口径10．0cm・器高2.6cm。
復元底径5.0cm。

(調整）ロクロによる回転ナデ。
高台は削り出し。

(胎土）精良。

(軸色）オリーブ灰色。光沢あ
り◎

(焼成）良好。
145

古銭
永楽通宝。直径2.5cm，輪の幅
0.15cm，孔一辺0.5cmの方向。

裏面はほぼ全面に錆が付着する。

146

土師器

復元口径5.1cm◎ (調整）横方向のナデ。外底面
に糸切り痕。

（胎土）軟質でもろい。綴密。
混入物なし。

(色調）澄色。

(焼成）良好◎



恥

147

須恵器

148

〃

●

149

瓦質土器

150

須恵 器

151

管状士

152

〃

153

〃

154

〃

155

〃

156

〃

157

〃

158

〃

159

〃

160

〃

161

〃

162

〃

錘

形態の特徴

休部は外湾する。

外器面は口縁近くでやや外反し、

内器面は口縁でやや窪む。

残存の長さ2.4cm。
直径1.3cm。

重さ3.669◎

残存の長さ3.4cm。

直径1.2cm×1．1cm。

重さ4.449。

残存の長さ3.6cm。

直径1.6cm。

重さ9．19go

残存の長さ4.0cm。

重さ5.439。

残存の長さ5．1cm。

直径1.8cm×1.4cm。

重さ10.18go
残存の長さ4.8cm。

直径1.8cm×1.5cm。

重さ13.769◎

残存の長さ2.7cm。

直径1.9cm×1.7cm。

重さ16．149｡

長さ5．1cm。

直径1.7cm×1.5cm。

重さ11.349。
ほぼ完形。

残存の長さ4.8cm。

直径2.0cm×1.8cm。

重さ13.839。

残存の長さ6.6cm･直径1.6cm。

重さ15.359．細身の土錘。

残存の長さ5.0cm。

直径1.9cm×1.7cm。

重さ12．179◎

長さ5.4cm・直径2.7cm×2．3

cmo重さ28.829
大型の土錘。ほぼ完形。

手法・調整・文標

(調整）横方向のナデ。外底面

に糸切り痕。

(調整）横方向のナデ。

(調整）内器面に平行、外器面
に格子目の叩き痕あり。

(調整）丁寧な造り。ヘラ調整。

(調整）丁寧な造り。指ナデ？

(調整）丁寧な造り。ヘラ調整。

(調整）丁寧な造り。穿孔は管

状の工具で、ややねじりながら

押し込んだものと思われろ。
指ナデ。
(調整）丁寧な造り。へラ調整。

(調整）丁寧な造り。

(調整）丁寧な造り。ヘラ調整。

(調整）丁寧な造り。指ナデ？

(調整）丁寧な造り。紐の痕ら

しきものが付着。

(調整）丁寧な造り。指ナデ？

(調整）ヘラ調整。

(調整）丁寧な造り。

第42表4T出土遺物の観察表⑥
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備考

(胎土）0.3～1mmの砂粒をわ

ずかに含む。
(色調）灰色。

(焼成）良好。

(胎土）0.5～1.5mmの砂粒を
わずかに含む。

(色調）内器面：灰オリーブ色。
外器面：灰色。

(焼成）良好。

(胎土）軟質で軽い、非常に綴

密で混入物は少ない。

(色調）黄灰色。
(焼成）良好

(胎土）雲母片、0．3～1．5mm

の砂粒を含む。

(色調）内器面：鈍い黄橿色
外器面：鈍い橿色。

(焼成）不完全で、須恵器にな

りきっていない。

(胎土）多孔質。もろい。
(色調）淡赤燈色～鈍い橿色。
(焼成）良好。

(胎土）綴密。

(色調）灰白色～灰色。

(焼成）良好。

(胎土）白色や黒色の透明細砂

粒を含む。

(色調）浅黄橿色。

(焼成）良好。
(胎土）白色の透明細砂粒を含

む◎

(色調）淡黄色。

(焼成）良好。
(胎土）多孔質。白色。
(色調）鈍い橿色。

(焼成）良好。

(胎土）多孔質。もろい。

(色調）鈍い黄橿色。

(焼成）不良。

(胎土）多孔質。
(色調）鈍い黄橿色。

(焼成）不良。
(胎土）多孔質。透明細砂粒を

含む。

(色調）淡黄色。

(焼成）良好。

(胎土）多孔質。透明結晶粒を
含む。、

(色調）浅黄色。一部褐灰色。

(焼成）良好。

(胎土）気胞あり。

(色調）灰色。

(焼成）良◎

(胎土）多孔質。もろい。透明

細砂粒を含む。
(色調）淡黄色。
(焼成）不良。
(胎土）透明結晶粒を多く含む。

(色調）褐色～灰黄色。

(焼成）良好。
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脱 形態の特徴 手法・調整・文禄 備 考

163

土師器

(碗）

体部は内恋し、口縁部近くでや
や外沓する。口縁直口。
復元口径10.2cm。

(調整）横方向の回転ナデ。 (胎土）混入物なし。精良。
(色調）檀色。
(焼成）良好。

164

須恵器

(蓋坪身）

(調整）横方向のナデ。 (胎土）0．3～2mmの砂粒をわ

ずかに含む。
(色調）灰色。
(焼成）良好。

165

須恵器

(高坪片）

残存休部は内蛮し、中途でやや

外沓する。
口縁直口。

(胎土）1m前後の砂粒をわず
かに含む°

(色調)･灰色。
(焼成）良好◎

166

須恵器

(調整）ロクロ調整、外底面は

糸切りと思われる。

(胎土）白色細砂粒。気泡あり。
(色調）内器面：オリーブ灰色

外器面：暗緑灰色。

167

土師器

(高坪）

』

(調整）内器面に指頭痕。外底
面の所々に円力壊ろ。

(胎土）多孔質で、もろい。砂
粒を多く含む。

(色調）浅黄橿色。
(焼成）普通。

168

青磁

体部は口縁でわずかに外蛮。 (調整）横方向のナデ。 (胎土）白色。綴密◎

(紬色）緑色。かなり厚目に施
紬。

(焼成）良好。

169

染付

(碗）

休部は大きく内恋。
口縁はやや直口気味。
復元口径8.0cm・器高4.0cm。
復元底径3.2cm。

(調整）ロクロによる回転ナデ。
(文標）呉須による曲線文機。

(胎土）<すんだ灰色。綴密。
(紬色）<すんだ灰色。高台の

畳付きのみ露胎。

(焼成）良好。高台内にトチが
多趣に付着。

170

土師器

(胎土）精良。

(色調）褐灰色。

(焼成）良好。

171

鉄器(模）
完形。長さ3.2cm・幅0.9cm
厚さ0.3cm｡

。

172

須恵器

(調整）内器面に弧状、外器面
に平行の叩き痕あり。

(胎土）0．5～1mmの砂粒をわ
ずかに含む。

(色調）灰色。
．(焼成）良好◎

173

〃

(調整）内器面に弧状、外器面
に格子目の叩き痕あり。

(胎土）1mm前後の黒い粒を含
む◎

(色調）黄灰色。
(焼成）良好。

体部の口縁は大きく外湾する。 (調整）横方向のナデ。 (胎土）0．5～1mの砂粒を含
む◎

(色調）灰色（一部、灰白色）
(焼成）極めて良好。

◎



恥

175

青白磁

176

管伏士

177

錘

雑器

178

淵刀子）

179

陶器

形態の特徴

体部はわずかに内恋◎

長さ6.0cm。

直径1.5cm×1.4cm。
重さ12.069。ほぼ完形。

口縁はやや肥厚（厚さ1.2cm)。

口唇部は扇平（幅7m)。

長さ3.6cm・幅1.6cm。

厚さ0.4cm。

残存の体部は口縁で、ごくわず
かに外蜜する。

手法・調整・文様

(調整）内器面：ロクロによる
回転ナデ。外器面：回転へラ削

りの後、ロクロによる回転ナデ。

(調塾）丁寧な造り。

(調整）内外器面に刷毛目力壊
る。口唇部はナデ。

(調整）ロクロによる回転ナデ。

第44表4T出土遺物の観察表③

備考

(胎土）灰色。堅綴◎

(紬色）灰色。半透明。

(焼成）良好◎

(胎土）気泡あり。

(色調）淡黄色。
(焼成）良好。

(胎土）1m程の砂粒を多く含
む◎

(色調）赤茶褐色。
(焼成）やや不良。

(胎土）灰色。堅綴｡

(紬色）灰白色。極めて薄い施
粕◎

(焼成）良好。

5．5トレンチ出土の遺物

〔現水田層より出土〕

180は青白磁である。体部は大きく内蛮し、復元口径9.0cmを測る。

181は土師器坪で、外底面はへう切りである。182.183は中世雑器で183は摺鉢に利用され

ている。条線は密に掻かれ、一単位の数は不明。184は須恵器で、叩き痕は平行である。

185は近世陶器で、青色紬の文様がある。186～188は近世染付皿である。いずれも呉須によ

る文様が描かれている。

〔洪水層より出土〕

189～193は青磁である。189は口縁で肥厚し、口唇部はやや扇平である。復元口径9.0cmを

測る。190は稜花皿である。191.192には退化した細蓮弁文様が描かれていろ。紬色は190

が明るい緑灰色で、他はオリーブ灰色を呈する。194は白磁である。体部は口縁でやや外湾し、

復元口径8.3cmを測る。

195～199は須恵器で、195.197の叩き痕は内器面が同心円である。196は坪で復元口径8．1

cm、器高2.2cm、復元底径4.0cmを測り、外底面には糸切り痕が残る。同じく198の外底面に

も糸切り痕が残る。199の叩き痕は格子目である。200は須恵系土器で、外底面にへう切り痕

が残る。201は土師器で、外底面に糸切り痕が残る。内底面の端部周縁を細かな刻み目が放射

状に半周する。

202～208は管状土錘である。202～206が小型で、207．208は大型である。

209～211は鉄器で、211は刀子と思われる。

－62－
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〔埋没水田より出土〕

212～217は青磁である。212は復元口径16.0cmを測り、退化した細蓮弁文様力輔かれている。

213にはへう状工具で浅く描かれた蓮弁文様がある。214は香炉の類と思われろ。粕色は215

と217が緑灰色で、他はオリーブ灰色である。218．219は白磁である。218の底部は中央部

で肥厚し、219は外底面の中央部でやや凸となる。

220～227は土師器の皿と坪である。220はへう切りの皿で、他は糸切りの坪である。221の

内器面は、ロクロ痕が小さな隆起帯となっていろ。222はややラッパ状の体型をなし、口径7.4

cm、器高2.7cm、底径4.7cmを測る。223の外底はやや上げ底となる。

226～228は須恵器である。叩き痕は226が同心円で、227は格子目と円形、228は平行であ

る。229は中世雑器で、外器面に平行の叩き痕があり、堅く焼き締まっている。

230．231は須恵系の土器である。230は非常に粗い造りで、器面の凹凸を消していない。231

の口唇部は肩平で、やや肥厚する。232は土師系土器で、口縁直口である。233は瀬戸系の陶

器で、粕色は緑灰色を呈する。234．235は鉄釘で、234が角釘、235は平釘である。

236～246は管状土錘である。小型は236～242で、大型は243～246である。その中で246

は長さ6.4cm・直径2．0×1．8cmを測り、大型の長身タイプである。同じく大型でも243と245

はあきらかにずんどうタイプである。

〔埋没水田の下位部分より出土〕

247は瓦質の播鉢である。残存体部は中途で大きく外湾する。条線の一単位は不明｡248.249

は須恵器である。248は口縁下部で「<」の字に屈曲、曲部をつまみ出していろ。249は平行・

格子目の叩き痕であるが、外器面にはさらに横方向のナデが加えられる。

〔近世墓地から出土〕

SE11：250の青白磁が出土した。体部は大きく開き、わずかに内湾する。復元口径12.1cm

を測る。

ヨ E／ここ素7

曹雪ノ席
，，’183'
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、

、
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胸 形態の特徴 手法・調整・文様 備考

180

青白磁

体部は大きく内恋する。
復元口径9.0cm。

(調整）ロクロによる回転ナデ。 (胎土）灰色。堅綴◎

(紬色）無色透明、内器面の一
部に露胎の部分あり。さらに
内器面の施紬には、ややムラが
見られる。

(焼成）良好。

181

土師器

(坪）

(調整）ロクロ調整。ヘラ状工
具を使用していたと思われる。

外底面はへう切り。

(胎土）白色細砂粒を包む。
気泡あり。

(色調）淡橿色～灰白色。
(焼成）良好。

182

中世雑器

体部はわずかに外反し、外器面
の上位に突帯が付く。

(調整）丁寧。ロクロ回転によ
るナデ。

(胎土）堅く締まっている。

(色調）紫黒色。

(焼成）良好◎

183

中世雑器

(掴鉢）

体部は外恋し、口唇部も半楕円

形状に肥厚する。

(調整）ロクロ回転によるナデ。

内器面の口縁下に沈線(縦位）を
櫛目状に施す。
条線の一単位は不明。

(胎土）綴密

(色調）灰色

(焼成）良好

。
◎
。

184

須恵器

(調整）内外器面に平行の叩き
目あり。

(胎土）白色細砂粒を含む。
(色調）灰色。

(焼成）堅く焼き締まる。

185

陶器

(染付）

底部は碁笥底。 (調整）底部はへう削り。他の
器面はナデ？

(文樺）内器面に青色紬の文様。

(胎土）白色。綴密｡

(粕色）白色半透明。外器面に
限り、紬は五角形になるように

施されている。底部は露胎。

(焼成）良好。内外器面に貫入
が走る。

186

染付

高台は直立。 (調整）削り高台。

(文様）内底面に施文。高台の
外縁に2条の輪線。

(胎土）白色。少量の黄褐色土
が混入。

(色調）白色。呉須の色は青黒

色。畳付きから高台両
側にかけて露胎。

(焼成）良好。

187

〃

復元高台径6.6cm。 (調整）削り高台。

(文様）内底面に呉須による文

樺、高台外縁の上位に輪線。

(胎土）白色。精良。

(粕色）青黒色。
(焼成）良好。

188

〃

高台は直立。

底部は薄壁（厚さ2mm)。

復元底径8.4cm。

(調整）削り高台。
内底面に施文。

(胎土）白色。薄褐色が混入。

(色調）白色。呉須の色は青黒
色｡

(焼成）極めて良好。

189

青磁

体部は口縁で肥厚（厚さ8mm）

口唇部はやや扇平。
復元口径9.0cm。

。 (調整）ロクロ回転によるナデ。 (胎土）白色。堅綴◎

(紬色）淡いオリーブ灰色（光
沢あり)､内器面の施粕

にはムラがある。

(焼成）良。貫入が走る。

190

青磁

(稜花皿）

(調整）ロクロによる回転ナデ。

(文禄）口唇部の内側下に2条

の沈線、さらにその下に細い沈
線を巡らす。

(胎土）灰白色。堅繊◎

(粕色）明るい緑灰色。薄目に

施紬。

(焼成）良好。貫入が走る。

191

青磁

(碗）

残存体部の器壁は下位から、口
縁まで均一（厚さ4.5cm）

体部はわずかに内恋する。

。

(調整）ロクロによる回転ナデ。
(文様）外器面に細蓮弁文様。

(胎土）灰白色。堅綴◎

(紬色）オリーブ灰色。均一の

厚さで施粕。

(焼成）良好。貫入が走る。

192

青磁

(調整）ロクロによる回転ナデ。

(文禄）外器面に細蓮弁文様。

内器面にも文様があるが、極め
て薄く図化できない。

(胎土）灰色。非常に堅綴。
(紬色）オリーブ灰色。やや厚

目に施粕、ムラなし。

(焼成）良好。

193

〃

口唇部はやや肥厚する。 (調整）ロクロによる回転ナデ。 (胎土）白色。やや粒が目立つ。

（紬色）明るい緑灰色。施紬に

ムラがあり、気泡が認められる。

（焼成）良好。内外器面に貫入

が走る。



恥

194

白磁

(碗）

195

須恵器

196

〃

197

〃

198

〃

199

〃

200

須恵質

士器

201

土師器

202

管状土錘

203

〃

204

〃

205

〃

206

〃

207

〃

形態の特徴

体部は口縁でやや外恋する。
口径8.3cm。

底部は中央部寄りで肥厚（厚さ
1.1cm）し、体部に向って漸次、
薄壁となる。

体部は直線的に大きく開く。口
唇部はやや内傾。

復元口径8，1cm・器高2.2cm・

復元底部4.0cm。

底部は肉太（厚さ1.1cm） ◎

外底はやや上げ底。

底径5.2cm。

残存の長さ1.3cm。

直径1.3cm×1．1cm。

重さ2.389。

残存の長さ2.0cm。重さ3.249。

残存の長さ3.0cm。

直径1.2cm。

重さ4.609
●

◎

残存の長さ5.0cm。

直径1.7cm×1.6cm。

重さ10.829。

直径1,7cm。

重さ13.759◎、

ほぼ完形

畏さ5.4cm･直径2.4cm。

重さ24．259．一部欠損あり。
大型の土錘。ほぼ完形。

手法・調整・文様

(調整）ロクロによる丁寧な回
転ナデ。

(調整）内外器面に叩き痕あり。
内器面：同心円。外器面：叩き
目は粗雑で粘土が乾かないうち

に叩いたか、焼成が良くなかつ
たものと思われる。

(調整）ロクロによる回転ナデ。

外底面は糸切り。

(調整）内器面に同心円の叩き
痕あり。

(調整）外底面は糸切り。

(調整）内外器面に格子目の叩

き痕あり。

(調整）ロクロによる調整。外

底面はへう切り。

(調整）内底面：ロクロによる

調整。端部周縁に細かな刻目が

放射状に入る（約半周)。
外底面：糸切り痕。

(調整）ヘラ調整？

(調整）丁寧な造り｡ヘラ調整？

(調整）丁寧なへラ調整？

(調整）へラ調整。

(調整）丁寧な造り。ヘラ調整。

(調整）ヘラ調整？指ナデ？

端部も外器面から直接、調整し
ていると思われる。

備 考

(胎土）

(色調）

白色。

白色｡‐ やや薄いオリー

ブ色が混じる。

(焼成）良好。

(胎土）白色細砂粒と炭化物が
混入。外器面に気泡多し。
(色調）内器面：黄灰色。

外器面：灰白色。

(焼成）不良。

(胎土）白色細砂粒が若干含ま
れる。

(色調）内器面：黒褐色～灰褐

色。外器面：灰褐色。

(焼成）良好。焼き締められて
いる ◎

(胎土）白色細砂粒。水晶結晶
片を含む。気泡あり。

(色調）内器面：灰黄色。

外器面：灰白色。
(焼成）良好◎

(胎土）水晶結晶を含む。
(色調）内器面：鈍い黄橿色。

外器面；灰黄色。

(焼成）良好。

（胎土）白色細砂粒を含む。内

部の粘土を別の粘土で挟んでいる。

（色調）鈍い橿色。胎土内は灰
色◎

(焼成）良好。
(胎土）白色細砂粒を含む。堅

<焼き締まる。

(色調）灰白色。

(焼成）良好◎

(胎土）白色細砂粒を含む。

(色調）内器面：灰褐色。

外器面：褐灰色。
(焼成）良好。

(胎土）多孔質。白色細砂粒を
含む。一部に長さ8mm

程の石粒が含まれる。

(色調）鈍い授色。

(焼成）良好。

(胎土）白色細砂粒を含む。
(色調）鈍い黄橿色～灰黄褐色。

(焼成）良好。

(胎土）白色。透明細砂粒を含
む。

(色調）褐灰色。

(焼成）良◎

(胎土）気泡あり。白色。透明

細砂粒がかすかに含まれる。

(色調）鈍い黄橿色。

(焼成）良好。
(胎土）透明細砂粒を含む。
(色調）浅黄橿色。
(焼成）良好。

(胎土）透明白色や黒色の細砂

粒が含まれる。

(色調）鈍い橿色。

(焼成）良好。

第46表5T出土遺物の観察表②
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208

管状土

209

錘

鉄釘

210

鉄器

211

淵刀子）

212

青磁

(碗）

213

青磁

214

〃

215

〃

216

〃

217

〃

218

白磁

219

白磁

(皿）

220

土師器

221

〃

222

〃

形態の特徴

長さ7．0cm。

直径2.3×2.0cm。

重さ24.439。
大型の土錘。ほぼ完形。

丸釘（頭部欠損） ◎

残存の長さ4.9cm・幅0.75cm。

厚さ0.75cm。

鉄の鎖？

残存の長さ6.0cm・幅1.75cm。

厚さ0.8cm。

長さ6.5cm・幅1.6cm。厚さ0．7
C、◎

休部はやや内沓し、口唇部は肥

厚する（厚さ6mm)。

復元口径16.0cm。

休部はやや内蛮。体部は均一の

厚さで口縁に至る（厚さ6卿)。

口縁部はやや肥厚。

香炉の類と思われる。

復元口径6.0cm。

体部は均一の厚さ（5mm）で口
縁に至る。

休部は口縁でやや外蛮する。

底部は肉太（厚さ1.6cm）で扇
平。底径7.2cm。

底部は中央部で肥厚（厚さ1．0

cm）。畳付きは扇平（幅5mm)。
底径4．0cm。

外底面の中央はやや凸。

完形品。小型の坪でラッパ状の

体型。口径7.4cm･器高2.7cm。
底径4.7cm。

手法・調整・文機

(調整）丁寧な造り。指ナデ？

(調整）ロクロによる回転ナデ。
(文標）退化した細蓮弁文標。

(調整）ロクロによる回転ナデ。

(文様）外器面にへう状工具で
浅く描かれた蓮弁文様。

(調整）ロクロによる回転ナデ。
口唇部の内側直下に白っぽい稜

線◎

（調整）ロクロによる回転ナデ。

(調整）ロクロによる回転ナデ。

(調整）ロクロによる回転ナデ。
高台内面と外底部はへう削り。

(調整）内器面はロクロによる

回転ナデ。高台部は回転へラ削
り◎

(調整）ロクロによる回転ナデ。

畳付きと高台の端はへう削り。

(調整）ロクロによる調整。へ

ﾗ状工具を使用？

外底面はへう切り。

(調整）ロクロ調整。内器面は
ロクロの痕が、小さな隆起帯と

なっている。外底面に糸切り痕。

(調整）ロクロ調整。外底面に
糸切り痕。

第47表5T出土遺物の観察表③
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備考

(胎土）透明や黒色細砂粒を含
む◎

(色調）鈍い黄橿色。

(焼成）良好。

(胎土）白色。綴密。
(紬色）淡いオリーブ灰色。内

器面はやや厚目に施紬。
(焼成）良好。内外器面に細か

い貫入が走る。

(胎土）灰白色。非常に堅綴。
(紬色）オリーブ灰色。ムラな

く施紬。

(焼成）良好。内外器面に貫入
が走る。

(胎土）白色。非常に堅綴。
(紬色）やや、くすんだ感じの

淡いオリーブ灰色。外
器面に厚く施紬。

(焼成）良好。内外器面に貫入
が走る。

(胎土）灰白色。堅綴◎

(紬色）明るい緑灰色。細かい

気泡が全面に認められ、
あまり光沢がない。

(焼成）良好。
(胎土）灰白色。堅綴◎

(紬色）オリーブ灰色。やや厚
目に施紬。

(焼成）良好。内外器面に細か
ぃ貫入が無数に走る。

(胎土）灰白色。綴密。

(紬色）緑灰色を薄く施紬。高

台の内底部と内縁は露胎。
(焼成）良好。

(胎土）白色。非常に堅綴。

(紬色）灰白色半透明。高台部
内面は露胎。

〔焼成）良好。

(胎土）白色◎

(紬色）白黄色半透明。外器面
の下位は露胎。

(焼成）良好◎

(胎土）気泡あり。白色細砂粒

を含む。

(色調）淡澄色～灰白色。

(焼成）良好。

(胎土）水晶結晶片を含む。

(色調）鈍い黄澄色～鈍い褐色。

(焼成）良好。

(胎土）水晶結晶片と黒雲母を
含む。

(色調）鈍い橿色。

(焼成）良好。
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恥． 形態の特徴 手法・調整・文機
● ｡

備 ●

0
考

223

土師器

底径4.5cm。

外底はやや上げ底。
(調整）外底面は糸切り痕。

〃

(胎土）軟質6綴密。混入物少
なし 。

(色調）浅黄橿色。
(焼成）良好。

224

〃

(調整）ロクロ調整。外底面に

糸切り痕。立ち上がり部分で若

干、段になっている。

(胎土）水晶結晶片を含む。外

器面は焼き締めがきているが、

内器面はもろい感じ。
(色調）内器面：橿色。

外器面：鈍い黄橿色。

(焼成）良好。

225

〃

(調整）ロクロ使用による横ナ

デ。外底面に糸切り痕。

(胎土）かなり堅綴。

(色調）橿色。

(焼成）極めて良好。

226

須恵器

(調整）内外器面にへうによる

調整痕と、同心円の叩き痕あり。

(胎土）白色細砂粒を長径8mm

程の小石を含む。堅く

焼き締まっている。

(色調）灰色。

(焼成）良好。

227

〃

(調整）内器面に円形、外器面

に格子目の叩き痕あり。

(胎土）白色細砂粒を含む。堅

く焼き締まる。

(色調）内器面：橿色。

外器面：灰色。

(焼成）良好◎

228

〃

(調整）外器面に平行の叩き痕

あり 。

(胎土）白色細砂粒を含む。長
径1cm以上の小石も含まれる。

堅く焼き締まっている。
(色調）内器面：灰黄褐色。

外器面：鈍い黄橿色。

(焼成）良好。

229

中世雑器

(調整）内器面：指ナデ。，．

外器面：ヘラ削り後に一部、格
子目の叩き。

(胎土）白色細砂粒と水晶結晶

片を含む。堅くて焼き

締まっている。

(色調）鈍い橿色。
(焼成）良好。

230

須恵系

体部は直線的に伸びる。口唇部

は肩平でやや肥厚（厚さ1．0cm）

し、若干窪む。

(調整）須恵器としては非常に

粗く、器面の凹凸を消していな
い ◎

(胎土）非常に硬質で綴密。
細砂粒と黒色鉱物が､わ

ずかに含まれる。

(色調）内器面：鈍い橿色。

外器面：灰黄褐色。
(焼成）極めて良好。



池

231

須恵系

232

土師器

233

陶 器

234

鉄釘
（角釘）

235

鉄釘

(平釘）

236

管伏士

237

〃

238

〃

239

〃

240

〃

241

〃

242

〃

243

〃

244

〃

245

〃

246

〃

247

錘

瓦質

(摺鉢）

248

須恵器

249

〃

250

青白磁

形態の特徴 手法・調整・文様

口唇部は肩平でやや肥厚（幅1.0 (調整）ロクロ調整。

c､）する ◎

残存の体部は内器面で外蛮し、

半三日月形状を呈する。

口縁直口。

残存の休部は外器面でやや外蛮。 (調整）ロクロによる回転ナデ。

口唇部はわずかに窪むが、ほぼ

扇平（幅6mm)。

残存の長さ3,6cm･幅0.75cm。

厚さ0.5cm（両端部を欠損)。

残存の長さ5.5cm･幅0.95cm。

厚さ0.58cm･蛮曲し、模の可

能性もある。

残存の長さ2.6cm。 (調整）指ナデ。

直径1,1cm×0.9cm。

重さ2.789◎

残存の長さ3.0cm・直径1.6cm。 (調整）丁寧なナデ。

×1.5cm。重さ6.459｡

残存の長さ2.8cm。重さ3.869。 (調整）指ナデ。

残存の長さ3.7cm･直径1.7cm (調整）粗雑な造り、ヘラ調整。

×1.5cm。重さ8.799。

残存の長さ3.7cm･直径1.6cm。 (調整）ヘラ削り後。指ナデ。

重さ9.209◎

残存の長さ3.6cm。直径1.6cm (調整）丁寧な造り。へラ調整。

×1.4cm。重さ8.029◎

残存の長さ4.0cm･直径1.6cm (調整）丁寧な造り。ヘラ削り

×1.4cm。重さ8.949。

残存の長さ4.9cm･直径2.1cm (調整）丁寧な造り。指ナデ。

×1.7cm。重さ15.559。

大型の土錘。

残存の長さ5.1cm・直径1.7cm。 (調整）指ナデ。

重さ11.349。

残存の長さ4.5cm･直径2.5cm (調整）ヘラ調整。

×2．1cm。重さ21．019。

大型の土錘。

完形。長さ6.4cm･直径2.0cm (調整）丁寧な造り。指ナデ。

×1.8cm。重さ19.68go

残存の体部は中途で大きく外蛮 (調整）横方向のナデ。

する。休部の伸びは直線的。

口縁下部で「く」の字に屈曲し、 (調整）ロクロ調整。

屈曲部をつまみ出している。

口唇内部に段が1条入る。

(調整）内器面に平行の叩き痕

あり。外器面は格子の叩き目の

あとから、横方向のナデ。

休部は大きく開き、わずかに内 (調整）ロクロによる回転ナデ。

湾する。

復元口径12,1cm。

第49表‘5T出土遺物の観察表⑤
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備 考

(胎土）気泡が見られる。白色

細砂粒を含む。焼き締

めがきいている。

(色調）灰白色。（焼成）良好。

(胎土）非常に綴密で軽質。

(色調）内器面：鈍い黄橿色。

外器面：浅黄燈色｡(焼成)良好。

(胎土）灰白色。堅綴。

(紬色）緑灰色6使用痕が目立

つ。（焼成）良好。

(胎土）透明や白色細砂粒を含

む。

(色調）黄灰色。（焼成）良好

(胎土）透明砂粒を含む。

(色調）灰白色。（焼成）良好。

(胎土）透明細砂粒を含む。

(色調）浅黄橿色。（焼成)良好。

(胎土）透明細砂粒を含む。

(色調）鈍い黄橿色｡(焼成)良好‘

(胎土）透明細砂粒を含む。

(色調）褐灰色。（焼成）良好。

(胎土）透明細砂粒を含む。

(色調）浅黄色。（焼成）良好。

(胎土）白色細砂粒を含む。

(色調）鈍い黄澄色｡(焼成)良好‘
(胎土）白色細砂粒と透明細砂

粒を含む。

(色調）鈍い黄橿色｡(焼成)良好．

(胎土）透明細砂粒を含む。も

ろい。

(色調）淡黄色。（焼成）良好。

(胎土）透明細粒を含む。

(色調）浅黄色。（焼成）良好。

(胎土）透明細砂粒を含む。

(色調）淡黄色。（焼成）良好。

(胎土）白色細砂粒・黒雲母片．

水晶結晶を含む。締まった感じ。

(色調）内器面：明黄褐色、外

器面：明褐色。（焼成）良好。

(胎土)白色細砂粒と黒色細砂

粒を含む。

(色調）灰白色。（焼成）良好。

(胎土）白色細砂粒を含む。堅

<焼き締まつ ている。

(色調）灰色。（焼成）良好。

(胎土）灰白色。堅綴。

(紬色）白色半透明。

(焼成）良好。



第2節縄文式土器

1．4トレンチ出土の縄文式土器

〔Ⅷ層より出土〕

251～253は口縁下に沈線がある。251は粘土の貼り付けにより口唇部が肥厚し、直下に2

条の沈線が巡る。253は沈線に加えて口縁下に貼り付けの突帯がある。突帯には斜行する刻み

が入る。

254～262は体部がほぼ均一の厚さで口縁部に伸びており、やや大型で厚壁の深鉢土器であ

る。器形の代表例として262が掲げられろ。口唇部は概して肩平の傾向にある。254は横方向

の条痕に横方向の磨きが重なり、255は横とやや斜め方向の条痕が残る。257は内外器面に貝

殻かと思われる工具による条痕力渡る。258は残存体部が大きく屈曲する。2釦は焼成不良で、

横方向に粗い条痕を残す。262は復元口径39.0cmで、胴部はやや内側へ屈曲する。

263は口縁部に粘土を貼り付けて肥厚させ、山形ロ縁としていろ。264も同様の造りである

が、山形ロ縁にまでは至っていない。

265～268は､やや4型で薄壁の鉢形土器で､器形は267によってほぼ知る事ができる。265

は口唇部が扇平となっている。267は復元口径17.0cmを測り、口縁直口である。体部はラッパ

状に開き、上位でやや内側へ屈曲する。外器面の口縁部に不規則な沈線文力壌り、下位部分に

は粘土を輪積みの後、指で潰した様な4～5枚の痕力渡る。268は内器面力研磨されている。

269～271は頚部が「く」の字に屈曲する薄壁の鉢形土器で、浅鉢である。271から器形が

わかる。復元口径29.1cmで体部も中途で腰折れとなり、外側へ反「く」の字に屈曲する。269

は口唇部の下位に沈線がある。

272～278は262タイプの鉢形土器の底部である。底径は7.2～10．9cmを測る。273.275

の底部がやや薄壁で、他は肉太である。277は外器面の立ち上がりに貝殻条痕文が残る。278

の内器面は黒色研磨状を呈する。

〔SKO1より出土〕

279は炉跡から出土した262タイプの深鉢形土器で、復元口径23.8cmを測る。外器面の中途

に1条の太めの沈線が巡る。

〔洪水層・埋没水田より出土〕

2帥～283は洪水層から出土したものである。280.282は口縁部にへうによろ刻目突帯が

あり、281は外器面に刺突文を残す。283は口唇部の下に突帯が巡る。284は底部で､､埋没水

田より出土した。

〔近世墓遮より出土〕

285は口縁下に沈線がある。286は底径9.3cmを測り、底外部は大きく張り出す。

－ 7 2－
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第70図4T出土の縄文式土器実測図②

形態の特徴

O e

休部は直線的に伸びる。

手法・調整・文様

(文様）粘土を．3重に貼り付け、

肥厚した突起状の口縁部をつく

り、直下に沈線を施している。

(調整ノ外語回の一罰Sに横幻回，

の鯛整痕。

(文様）外器面の口縁下に横方

向の張り付け突帯が一本ある。

その上に斜行（右上～左下）す

る刻みと、横方向の凹線が施さ

れているが、順序は一定してい

ない。

(調整）内器面の全面に横方向

の条痕が残り、上位部分につい

ては、それを消す形で横方向に

磨いた痕が見られる。

備考

(胎土）比較的、堅綴。砂粒を

若干含む。
む

(色調）内器面；褐色。
■

外器面：暗褐色。
B血▽■0

(焼成）良好。

(H台エノ仇β～』pb”別後の妙

粒を含む。

(色調）赤褐色。

(焼成）もろい。
Q●

(胎土）綴密で締まっているが
0

若干、軟質。混入物は

細砂粒をわずかに含む。

(色調）鈍い黄橿色。
(焼成）良好。

*

P

(胎土）比較的、堅綴。砂粒と

黒雲母をわずかに含む。
(色調）内器面：黒褐色。

外器面：鈍い褐色。

(焼成）良好。

第50表4T出土の縄文式土器観察表①
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恥

255

深鉢形

土器

256

〃

257

〃

258

〃

259

〃

260

〃

261

〃

262

〃

263

264

265

鉢形土器

266

〃

267

〃

268

〃

形態の特徴

体部はやや内蛮。

手法・調整・文様

(調整）内外器面に横とやや斜

め方向（左上～右下）の条痕。

(調整）口縁肥厚部の下端には、
内外器面に指で押えた痕、外器

面に横方向のわずかな条痕。

(調整）内外器面に貝殻かと思
われる工具による条痕。

内器面：横及び右上～左下へ。

外器面：左上～右下へ。

(調整）内外器面に横方向の粗

い条痕。

備考

(胎土）多孔質で細砂粒と黒雲

母を多く混入する。

(色調）

(焼成）良好。

(胎土）硬質。多くの砂粒と少

塁の黒雲母を含む。

(色調）内器面：赤褐色。
外器面：黒褐色。

(焼成）良好。

(胎土）多孔質でもろい。大粒

の砂粒と黒雲母が含まれる。

(色調）内器面：鈍い黄褐色。

外器面：暗褐色。

(焼成）良好。

(胎土）比較的、堅綴。大粒の

砂粒と､少堂の黒雲母片を含む。

(色調）内器面：鈍い黄褐色。

外器面：檀色。

(焼成）良好。
(胎土）砂粒と黒雲母を含む。

(色調）内器面：黒褐色。
外器面：褐色。

d●

胴部はやや内側へ屈曲。

復元口径39．0cm。

口唇部は平坦。

復元口径17.0cm。

(調整）内外器面に横方向のナ
デ。

(調整）内器面：横方向のナデb

但し、胴部の条痕は屈曲部を中
心に残る。

外器面：所々に条痕が残り、そ

の上に横方向のナデ。

(文様）口縁部に粘土紐を貼り

つけて肥厚させ、山形口縁とし
ている。

(文様）口縁部の一部が突出し
ているが、山形口縁には至って

いない。

(焼成）不良(器面はボロボロ）
(胎土）砂粒と黒雲母を含む。

(色調）内器面：鈍い黄橿色。
外器面：鈍い橿色。

(焼成）やや不良（器面はくず

れやすい)。

(胎土）比較的、硬質。砂粒を
少璽含む。

(色調）内器面：黒褐色。

外器面：鈍い褐色。
(焼成）良好。

(胎土）多孔質で若干、粗い。

砂粒を多量に含む。
(色調）明褐色（突起部は黒褐

色） ◎

(焼成）普通。

(胎土）多孔質で比較的、軟質
砂粒を含む。

(色調）明黄褐色。

(焼成）不良。

。

。

(胎土）黒雲母をわずかに含む。

(調整）内器面；全面に指、又
はへうによる横あるいは、若干

斜めナデ。外器面：休部の下位

に輪積みの後、指でつぶした標

な4～5条の痕。．

(文様）外器面の口縁部に不規

則な沈線文。

(調整）内器面は研磨。

(色調）鈍い黄褐色。

(焼成）比較的、良◎

(胎土）黒雲母と砂粒を含む。
(色調）内器面：黒褐色。

外器面：鈍い黄橿色。

(胎士）非常に綴密。
(色調）内器面：暗褐色。

外器面：鈍い黄橿色。

(焼成）良好。

(胎土）比較的、堅綴。細砂粒
や黒雲母をわずかに含む。

(色調）内器面：鈍い黄褐色。
外器面：鈍い橿色。

(焼成）良好。

第51表4T出土の縄文式土器観察表②
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269

鉢形土器

270

〃

271

272

273

274

275、

276

277

278

279

深鉢形

土器

280

281

282

形態の特徴 手法･調整・文棟 備考

頚部は「く」の字に屈曲。 (調整）内器面の胴部と口唇部 (胎土）非常に綴密。細砂粒を
口唇部の下位に凹線。 の外面に、横方向のナデ。 わずかに含む。

(色調）内器面：灰黄褐色。
外器面：浅黄橿色。

(焼成）良好。

頚部は「く」の字に屈曲。 (調整）内器面に横方向のナデ。 (胎土）比較的、堅綴。少量の

口唇部の下位に凹線。 細砂粒を含む。
(色調）内器面：鈍い黄褐色。

外器面：鈍い黄橿色。

(焼成）良好。

頚部は「く」の字に屈曲。 (調整）内外器面に横方向のナ

休部は中途で外側へ、反「く」 デ。内器面の屈曲部に指頭によ

(胎土）極細の砂粒を含む。
(色調）内器面：灰黄褐色。

の字に屈曲。

復元口径29.1cm。

復元底径8.8cm◎

底径10.7cm。

復元底径10.9cm◎

底径7.2cm◎

底径10．2cm◎

復元底径10.4cm◎

底径9.3cm◎

復元口径23.8cm◎

ろ凹み。

(調整）内底面：上半分はへう

状工具によるナデ、幅2～3mm

の浅い沈線。下半分はナデ。

(調整）内底面に指頭痕による
凹凸。

(調整）内底面に指頭痕による

わずかな凹凸。

(調整）外器面に貝殻条痕文？

(調整）外底面を除き、器面に
は指頭痕がわずかに残るが、そ
れを横や斜行させて、ナデによ

り消している。

内底面には縦横のナデ。内器面
は黒色研磨状を呈する。

（調整）内器面：かすかに横方
向のナデ。

（文様）外器面の中途に一条の
太め沈線。

(調整）横ナデ。

(文様）頚部にへうによる刻目

突帯。。

(文様）外器面に刺突文。

(調塞ノ恢刀1口lのナア。

(文標）口縁部に刻目突帯文。

外器面：鈍い黄褐色。

(焼成）良好。

(胎土）小砂粒を含む。

(色調）内器面：褐色。
外器面：灰褐色。

(焼成）良好。

(胎土）粗くもろい。砂粒、黒
雲母を多量に含む。

(色調）内器面：褐色。

外器面：橿色。

(焼成）普通。

(胎土）黒雲母、砂粒を含む。
(色調）内器面：褐色。

外器面：鈍い橿色。

(焼成）普通。

(胎土）砂粒と黒雲母を含む。
(色調）内器面：赤褐色。

外器面：褐色。

(焼成）普通。但し、若干、器
面はもろい。

(胎土）砂粒を含む。
(色調）赤褐色。
(焼成）比較的、良好。但し

器面はくずれやすい。

(胎土）外器面は堅綴。内器面
は粗くもるい。砂粒
黒雲母を多く含む。

(色調）橿色。
(焼成）良好。

(胎土）多孔質でもろい。砂粒
を多く含む。

(色調）内器面：暗褐色。

外器面：赤褐色。
(焼成）良好。

(胎土）比較的、粗い。砂粒を
多量に含む。

(色調）内器面：暗褐色
外器面：褐色。

(焼成）普通。

(胎土）砂粒や雲母片を多く含
む◎

(色調）内器面：鈍い黄澄色。

外器面：灰黄褐色。
(焼成）良好。

(胎土）雲母や砂粒を含む。

(色調）鈍い黄橿色。
(焼成）良好。

(胎土）砂粒と黒雲母片を多遺
に含む。

(色調）鈍い黄橿色。
(焼成）良好。

第52表4T出土の縄文式土器観察表③
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恥 形態の特徴 手法・調整・文様 備 考

283 口縁部は波状口縁になると思わ
れろ 。

(文様）口唇部の下に横方向の
一条の突帯。

,(胎土）比較的、堅綴。砂粒を
多く含む。

(色調）暗褐色。
(焼成）良好。

284

(胎土）比較的、堅綴。砂粒を
多く含む。

(色調）内器面：鈍い黄褐色。
外器面：浅黄橿色。

(焼成）普通。

285

口縁下に沈線。 (胎土）比較的、堅綴。砂粒を
多く含む。

(色調）暗褐色。

(焼成）普通。

286

底径9.3cm。 (胎土）比較的、硬質。大粒の
砂を多く含む。黒雲母が混じる。

(調整）内器面：鈍い黄橿色。
外器面：明褐色。

(焼成）良好。



Qqq

2．5トレンチ出土の縄文式土器

〔Ⅷ層より出土〕

287～2帥は口唇部に刻目突帯がある。287の内外器面はへう磨ききれ、突帯は雑な造りで

ある。289は焼成不良で、器面が崩れやすい。

291～293は口唇部に指頭による刺突文があり、292.293には下部にも同じ刺突文力瀧され

ている。291.292の内外器面はへう磨きである。

294.295は山ノ寺式か夜臼式の土器であろう。口唇部に残る突帯力鞍合によるものかは不明

である。296は口縁部に指頭による指突文力竣ろ。

297.298は口縁部にリボン状の突起物があり、黒川式土器の可能性がある。

299は口縁下に突起物が貼り付いていろ。伽･釦1は胴部が反「く」の字に屈曲し､口唇部

と胴部に刻目突帯を残す。帥2は内器面に沈線があり、外器面は研磨されている。303は口縁

下部にへう状施文具による斜行沈線があり、外器面にへう磨き力渡る。304は口縁部に粘土紐

状のものが巻かれて肥厚する。305は太めの沈線が横と斜めから施されていろ。306は沈線の

ような条痕を残す。釦7は不規則方向の条痕があるが、貝殻によるものかは不明である。308

は口縁部と胴部の屈曲部の直上に沈線を施文し、上から重ねて平行沈線文力瀧文されている。

309は薄壁の4型タイプの土器である。

310は丸底のやや浅鉢タイプの鉢形土器で口径9.9cm・胴部径11.6cm・器高6.5cmを測る。

311～314は浅鉢形土器で、頚部が「く」の字に屈曲する。313は口唇部直下の内外器面に太

めの沈線を巡らす。314は胴部径18.4cmを測り、胴部は大きく張り出す。

315は復元頚部径9.8cmで頚部は「く」の字に外反するが、310や314のタイプとは多少異

なる。

316～318は267か324タイプの土器であろう。317318は口縁直口である。

319～323は262タイプの土器と思われろ。320は残存体部がやや内側へ屈曲する。323は

残存体部が若干外側へ屈曲し、口縁直口となる。

324は復元口径36.6cmを測る大型の錨彩土器で、頚部に1条と口縁部の外器面に6条の沈線

がある。

325～329は鉢形土器の底部である。底径9.0cm～10.7cmを測る。326の底部は極めて趣塗

で、327?328は上げ底を呈する。327は両謂面に指で押さえた樹跡があり、328の外底面は上

下から指で押さえて造り出していろ。

一別一
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第54表

恥 形 態 の 特 徴 手法・調整・文様 備考

287

■①Uq
9 やq｡

⑧●､上

TI

1口

.■●■

(調整)口唇部に刻目突帯（雑

な造り)｡内外器面は横方向の
ヘラ磨き 0，

÷●

■

6

(胎土）白色細砂粒、黒雲母、

赤褐色粒子（直径3mm）
凸 ｡

を含む。気胞少々｡

(色調）内器面：黒褐色。

外器面：鈍い黄授色
(焼成）良好◎．

。

288

胴部は逆「く」の字の屈曲にな
ろと思われる。

q

(調整）内外器面とも横方向の
ナデ？

(文梯）口唇部に黒目突帯◎

(胎土）黒雲母、水晶結晶、白
色砂粒を含む。わずか
に気胞あり。

(色調）内器面：黄灰色。

外器面：鈍い黄褐色。

(焼成）良好。

289
(文様）口唇部に刻目突帯。

●

● ー

｡』

○ A

●

■ 0

(胎土）雲母、砂粒を含む。
(色調）暗褐色。

(焼成）不良。（器面はポロポ
ロくずれる） ◎

290
● ザ

●弓 邪

l 《

■4DP

oも

ﾄ

(調整)口唇部に明睡な横ナデ。
(文標）口縁部に刻目突帯の貼
り付けあり。

(胎土)白色細砂粒、水晶結晶
を含む。締まつた胎土。

(色調）内器面：黒褐色。

外器面：灰褐色。

(焼成）良好。

291
（調整）内外器面とも横方向の

へラ磨き。

（文棟)口唇部及びその下部に
指頭？による刺突文｡

(胎土）白色細砂粒、水晶結晶
粒を含む。多孔質。

(色調）鈍い黄褐色。
(焼成）良好。

292

●

（調整）内外器面とも横方向の

へラ磨き。内器面にへう痕あり。
（文標）口唇部とその下部に指

頭による刺突文｡

(胎土）294と同様。
。

(色調）鈍い黄樋色～鈍い黄褐
色。

(焼成）良好。

293

(謁整）内器面に横方向の条痕。

(文棟）口縁直下と胴部に指頭

?によると思われる2条の刺突
■

文。下部下損部は接合面で剥が
れ、残存部は製作時の粘土紐の

状態を示している。
■

◆

(胎土）多孔質。細砂粒を含み、
少量の黒色鉱物も混入する。

(色調）鈍い黄褐色。

(焼成）良好。

294
山ノ寺式か夜臼式。

U ､ 6

心告､~●『

｡

(調整）横方向のナデ。
(文禄）突帯が接合かは不明。

(胎土）細かい雲母や砂粒片を
●

含む。

(色調）内器面:黒褐色。
(焼成）良好。

295

山ノ寺式か夜臼式。
、

ノ
■ (調整）横方向のナデ。

(文機）突帯が接合かは不明c
(胎土）細かい雲母や0.5mm前

、ﾛ’･-F

(色調）
C○

0

後の砂粒をわずか
#に含む°”

｡

内器面：褐灰色。
｡

外器面;灰黄褐色。
(焼成）良好も

296
（調整）内外器面は横方向の指

ナデ。

(文禄）口縁部に指頭による指
突文。

(胎土）白色細砂粒、黒色砂粒、
水晶結晶を含む。

(色調）鈍い黄褐色～褐色。

(焼成）良好。

297
0

黒川式？ (調整）横方向のナデ。

(文様）口縁部に突起物。

(胎土）1mm前後の砂粒。

(色調）橿色。

(焼成）やや不良（器面はポロ
ポロくずれる） ◎

298

黒川式？

器形に歪みがある。

八

●

･兎

(調整）横方向のナデ？口唇部

直下はへう削り？
‐

、(文楳)ロ縁部にリボン状突起。
｡

｡■

● 凸■グ
血

も

(胎土）細かな雲母、砂粒を含
む◎0

(色調)内器面：鈍い黄褐色。
外器面：灰黄褐色

(焼成）良好｡、

b

299

、●

（文様）口縁下に突起物が貼り
付いている。
、｡

おり

(胎土）多孔質。砂粒と黒色鉱
物をわずかに含む6

(色調）鈍い黄橿色。
(焼成）良好。

300
胴部は逆「く」の字に屈曲。 （調整）内外器面に横方向のナ

デ。

（文楳）口唇部に刻目突帯。胴

部の屈曲部も刻目。

(胎土）黒雲母と白色砂粒を含
む。少量の気胞。

(色調）鈍い褐色。

(焼成）良好。
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恥

301

鉢形土器

302

303

304

305

306

307

308

309

310

鉢形土器

311

〃

312

〃

313

〃

形 態 の 特 徴

胴部は逆「<」の字に屈曲。

口縁部は粘土状のものが巻か
れて肥厚。

口径9.9cm・

胴部径11.6cm･

器高6.5cm。

頚部は「<」の字に屈曲。

胴部は大きく張り出す。

胴部は大きく狼り出す。

手法・調整・文禄

(文様）口唇部直下に1条の横
位の突帯を巡らせ、その上に刻
みを施している。同標の車力鯛

部の屈曲部についても言える。

(調整）外器面：研磨。内器面：
縦方向に一本､沈線。

(調整）内器面：施文具による

横方向のナデ後、指ナデ。外器

面：横方向のへラ磨き。

（文様）口縁下部にへう状施文

具による斜行沈線（6.0～1.0mm
間隔）を施文｡

(調整）横ナデ。

(文様）外器面：太めの沈線が

横と斜め（左上～右下）から施
されている。

(文椴）外器面：沈線のような
条痕。

(色調）明赤褐色。

(調整）外器面：不規則方向に
条痕力壌ろが、貝殻によるもの
かは不明。

(調整）内器面：施文具による
横方向のナデの後、指ナデ。
外器面：横方向のナデ。

(文様）口縁部に沈線文。胴部
の屈曲部の直上に横方向からの

1条の沈線が施文。その上から
さらに、平行沈線文が施文◎

(調整）激しいローリングを受
けており、不明。

(調整）横方向のナデ。

（調整）外器面の上位に横方向

のナデ。

（文様）口唇部直下に内外器面

とも1条ずつ太めの沈線文。

第55表5T出土の縄文式土器観察表②
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備考

(胎土）多孔質。砂粒と黒雲母
を含む。

(色調）鈍い黄橿色。

(焼成）普通。

(胎土）非常に堅綴。混入物な
し。

(色調）鈍い黄褐色。
(焼成）良好。

(胎土）白色細砂粒と黒雲母を
含む。焼き締めがきいている。

(色調）内器面：鈍い黄橿色。

外器面：黒褐色。

(焼成）良好。

(胎土）白色細砂粒、水晶結晶、
直径1～2mmの黒色砂粒を含む。

(色調）明褐色～黄褐色。
(焼成）良好。

(胎土）比較的、堅綴。大粒の

砂粒を多く含み、少量
の黒雲母も混じる。

(色調）内器面：褐色。外器面：

明赤褐色。

(焼成）良好。

(胎土）雲母0.5～3皿の砂粒
を多く含む。

(焼成）やや不良。（器面はボ
ロボロ） ◎

(胎土）比較的、堅綴。混入物
少なし。

(色調）内器面：鈍い黄褐色。

外器面：鈍い黄橿色。

(達成）良好。

(胎土）白色砂粒に水晶結晶片
壱含む。締まった胎土。

(色調）内器面：鈍い黄橿色。

外器面：暗褐色。
(焼成）良好。

(胎土）比較的、堅綴。混入物
少なし。

(色調）内器面：暗褐色。
外器面：鈍い黄橿色。

(焼成）良好｡

(胎土）非常に粗く、多孔質。
砂粒を多く含み、黒雲
母が混じる。

(色調）鈍い黄褐色。
(焼成）良好｡

(胎土）比較的、堅綴。少麓の
砂粒と黒色鉱物を含む。

(色調）内器面：黒褐色。
外器面：鈍い黄橿色。

(焼成）良好◎

(胎土）比較的、軟質6砂粒を
少堂含む。

(色調）内器面：鈍い黄褐色。
外器面：鈍い橿色。

(焼成）不良。

(胎土）比較的、堅綴。砂粒を
多丑に含む。

(色調）内器面：鈍い黄褐色。

外器面：橿色。

(焼成）普通。
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鉢形土器
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形態の特徴

胴部18.4cm◎

復元頚部径9.8cm。

口縁直口。

口縁直口。

体部はやや外恋。

復元口径36.6cm。

底径10.6cm。

手法・調整・文様

(調整）内器面の屈曲部に横方
向のナデ。

(調楚ノ碩刀1口lの」亭〃よ調壁。

(調整）内外器面とも横方向の

ヘラ磨き。

(調整）外器面に左上～右下へ

走る条痕が残る。

(調整）内外器面とも丁寧な横
方向のナデ。

(文標）頚部は1条の沈線。

口縁部外器面は6条の沈線。

(調整）外器面の立ち上がり部
分に横方向のナデ。

備 考

(胎土）比較的、粗い。砂粒
黒雲母を少堂含む。

(色調）鈍い黄橿色。
(焼成）普通。

(胎土）白色砂粒を多く含む。

気泡多し。

(色調）内器面：暗黄褐色。

外器面：黒褐色。

(焼成）良好。

(胎土）若干、軟質。細砂粒を
少量含む。

(色調）赤褐色。

(焼成）普通。

(胎土）多孔質。砂粒、黒雲母
を多く含む。

(色調）内器面：黒褐色。

外器面：褐色。

(焼成）普通。

(胎土）若干、軟質。細砂粒と
黒雲母を少量含む。

(色調）鈍い黄澄色。

(焼成）普通。

(胎土）比較的、堅綴。細砂粒
を多く含む。

(色調）内器面：黒褐色十灰黄
褐色。外器面：明褐色。

(焼成）良好◎

(胎土）比較的、硬質。混入物
は少ない。

(色調）鈍い黄褐色。

(焼成）良好。

(胎土）白色細砂粒、水晶結晶

を含む。多孔質でややもろい。
(色調）内器面：黒褐色。

外器面：鈍い赤褐色。

(焼成）良好。

(胎土）比較的、堅綴。少邑の
砂粒と黒雲母を含む。

(色調）内器面：鈍い褐色。外

器面：暗褐色～黒褐色。

(焼成）良好◎

(胎土）白色砂粒、水晶結晶を
含む。もろい。

(色調）黄褐色～鈍い褐色。
(焼成）不良。

(胎土）比較的、硬質。大粒の

砂粒、黒雲母を多趣に含む。

(色調）鈍い褐色。

(焼成）良好。

(胎土）非常に粗く、大粒の砂、
黒雲母を多屋に含む。もろい。
(色調）内器面：灰黄褐色。

外器面：鈍い黄橿色。
(焼成）不良。

第56表5T出土の縄文式土器観察表③
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326

鉢形土器

327

〃

328

〃

329

〃

■

形 態の特徴 手法・調整・文様

復元底径9．0cm。

底径9.3cm◎ (調整）内外器面の一部に指で
押えた痕跡。

底部は上げ底。 (調整）底部端は横方向のナデ。
底径10.0cm◎ 外底面は上下から指で押さえて

作り出している。

底径10.7cm

備 考

(胎土）白色砂粒を含む。

(色調）内器面：黄橿色。

外器面：橿色。

(焼成）良好。

(胎土）硬質であるが器面は多

孔質でもろい。砂粒
黒雲母を含む。

(色調）鈍い黄檀色。

(焼成）普通。
(胎士）かなり粗い。黒雲母を

多量に含む。大粒の砂粒もわず
かに混じる。内器面にもろさが

目立つ。

(色調）鈍い黄褐色。

(焼成）普通。

(胎土）黒雲母と砂粒を大量に
含む。

(色調）内器面：鈍い黄橿色。
外器面：橿色。

(焼成）普通。

第57表5T出土の縄文式土器観察表④

3．1～3トレンチ出土の縄文式土器

いずれも現水田層や洪水層からの出土で、流れ込みによるものと思われろ。

330は棒状施文具による縦の短沈線がある。331は262タイプの深鉢土器である。332.334

は浅鉢土器で、271.310.314いずれかのタイプであろう。

333.335.336は底部であり、特に333.335の器壁は肉太である。336は復元底径12.8cmを測

り、色調は鈍い黄橿色で弥生式土器の可能性もある。

一

一

職
ノ

ダノ

5ノ′ノ

ど種盟‘
、

、

」

第78図1～3T出土の縄文式土器実測図③
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胸

330

331

深鉢形

土器

332

浅鉢形

士器

333

334

335

336

形態の特徴 手法・調整・文棟 備 考

(調整）内器面：横ナデ。 (胎土）雲母0.5～2mm砂粒を
(文様）外器面：棒状施文具に 含む。

よる縦の短沈線。 (色調）灰黄褐色。
(焼成）比較的、良◎

(調整）横ナデ。 (胎土）雲母片0.3～1mmの砂

粒を多量に含む。
(色調）赤褐色～黒褐色。

(焼成）やや不良。

頚部は「<」の字に外反。 (調整）横方向の調整痕。 (胎土）1mm前後の砂粒を多量

に含む。
(色調）内器面：褐灰色。

外器面：褐色。

(焼成）良好C

底径7.1cm◎ (調整）横方向のナデ。 (胎土）多孔質であるが堅綴。
混入物は少ない。

(色調）浅黄橿色。

(焼成）良好。
(胎土）0．5mm前後の砂粒を多

<含む。

(色調）黒褐色。

(焼成）比較的、良◎

(調整）休部の立ち上がり。 (胎土）比較的、堅綴。砂粒を
外器面に横方向の条痕。 多く含む。

(色調）内器面：明黄褐色。

外器面：褐色。
(焼成）良好。

弥生式土器の可能性あり。 (胎土）雲母片0.5～2mmの砂
復元底径12.8cm。 粒を多量に含む。

(色調）鈍い黄澄色。

(焼成）比較的、良◎

第58表1～3T出土の縄文式土器観察表
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第3節縄文時代石器

1．打製石斧

七地水田遺跡において132点の打製石斧が出土した。その中で自然面を残しているものが、

約71％にも及ぶことから、石器製作工程は、原石からの一次剥片によって作られていろと考え

られろ。また、完成石斧の欠損品は約77．9％で、かなりの割合であった。この事は打製石斧

が、かなり使用頻度の高い消耗品であったことを示唆している。

打製石斧は下記の3類に大別され、各々、さらに細分が可能である。

第 I 類 短冊型

I－a：〔実測図No.337～375〕

基部から刃部にかけての両側縁部が、平行に作られていろ。

I－b：〔実測図No.376～416〕

基部から刃部にかけて、側縁部が広がる作り力城されている。

I－c：〔実測図No.417～419〕

側縁の中央部が膨らむ作りが成されていろ。

I－d：〔実測図No.420～427〕

基部から刃部にかけて側縁部が広がる。I－bに類似するが、基部寄りの側縁部に

浅い挟りが作られていろ。

第 Ⅱ 類 分銅型

Ⅱ一a：〔実測図No.428～433〕

基部から3分の1程の側縁部に強い挟入が見られ、基部先端は丸味を持つ。

Ⅱ－b：〔実測図No.434.435〕

基部の側縁に挟入があり、基部先端部は直線的である。

Ⅱ－c：〔実測図No.436〕

中央部から基部にかけて、側縁部が狭められている。

Ⅱ一d：嘆測図No.437.438〕

形状的にはI－cに類似するが、片側縁の中央部近くに快入が見られろ。この挟入

部は手の指が納まる程の大きさで、中指を扶入部に入れて、石包丁としての機能も

考えられろ。

第Ⅲ類尖り型

Ⅲ－a：〔実測図No.439～443〕

形状的にはI－b。Ⅱ－cなどに類似するが、剥片剥離によってできた尖りを先端

部にしている。

－93－



Ⅲ一b：〔実測図No.444～446〕

片側縁に刃部を残し、反対側縁は刃潰し加工が施されていろ。先端部と片側縁部の

使用と思われろ。446は刃潰し加工の代わりに自然面が利用されている。また、基部

の先端部を除いた両側縁部の半分近くまで擦れ面が観察されるので、手に持っての使

用が考えられろ。

その他〔実測図No.447～468〕

打製石斧と思われるが、総て欠損品で、小さな固体のために分類に当てはめられなかった。
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*打製石斧実測図について 隠蕊鍵蕊蕊は擦れ面、I ↓ま欠損面、点描は自然面、

トーヨは側縁部の離打痕、ﾄー ｰー -ー---+は側縁部の擦れ面を表す。
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欠損

状態
NC 分 類石 材 出土地点
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３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

２
５
４
０
６
７
２
７
７
１
５
６
５
９
２
７
２
５
２
５
５
５
０
８
１
７
９
２
６
３
４
３
０
４
７
２
４
８
４

●
●
●
●
ｅ
●
●
●
●
●
●
Ｇ
●
Ｏ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●

’
７
３
１
２
２
２
１
７
９
５
１
２
１
８
７
１
８
９
７
５
８
８
８
２
８
９
８
８
９
０
７
８
２
０
１
９
１
０

１
１
１
１
１
１
１
１

１
１
１
１

１

１

１

１
１
１
１
１

層
１
１

２

鵬
州
順
順
順
順
順
順
鍬
順
順
順
順
順
順
順
順
順
刑
Ⅷ
順
順
順
順
順
順
順
順
順
順
順
順
順
珂

Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
地
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
採
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ

５
２
５
４
４
４
４
４
４
墓
５
４
４
４
４
５
５
４
４
４
４
４
表
５
４
５
４
４
４
５
５
５
４
４
５
５
５
５
４

有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有

Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ｄ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｃ
Ｄ
Ｂ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

８
８
１
０
９
４
６
５
８
２
１
５
０
６
１
７
５
３
８
９
５
８
９
２
４
２
２
５
３
５
６
６
６
７
３
３
６
２
５

●
●
●
●
●
●
、
■
●
●
●
□
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ｅ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

４
４
５
４
４
４
４
４
４
５
５
４
４
４
５
４
４
４
４
４
４
４
４
６
６
４
５
５
６
４
６
４
４
５
５
５
４
５
４

６
６
２
３
９
７
１
９
４
７
２
８
５
２
５
４
８
３
３
７
７
９
７
１
０
８
９
６
０
４
３
７
１
３
７
２
１
９
８

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
。
●
●
Ｇ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
印
。
●
●
●

ｌ
ｌ
２
１
１
１
２
１
１
１
２
１
１
２
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
２
２
１
１
１
２
１
２
１
１
２
１
２
２
１
１

130.28

112.45

158.35

78.58

159.90

143.58

111.69

143.10

70.39

121.24

216.61

115.78

97.87

124.58

81．23

69.29

119.08

86．89

50．26

70．97

54.63

109.29

86.90

170.12

239.79

72.88

149.63

111.78

170.16

76.96

217.70

60．92

60.27

193.58

98.61

242.59

134.61

124.55

135.46

〃

〃

粘板岩
砂岩

岩
岩

″
〃
〃
〃
〃
板
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

粘
砂

(欠損状態 A：完形B：部分欠損C：基部欠損D：刃部欠損E：両端部欠損）
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計 測 値 自
然
面

欠損
状態

分類 石材NC 出土地点
長さ（c､）幅（c､）厚さ（c､）重さ（9）

岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩

〃
〃
〃
〃
〃
″
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
板
〃
〃
板
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

砂
貢
砂
粘
砂
粘
砂
砂
砂

、
，
Ｃ
、
ｑ

一
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
一
″
″
一
″
″
″
″
〃
〃
〃

１

１

１

６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７

７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

４
４
９
１
４
６
６
０
７
６
８
８
４
９
７
８
６
１
２
６
２
１
７
０
３
２
７
８
０
８
０
１
７
１
３
４
６
５
７
３
７
５
０
３
６
１
６
２
６
４
８
１

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

２
１
０
２
９
０
２
０
０
０
１
１
８
５
５
６
７
１
１
４
７
８
１
２
１
１
７
８
８
６
３
０
９
９
０
７
７
８
０
０
９
０
２
２
２
２
２
２
２
９
６
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
１
１

１
１
１
１

１
１

１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

０１

２

順
順
順
順
順
順
順
順
順
順
順
順
順
順
順
順
順
順
順
順
順
順
肌
帽
順
順
鵬
順
順
Ⅷ
順
順
順
順
帽
順
順
順
順
順
帽
順
順

Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
採
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
採
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ

４
４
４
４
２
表
５
５
４
４
５
５
表
４
４
４
５
４
４
５
５
４
４
５
５
４
４
５
４
５
５
４
５
５
４
４
４
４
４
５
４
５
５
４
５
４
４
４
５
５
４
５

１
６
１
７
４
１
６
８
９
７
７
３
８
２
９
１
０
６
４
１
５
５
１
０
７
３
０
７
４
９
２
６
１
３
８
３
４
２
２
２
１
０
０
２
２
８
５
７
９
９
６
４

●
●
●
●
●
●
●
●
ｅ
①
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ａ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

５
４
５
４
４
５
４
４
４
４
５
４
７
４
４
５
５
４
４
７
５
４
６
６
５
７
４
６
７
５
９
５
６
５
５
４
５
７
６
６
４
５
５
４
５
５
４
４
５
６
４
４

９
５
０
８
６
０
９
６
２
４
９
７
２
２
５
０
８
３
３
０
７
２
５
０
５
９
２
０
０
９
３
１
１
９
６
２
９
４
１
０
６
８
２
８
７
８
５
８
６
１
０
７

●
、
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｃ
●
●
●
●
①
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
０
２
１
１
２
１
０
１
１
１
１
３
１
１
１
１
１
１
２
１
１
１
２
２
０
１
２
２
０
２
１
１
１
１
２
１
２
３
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
１
１

１

150.81

91.21

134.82

144.61

78.61

114.84

115.01

44．04

82.69

110.21

113.82

90.49

496.55

40．29

64．92

48.04

105.84

99．51

96.15

246.88

87．47

78.52

122.55

193.66

192.71

128.73

61.16

139.03

126.42

49.27

398.52

115.08

118.70

118.18

136．90

99．31

90.53

147.19

218.23

122.93

72.74

106.09

97.02

116.37

172.37

132.49

88.21

120.11

148.05

137.37

45．78

82．11

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｄ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｄ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｄ
Ｄ
Ｄ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
・
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有

〃

貢 岩
〃

(欠損状態 A：完形 B：部分欠損C：基部欠損D：刃部欠損E：両端部欠損）
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値測計
蕊自然面■

出土地点NC 分 類 石材
重さ(9)厚さ（c､）幅（c､）長さ（c､）

層
層
層
層
層
題
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層

Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅵ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ｖ
Ｖ
Ⅵ

Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ

４
４
５
５
５
４
５
４
５
５
４
４
５
４
５
５
５
５
５
４
４
５
４
４
５
４
５
４
４
５
４
４
５
４
４
５
４
５
５
４
５

有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有
有

Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
Ｄ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｅ

208.84

118.41

150.07

128.04

108.30

146.03

95．84

86.77

406.35

130.73

114.29

175.70

93.51

165.46

86.64

104.75

111.58

24.50

162.09

152.54

78．25

31.16

107.51

36．20

89.08

151.63

171.64

31．72

43．53

67．26

46.30

101.99

63．46

47．55

70．90

26．49

45．99

55．81

48．54

94．87

37．40

８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８

２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６

４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

６
３
３
７
０
６
５
１
７
６
８
９
１
０
３
４
０
９
６
８
２
１
７
１
２
８
９
９
３
３
１
０
６
１
０
９
０
３
２
８
９

○
●
●
Ｃ
ｅ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
。
●
●
●
■
●
■
●
●
●
０
●
●
●
●

２
１
２
１
２
１
１
１
２
１
１
１
２
２
０
１
２
０
２
１
１
１
１
１
１
１
１
０
１
１
１
２
１
１
１
０
１
１
１
１
０

１

’
５
２
０
４
６
９
７
２
４
６
８
７
３
３
１
０
１
２
６
６
５
０
０
４
１
８
５
８
０
３
０
８
０
６
１
２
５
３
８
７

●
●
０
。
●
●
０
●
●
●
●
。
●
●
■
ｅ
●
●
●
０
●
●
●
Ｑ
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●

７
５
６
６
６
７
５
５
８
５
４
５
４
６
５
６
４
３
４
６
６
４
７
４
７
８
７
５
４
５
５
６
７
４
７
６
４
４
４
６
４

ａ
ｐ
Ｄ
Ｃ
勺
ｑ
ａ

他

ｂ

一
〃
〃
〃
〃
〃
一
〃
一
一
〃
一
〃
〃
〃
〃
一
〃
〃
の
〃
〃
〃
〃
〃
″
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

赤
Ⅱ
Ⅳ
１
Ｗ
皿
方
Ⅱ
而
皿
、
皿
季
』

岩
岩
岩
岩

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
板
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

砂
貢
粘
砂

５
７
１
８
８
４
４
２
２
７
９
６
１
９
１
４
５
３
３
９
１
９
３
７
９
６
９
３
４
２
４
４
８
３
９
６
１
４
６
２
４

●
●
●
■
●
●
●
○
●
①
●
。
●
●
●
●
●
●
●
。
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
、
●
ｅ
●
●
●
●
●

’
９
２
０
７
９
７
９
７
０
１
４
９
２
２
０
０
６
７
９
８
４
８
５
６
７
７
５
４
８
６
９
４
６
６
３
６
６
６
５
６

１
１
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１

。（欠損状態A：完形B：部分欠損C：基部欠損D：刃部欠損E：両端部欠損）

第61表打製石斧計測表③

2．石核・剥片

当遺跡からは、2点の石核と、砂岩製の一次剥片を含む多くの細剥片類が出土した。こ

れらは、打製石斧の製作過程において出来たものと思われろ。

母岩は川原に転がる肩平な砂岩操で、縁辺部を打点にし平坦部に向けて鼓打を行う。

次に縁辺部の打点をずらし、反対側の平坦部に向けて鼓打する交互剥離を行っている。

こうして出来た横長の一次剥片から打製石斧の製作が行われたと考えられる。当遺跡で

は、出土した打製石斧の約71％に自然面が残っている。

球磨川流域遺跡のアンモン山遺跡・米山遺跡においても、多くの剥片類が出土したが、

調査範囲内での石核の出土は見られなかった。このことにより、一旦、川原で肩平な砂岩

操を一次剥片状態にした後、遺跡地に持ち込み、そこで打製石斧の製作が行われていた

ことが伺われろ。
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値計 測
No． 器種石材 出土地点

長さ（c､）幅（c､） 厚さ（c､） 重さ(9)

1880.0

2103.16
石核砂岩
〃〃

23.2

17.6

21.8

15.6

5TⅧ層

5TⅧ層

469

470

5.9

6.8

剥片砂岩
〃〃

〃〃

〃〃

〃〃

〃〃

19.4

24.2

10.2

12.6

22.2

22.4

6.9

12.1

10.9

16.5

15.6

14.5

463.79

1375.40

308.30

729.99

1635.78

1320.48

層
層
層
層

Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ

Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ

５
４
５
５
４
４

１
２
３
４
５
６

７
７
７
７
７
７

４
４
４
４
４
４

２
６
８
１
５
９

●
●
●
●
●
●

２
３
１
２
４
３

第62表石核・剥片計測表

3．磨製石斧

4点の出土があったが、いずれも欠損品であった。477は細粒砂岩製で、縦半分が欠損して

いる。欠損面の高まりの部分に研磨痕が見られる事から、欠損後、砥石として転用されたもの

と思われる。貢岩製は2点で、基部欠損で刃部に使用による刃穀が見られる480と、刃部欠損

で剥離面力渡り、高まりの部分を鼓打によって整えたあとに研磨されている478があった。479

は安山岩製で、荒い剥離ののちに研磨されたものと思われろ。裏面先端部の剥離面は使用によ

る欠損と思われろ。風化が進んでおり、研磨面もざらついていろ。

計測値
No． 器種石材 出土地点

長さ（c､）幅（c､）厚さ（c､）重さ(9)

７
８
９
０

７
７
７
８

４
４
４
４

磨製石斧
〃

〃

〃

砂岩

貢岩

安山岩
貢岩

12.0

13.9

9．0

8．3

３
０
８
６

●
●
●
●

４
５
４
４

413.60

377.76

152.04

176.79

4TⅧ層０
３
２
０

●
●
●
Ｄ

５
３
２
３

蝿
蝋
順
順

5TⅧ届

lTV層

第63表磨製石斧計測表

4．操器

9点の出土があった。481は鼓石としても使用されており、側面に片側からの剥離調整によ

る刃部が見られろ。482．483は片側に自然面を残して細かな剥離調整によって刃部が作り出さ

れていろ。484は打点部に扶入状の刃部を作り出している。485.487は両面に自然面を残し、

やや大きめの剥離調整で刃部を作り出している。486は石核状を呈し、荒い剥離によって刃部

が作られている。488は両面からの剥離調整で刃部を作り出していろ。489は大型のもので70

％程自然面を残し、先端部から大きな剥離が見られろ。側面の自然稜線部からの剥離調整が行

われ刃部を作り出していろ。

5．円盤状喋器

いずれも砂岩を使用しており、厚みを持ったものは縁辺部に鼓打痕が見られろ。縁辺部から

の剥離は円盤状石製品に比べると大きく、区別の意味からも円盤状牒器として取り上げた。

490.491は自然面を片面を残している。492.493は自然面を両面に残している。492は磨石

としても使用されていろ。
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計 値測
No.器種石材 出土地点

長さ（c､）幅（c､） 厚さ（c､） 重さ(9)

器

″
″
〃
″
〃
″
″
〃

操 岩

岩
岩

〃
〃
〃
緬
砂
〃
〃
〃

砂 層
層
層
層
集
層
層
層
層

Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
剛
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ

５
５
４
５
表
５
４
４
５

481

482

483

484

485

486

487

488

489

15.0

11.4

9．7

8.5

11.2

9．6

8.1

18.9

24.8

２
７
５
２
０
１
７
４
７

●
●
●
●
●
●
●
■
●

８
４
６
５
８
９
７
３
１
１
１

０
３
６
５
６
２
６
８
２

●
●
●
●
○
●
●
●
●

３
１
１
１
１
２
２
３
７

510．36

131．46

110.57

97．84

255．16

325．24

239.75

1430.35

2350.58

円盤状喋器
〃

〃

〃．

層
層
層
集

Ⅷ
Ｖ
Ⅷ
採

Ｔ
Ｔ
Ｔ
面

５
５
５
表

砂岩
〃

〃

〃

490

491

492

493

10．8

8．3

8．7

6．4

０
９
７
２

●
●
●
●

３
１
３
２

458.40

260.01

339.09

172.24

10.5

10.2

8．9

8．6

第64表磯器・円盤状藤器計測表

6．石錘

砂岩製8点（494.497.498.500.501.502.503.505)、貢岩製3点（496.499.504)、粘板岩製1

点（495)の12点が出土した。形状よって下記の3型に分類される。

①縦型〔495.496.497.498.499．500.501.505〕

楕円形をした扇平な自鯛楽で最長部の2箇所に剥離・敵打が行われていろ。

②丸型〔494.502〕

扇平な丸い自然磯を使用し、4箇所に剥離・鼓打が行われ、石錘としては十字に紐掛けが

なされていたと思われろ。尚、細かな鼓打が見られるため、鼓石の転用とも考えられろ。

③異型・横型〔503.504〕

やや不定型な肩平喋で作られており、形状は横型を呈する。縦型・丸型の遺物とは剥離・

鼓打の度合が異なる。浅い加工に対し、深い扶りとなっていろ。使用目的による違いと思わ

れる。

計測値
No． 器種石材 出土地点

長さ(c､）頃『c､)‐‐厚き(c､)）重さ(9)

岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩

板
〃
〃
〃
〃

砂
粘
貢
砂
貢
砂
・
貢
砂

錘

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
〃

石 層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
網
層

Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ｖ
Ⅷ
Ⅷ
洪
Ⅷ

Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ

５
５
５
５
５
５
４
４
５
５
５
５

４
４
１
８
２
１
３
０
９
１
３
９

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

９
６
６
６
７
７
６
９
６
７
６
６

９
３
３
７
９
２
１
６
５
８
４
８

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

８
５
４
４
４
４
４
６
６
６
３
５

哩
郷
獅
獅
郷
蝿
知
副
迦
班
皿
顕

１
８
４
８
９
５
１
６
９
５
８
４

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

２
１
１
１
１
１
２
２
１
３
０
２

319．58

92．26

60．36

82.86

103.86

80．49

89．77

212．95

141．72

251．04

26．09

133．60

欠損

欠損

第65表石鍾計測表
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7．鼓石・磨石

鼓打痕が確認できる石器については、単に鼓石としてのみ使用された「鼓石」と、扇平な円

喋で縁辺部に木の実などを細かく潰した鼓打痕を残し、さらに粉状にするために両面に擦り潰

した研磨痕があるのを「磨石」として区分し、これらを下記のように細分した。

第I類鼓石

I－a:､長型〔実測図No.506～513〕

長い自然磯で、両先端部に敵打痕が見られる。

I－b：長型〔実測図No.514～520〕

長い自然操で、先端部と側縁部に鼓打痕が見られろ。

I－c：不定型〔実測図No.521～526〕

ほぼ肩平な自然操で、鼓打痕が周辺に見られろ。

523は側縁部に3箇所と片面に集中的な鼓打痕が見られ、台石としての使用も考え

られろ。

第Ⅱ類磨石

Ⅱ－a：使用により磨石として最良の形になったもの。〔実測図No.527～529〕

527は砂岩製で、円形に使用されている。両面とも丸みを持ち、縁辺部に弱い鼓打

痕が見られろ。528529は凝灰岩製である。528はやや楕円形をなし、両面とも丸味

を持っている。529は正面は丸味を持ち、裏面は平坦的な使用がなされていろ。さら

に縁辺部に鼓打痕が見られろ。

Ⅱ－b：丸みを持った自然操。〔実測図No.530～542〕

縁辺部に鼓打痕があり、両面のいずれかに研磨痕が見られろ。器形の変化は見ら

れず、ほぼ自然形を留めていろ。
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計測値
出土地点No． 分類石材

長さ（c､）幅（c､）厚さ（c､）重さ（9）

集採
層
層

層
層
層
．
層
層
層
層
層
、
層
層
層
層
層
面
水
水
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層

Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ｖ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ⅷ
表
洪
洪
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ

Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
地
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｔ

５
５
４
５
４
４
５
５
５
４
５
５
５
４
１
４
５
４
５
墓
４
５
５
５
５
５
５
４
５
５
４
４
５
５
５
５

247.94

109．51

271．80

205．88

112．81

310．97

616．23

289．60

894．98

釦7.84

258．06

195．67

293．84

174．12

437．38

120．64

148.49

1531.78

228．91

260．39

152．97

276．10

276．90

968．59

648.67

1022.93

317．16

1019．00

182．54

486．10

381．65

845．84

417．52

943．68

5錫.86

556.73

1242.46

岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩

岩

紋
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
鋤
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
灰
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

砂

砂
蛇
砂
泥
砂
凝
砂

３
３
４
３
１
６
６
９
４
４
５
２
９
２
２
５
１
５
５
４
１
８
４
３
７
７
６
１
５
３
５
６
３
４
１
０
３

■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
０
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
。
。
●
○
●
●
●
む
■
●

３
２
２
３
３
３
４
３
５
２
２
２
３
２
３
２
３
６
３
４
２
３
３
６
３
５
３
５
２
２
４
５
３
６
４
５
５

４
１
９
９
８
３
９
３
７
７
１
２
２
９
１
０
２
９
８
５
５
８
６
６
３
９
１
２
６
３
０
１
３
７
３
１
８

●
●
印
●
●
●
●
●
●
Ｏ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
，
Ｇ
●
●
●
●
●
●
◆
●
●
●
●
●
●
●
●

５
４
５
３
４
５
５
６
７
４
４
４
５
３
７
５
５
０
５
７
６
６
６
７
９
０
７
９
６
０
８
９
８
８
８
８
３

１

１

１

１

ａ
。
，
Ｃ
ａ
．
ｂ

一
″
″
″
″
″
″
″
一
″
″
″
″
″
″
一
〃
″
″
〃
″
一
″
″
一
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
〃

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ⅱ
Ⅱ

７
８
３
２
１
２
７
４
２
１
０
１
９
４
２
４
７
６
５
８
４
０
４
６
６
１
５
１
９
９
６
３
７
１
２
２
９

●
●
●
●
●
ｅ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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。
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●
●
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●
●
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●
●
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●
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３
３
２
８
４
６
１
９
１
０
１
０
０
２

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

蝿
切
肥
的
叩
皿
吻
喝
皿
脂
肥
Ⅳ
肥
⑲
加
創
鋤
鯛
塑
妬
妬
幻
犯
調
釦
釧
銘
銘
別
弱
鎚
師
銘
釣
如
仙
蛇

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

畑
焔
焔
焔

欠損

欠損

欠損

欠損

欠損

第66表鼓石・磨石計測表

8．石皿

2点の出土である。543は凝灰岩製で、正面の中央部に凹んだ使用痕があり、裏面全体には
研磨面が見られろ。544は砂岩製で、手のひら大の大きさである。片面の中央部がやや凹んで
いろ。

9．不明石器

3点の用途不明石器が見られたが、いずれもスクレーパーの分類に属するものと思われろ。

10.石棒

1点(548）の出土であった。全体に鼓打による荒い調整が行われた後で、突起部を消すよう

な軽い研磨が行われていろ。基部から直線的に成形され、4分の3程の所からやや反り気味に

作られていろ。両先端部に強い研磨面が見られろ。砂岩製である。

剥離調整によって作り出され、鼓打によって成形されたものか、自然石を鼓打によって成形
したものかの判断はつかなかった。
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11．石鑑

安山岩製(549）と黒耀石製(550.551)の出土であった。基部の挟りが僅かにあるが、三角型

に分類できる549と二等辺三角型に分類できる550とがあった。551は未完成品である。

12．石匙

2点が出土した。いずれもチャート製である。552は横型に分類され、先端部を欠損してい

る。刃部は両刃と考えられる。553はつまみ部分を両面から作り出し、刃部は自然の剥離面を

利用していろ。細かな調整は見られず、未完成品の様でもある。

計測 値
出土地点No． 器種石材

長さ(c､)）幅(c､）厚さ(c､）重さ(9）

欠損凝灰岩

砂岩

54 3 石 皿

544〃

34.1

10.9

24.6

8．7

7.2

1.5

8690.0

228.10 5T

岩
岩
岩

板粘
貢
砂

4TSKO1

5TV層

5TⅧ層

不明石器

〃

〃

７
４
４

●
●
○

６
５
９

1.0

0.8

1.6

79．10

40.29

157.63

１
９
２

０
●
●

９
６
６

545

546

547

548石棒砂岩2 1．84．32．239 4 . 0 5 4 T S K O 2

層
層
層

Ⅷ
Ⅷ
Ⅷ

Ｔ
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第67表石皿・不明石器・石棒・石鍍．石匙計測表

13．小結

217点を数えた出土石器の約60.8％に当たる132点の打製石斧が出土した。狩猟社会であっ

た縄文時代早期遺跡の出土石器は、石錐・石匙・スクレーパー類の剥片石器が全体の50％以上

を占めているのに対し、全体量の約60.8％にあたる打製石斧の出土は、縄文時代後期・晩期と

考えられている狩猟社会から農耕社会への転換期を伺わせるものである。

石材は主に砂岩で、他に粘板岩・貢岩類があったが、これらは8点にすぎない。磨製石斧が

粘りのある石材（安山岩・蛇紋岩・泥質砂岩など）を使用し、耐久性のある石器であるのに対

し、打製石斧は容易に入手可能で、加工がしやすい石材を使用していることから、消耗品的な

石器であったと思われろ。

出土した打製石斧132点のうち欠臼損品は103点で、

約78％を占める。欠臼損品の多さから、直接手に持っ

ての使用より、着柄による使用が考えられろ。その

可能性を示す痕刷；として、基部から3分の1程のと

ころに、Z吏互剥離によってできた尖った稜線部を、

細かな鼓打による潰し加工痕が見られる。

第68表石斧の欠損率一覧表
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形状 出土数 出土率

完形品（A） 29点 22.0％

部分欠損（B）

基部欠損（c）

刃部欠損（功

両端部欠損(E）

計

点
点
点

３
９
５

２
４
２

6点

103点

17.4％

37.1％

18.9％

4.5％

77.9％

合計 132点



第69表石斧の形状による分類表

打製石斧は、当初、磨製石斧のように基部から刃部にかけて両縁辺部に広がる形状から、短

冊形に変化し、最終的に分銅形に完成して行くと考えられろ。形状の違いは、着柄の方法によ

る器形変化と思われろ。

旬卦弓 旬

|’|’

’
一

第121図石斧の形状変化想像図
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柄の装着方法として、①柄に枝分かれの部分を使い、紐で固定する（鍬状装着方法）。②柄

の先端部を半分に割り、石斧を柄に対して直角に挟み込み、紐で固定する．(斧状装着方法）。

③柄の先端部を半分に割り、石斧を柄に対して垂直に挟み込み、紐で固定する(鑓状装着方法)。

以上の方法が考えられるが、着柄方法による石斧の分類は今後の研究課題である。

蕊
瀞

蕊D鍬状羅
②斧状装着方法鮒③鑓

状装着方

第122図石斧の着柄想像図
！

打製石斧は、側縁部に尖った稜線が残るので、紐のかかる部分に直角的な鼓打の潰し加工を

施したと考えられ、後に潰し加工は分銅形と言われる挟偽入を持った物へ発展変化していったと

思われろ。分銅形の利点は紐ずれがなく、着柄が容易であることが掲げられるが、欠点として

は扶入が施されている部分からの欠臼損が多くなることである。

磨製石斧は既に完成された形状であり、石斧に合わせて柄が作られているのに対し、打製石

斧の場合は一本の柄で石斧が破損すれば、更にその柄に次の石斧を装着し、使用していたと考

えられろ。

また、遺跡からは砂岩の石核が2点出土した。母岩は川原の扇平な砂岩喋で、採集地点の川

原で交互剥離を行い横長い－次剥片を作りだし、それを遺跡地に持ち帰り、石斧製作を行って

いたものと思われろ。一次剥片から打製石斧が製作されている事は、出土した打製石斧の約71

％が自然面を持つことからも明らかである。

その他、石錘は12点（出土石器総数の約5.5％）の出土で、縦型が主であった。鼓石・磨石

は、鼓石21点（出土石器総数の約9.6％）、磨石16点（出土石器総数の約7.3％）の出土で、

鼓石としてのみ使用された物と、磨石として使用されながら縁辺部に敵打痕が見られる物とが

あった。石棒は1点が完形で出土した。なお、この時代には、用途不明石器として十字形石器

や円盤状石器が見られるはずであるが、調査区からは一点の出土も無く、円盤状石器に代わる

物として円盤状喋器（4点が出土。出土石器総数の約1.8％）が出土していろ。厚めで敵打

痕が残り、刃部が縁辺部全域に付いていなかったことから、円盤状石器とは異なる。
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狩猟生活を主とした縄文時代早期の遺跡は殆どが台地上にあり、縄文時代後期・晩期の遺跡

においては、低地に下ったものと思われろ。後者に関しては、球磨川沿岸の七地水田遺跡と、

馬氷川沿岸のアンモン山遺跡の二遺跡が好例であろう。この二遺跡の特色は、出土遺物が打製

石斧を主とした石器組成iになっている事で注目されろ。

難餅
I－a39点

（17.9％）

雲2点
石匙

群 熟塗
＆

鍵3

蕊
蹴 雲(這菖職

III

冊
型

、、、、、

出土石器総数

217点

出土石器総数

217点

石錘12点（5．5％）
I－b41点

（18.9％）
91

点

一132点
(60.8％）／

騨
Ｉ22点

10.1％）

2

10.12

点
へ

“

3

0.4％）●
～

第70表出土石器の組織表

参考文献

人吉市教育委員会『アンモン山遺跡』1985年

熊本県教育委員会『大丸・藤ノ迫遺跡』熊本県文化財調査報告第80集1986年

熊本県教育委員会『狸谷遺跡』熊本県文化財調査報告第90集1987年

熊本県教育委員会『高城跡』熊本県文化財調査報告第95集1988年

熊本県教育委員会『鼓ケ峰遺跡』熊本県文化財調査報告第96集1988年

熊本県教育委員会（湯前町米山遺跡）昭和6奔度発掘調査
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第Ⅳ章絵図および文献からみた七地水田遺跡

第1節七地水田の変遷

安永三年(1733)頃に作成された『人吉繊月城下之図』（以下『城下之図』と略す）によれば、
註（1）

今日の七地水田一帯は、江戸時代に一部が村であった事が窺われろ。

絵図中には、紛れもなく「新村」と「天神」を中心に人家が描かれており、常秀院・天神な

どの書き込みがある。

今日、七地の民家はすべて背後の丘陵地にあるが、地元には「球磨川の氾濫で、村がいつも

浸水するので、裏山に移った」との言い伝えがあり、『城下之図』の存在と共に七地水田遣跡

のあり方を考える上で興味深い。事実、球磨川の洪水は度々であった様で、宝暦五年(1755)の

大洪水については『探源記拾遺』に「五月中旬比より、雨降り続き日々止まず、然るに六月八
註(2)

日の夜より甚だ雷鳴り、翌九日に至り暫く小雨に相成り、前代未聞之洪水也数日雨故七地畑、

往古より水は無之所水溢れ、大手御門内並に御城外小路、町方舟にて性行、人を助くる所多し、

御城内石垣岸崩れ、其外所所破損の所多し、流死人、同じく牛馬・・・（後略）」とある。こ

の記事は洪水の様子を伝えると共に七地についての記述があり、重要である。これによると宝

暦五年の七地は、主に畑地であった事がわかる。

同書は絵図に描かれた人家には触れてないが、以上のことから総じて18世紀中葉頃は、いわ

ゆる「七地村」が現在の水田地帯にあり、人家を初めとして寺社などが点在し、主に畑地が拓

かれていた事が考えられる。従って、今日の様な一面の水田地帯となったのは、18世紀中葉以

降という事になる。

第2節絵図に見る地名と寺社堂宇

1．清明院跡（字原畑）

『城下之図』では「蓬莱山永国寺昔日此所ニアリテ清明院卜云」と記していろ。清明院につ

いては『南藤蔓綿録』の中に「応永十七年蓬莱山永国寺御開基」「昔日七地東照山清明院ヲ此
註(3)

所二移シ右ノ寺号改メラル｣とあり､この記述から、七地の東照山清明院を応永十七年(1410)に

現在地の土手町に移し、永国寺と言う寺名に改めた事がわかる。廃寺跡に応永十七年以後の五

輪塔が存在する事から、記述の内容に若干の疑問点が残るが、遺跡の隣接地に14世紀頃の中世

寺院の存在が窺われる点で、重要である。

寺跡の比定地は、今日、調査地近くの水田の中に小高い墓地として残り、五輪塔がある。そ

の内、1基の地輪には下記の銘文がある。

奉為永等大姉霊／干時明応五年丙辰四月二日敬白
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2．天満宮跡（字清明）

天満宮は昭和初期まで水田の一隅にあったが、送電線の鉄塔工事に際し、裏山に五輪塔群と

共に移転された。

『麻郡神社私考』の中に「勧請年紀未考、元享年中再興、天文年中修造、元禄二年巳巳国郡
註(4)

泰平大家安全ノ祈願トシテ里民宮殿ヲ造営ス同三月六日遷宮」とあり、明治八年五月の『七地

村地誌』には「清明天満神社社地二畝歩神殿四坪拝殿七坪弘長年間山城国北野天神
註(5)

社ヲ勧請スト云」と記されていろ。

境内にある永正五年(1508)十月二十七日造立の「阿弼陀三尊石塔婆」は高さ2.30mの五輪塔

である。その銘文は人吉庄と須恵庄の庄域を考える上で貴重である。

大日本国鎮西肥後州求麻郡須

恵庄於当村毎集□

一心称六字法号願生□

養郷口今当満時招□

林禅侶造立石塔婆以伸□

養仰願現世頓得安称楽□

来世速至浬梁場殊結縁諸

徒□口功徳月衆縁首吟徹

浬渠口何口九界動

十虚無塵知琴同園種智

者口那下筆管云身

色如金山端厳甚微妙

干時永正五天戊辰十月二十七日敬白

3．宝珠院跡（字清明）

天満宮の裏地が院跡で、本尊の石造地蔵菩薩座像と宝麓印塔・無縫塔が残っていろ。さらに、

院跡に建つ地蔵堂の棟札には「藍田村七地威龍山宝珠院跡、大正十三年甲子年八月吉日相良四

国八拾八箇所建立」と記されている。

宝箆印塔は、享保七年(1722)八月十三日に造立されてもので、高さが2.25mあり、台座に

｢過去万霊速出苦界早帰真際壇主現在寿域当登覚位」と趣旨が記されていろ。本願主は「芯蓮

尼法印定巌、伊作四郎兵衛」で、施主は相良家臣・家内中のほか五日・七日・九日町の町人、

七地赤池村中、石工など数百人が加わり結縁していろ。

宝珠院は、中世寺院の宝樹庵跡に建立されたものと思われ、再興・廃院の時期については不

明であるが、本願主の一人「法印定巌」は、宝珠院の中興開山で真言宗の僧侶であり、その後

の住持は蓮光・良伝・巌浄・成癖・成金・癖長・癖'決と続いていろ。
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4．花立測（字大坪）

人吉街道沿いの旧七地・西村の境に位置する所で、七地寄りは測となっている。七地の花立

から対岸の梁瀬村の堂崎（安養寺）までの渡し場跡である。

地名の由来は、相良藩禁制の一向宗の「仏像・経典」などが十島・天満天神近くで焼き捨て

られた折、信者が対岸の七地に花を立てて拝んだからと言う。
いぐさ

5．軍の瀬（字宮前）

花立測の下流に位置し、対岸に梁瀬村十島の天満天神がある。この地も渡し場跡である。

地名の由来は、大永六年(1526)大岩瀬合戦の際に､戦場となった事からと伝えられる。

6．やくえん跡（字天道ケ尾）

『城下之図』に「延宝七年十月二日遠江守頼喬此地ヲ見立テ別業トテ、享保年中迄屋形在其

跡廃シテ山地辺残毘沙門堂弁天社残り、外郭初のコトシ明和ノ末二至リテ池ヲ水田ニナシ、諸

樹伐尽華、山上ノ毘沙門ハ行基菩薩ノ作也」とある。

やくえん跡には、正和六年(1317)の紀年銘を刻した石塔がある。清明院跡と同様に遺跡周辺

において、14世紀頃の文化の存在を伝えるものとして重要視されろ。

7．天堂力尾（字天道ケ尾）

『城下之図』には、屋敷を舎で描き「毘沙門」と記していろ。場所は七地水田遺跡の南側丘

陵地で、県教委が発掘調査した「天道ケ尾遺跡」一帯である。

天堂力尾は字名として用いられ、『南藤蔓綿録』に「宝永四年九月廿一日頼福公天堂力尾ニ

テ郡中御組ノ者弓鉄砲御覧遊バサレ候」と見える。毘沙門については「天和元年七地下屋敷毘

沙門京都二於イテ御修復、同八月堂御建立九月廿日庚午入仏供養導師願成寺廿一世義辰、右

毘沙門天此所百姓庭ニカスカナル草堂ノ内二有」とある。

現在、堂宇はなく、毘沙門天像一躯が種元勝弘氏（人吉市）の所蔵となっている。

註(1)故小山勝清氏所蔵であったが、現在、所在不明。絵図写真は上川香氏から提供を受けたも

のである。

（2） 人吉市笹淵格氏所蔵

（3）梅山無一軒著昭和52年覆刻青潮社刊

（4）青井釆女佐惟薫著大正8年に『球磨郡神社記』に改題、覆刻

（5）『肥後国求麻郡村地誌』所収昭和51年覆刻青潮社刊
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I

第3節岡本河内守頼真について

調査区に隣接する清明院跡の墓地に、戦国武将の岡本河内守頼真とその妻の五輪塔がある。

岡本氏については『南藤蔓綿録』『嗣誠独集覧』等に詳しい記述があり、最近では、渋谷敦
註(6)

氏の『岡本河内守頼真伝』が公刊され、関連資料が集成されていろ。これらの資料によれば岡

本氏は戦国時代末期の剛であり､七地水田遺跡から出土した中世遺物とほぼ同時代であるこ
とから、両者の関連が窺われろ。従って、ここでは遺跡解明の参考資料として岡本（頼真）氏

に触れて見たい。

編纂物の伝記については、みな同じで、下記の文は『南藤蔓綿録』巻之九所収の伝記である。

｢御感状七通」（『熊本県史料』中世篇第四巻所収）の中の「岡本頼真氏戦場日記」力湛になっ

ていろ。しかし、これには若干の誤読があって、渋谷氏が著書の中で訂正していろ。

慶長十一年十一月十三日辰刻、七地ノ住人岡本河内頼真病死、時二七拾（悟了永頓）

其前菊池末葉也、後醍醐天皇ノ御子、建武二年二月九日肥後国不慮ノ干支ニ依り先祖

何某代国中ヲ立除キ御当地ヲ頼り五代相良弥三郎頼広公御代大村井口二在宅仕リ候、

其後嘉慶二年戊辰十月十二日前続公御代菊池十郎高良所々ノ忠貞ニ依り、原田岩本二

於テ水田壱町下サレ候、夫ヨリ菊池ヲ岩本卜改メ、其後文安五年戊辰五月十四日長続

公御代高良子十郎貞久須恵庄七地二智養子仰付ラレ候、其刻、弓箭最中ニヨツテ赤池

境二於テ用二立チ侯、此ノ御感状今二有、其後大永六年丙戊義滋公イマダ近江守長唯

公ト申奉リシ時、岩本三郎右衛門貞信、人吉二於テ粉骨仕リ候、依テ長唯公頼興公御

感状有、貞信子岩本右衛門兵衛隆吉卜云、此子則岡本河内也、河内事ハ天文六年丁酉

七地二生し弥十郎卜云、其後深水主馬卜改メ、其後岡本源次兵衛卜改メ、高麗御陣前

方河内ト改メ、十九歳ニテ初陣ヨリ粉骨十九度、砿ヲ蒙ル事三十一カ所、数通ノ御感

状系図二相添へ今二有之、天正十四年丙戊豊後入ノ後ハ島津兵庫頭義弘御所望ニヨツ

テ内田伝右衛門、菱刈源兵衛、右河内以上三人飯野二参ラレ侯、島津家ニテノ粉骨ノ

趣別紙二有、但御感状七通ノ内一通ハ島津入道以心ヨリ頂戴、又河内場数十九度、内

島津御奉行川上左近将監ヲ鑓ニテ大口初栗弓箭二仕付候事一期ノ大手柄也、帰陣後、

義陽公御自身河内方へ御見廻一期ノ名誉也、慶長十年六十九歳ノ冬ヨリ煩付、床ツメ

ヨリ鉄砲玉ニツ出候、又骨砕ケ大小廿一出申候、此骨鉄砲玉二相添へ今二有之、右病

中長毎公ヨリ久保田半左衛門ヲ以テ御書ヲ下サレ候、今二有、但前方ヨリ永国寺十一

世耕雲和尚ヨリ兼テ居士号ヲ請、法体ノ約束致シ置キ候処、俄ノ病気差発リ候故病中

剃髪致シ其毛髪ヲ人知レザル様紙二包ミ其側ニー首

床ノ間二取残シ置ク乱し髪無クナル跡ノ形見トモ見ヨ
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力様ニイタシ、畳ノ下二敷置キ候処二病死ノ後見世枠与右衛門、則

別レニシ其タラチネノ乱し髪由々敷人ノ形見トゾ見ル

右岡本河内事前ニモ有之候へ共委敷故記之

別レニシ其タラチネノ乱し髪由々敷人ノ形見トゾ見ル

（『南藤蔓綿録』巻之九より抜粋）

岡本河内守頼真は、天文六年(1536)に七地で生まれ、初め弥十郎と名乗り、後、深水主馬、

岡本源次平衛と改めていろ。「岡本名字ヲ名乗事、先年一族ノ内ヨリ求麻郡永里岡本ノ両城ノ

主トナル筋目二依テ本領ヲ名乗ル、相良義陽公御代二度々忠節粉骨仕故上意奉テ御家之字ヲ被

下頼真卜号ス」「高麗御陣前方川内卜改メ」とあるから、この時期に岡本河内守頼真と改名し

たと思われる。

初陣は十九歳で、合戦は十九度経験し、受けた庇は三十一カ所に及んだと言う。慶長十年

(1605)の六十九歳の冬に病床について、剃髪し「梧了永頓居士」となっている。

病中の時、床ずれの箇所から、鉄砲玉が2つ、砕けた骨が大小21片も出たという。翌年の慶

長十一年十一月十三日に、七十歳で病死していろ。

岡本氏の先祖が七地村と初めて関わりをもったのは、『南藤蔓綿録』に「文安五年(1498)戊

辰五月十四日長続公御代高良十郎貞久須恵庄七地二智養子仰付ラレ候」とあり、その頃であっ

たことが窺えろ。居館の場所は不明であるが、『南藤蔓綿鋼の「天和元年七地下屋敷毘沙門．

・・・此所百姓庭ニカスカナル草堂ノ内二有」という記述内容から、『城下之図』に「毘沙門」

と記してある七地の下屋敷が、候補地の一つとして掲げられる。下屋敷にある毘沙門堂は、近

年まで現在の「やくえん跡」にあり、この事から「やくえん跡」と居館杜の結びつきがでてく

る。この「やくえん跡」は、江戸時代に相良藩の下屋敷があった所であるが、敷地内には正和

六年(1317)の石塔も残っており、この地が古くから開発されていた事がわかる。「やくえん剛

が戦国時代に岡本氏の居館杜であった事は十分に考えられろ。

「やくえん跡」は調査区の南側隣接地にあり、この事から岡本氏が周辺水田の開発に何らか

の関わりを持っていたのは確実であろう。

註(6)梅山無一軒著笹淵格氏所蔵本による

（7）渋谷敦著／岡本勝英氏出版昭和63年
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付論

球磨の石塔拾遺
（歴史考古学第17号･歴史考古学研究会･昭和61年）前川清一

御薬園正和塔（人吉市七地町字天道ケ尾）

御薬園は人吉城主相良家の下屋敷として延宝七年(1679)に拓かれたものである。

正和塔に関する記録としては『南藤蔓綿録」の元禄二年(1689)条に「同年八月七地御下屋敷

荒神御勧請、但六月廿三日地形御普請ノ処、正和六年六月廿三日卜彫付有ル石体ヲ掘突ツ、則

当月当日故奇異候事也トテ江戸へ言上有シカハ即御機嫌二応へ右ノ石体ヲ以テ荒神卜崇メラレ

候｣とあり、本塔力端神として紀られろに至った経緯が知られる。なお、同書の延宝七年(1棚）

条に「同年十月三日、七地御屋舗御普請、地形始十一月十八日御家井弁財天御再興、鳥居御建

立」とあり、当地には以前より御堂の存在が窺われろ。

本塔は二条の切り込みの下に額部を示す線を入れ、四面に大きな文字でア・力・サク・バク

の種子を薬研彫し、ア字の下に「正和六年丁巳（1317）六月廿三日」と紀年銘を刻している。

第127図でお判りのように、下部より15～19cmの所から折れて、割れ口の中央部には直径7cm

の丸い穴が上下7～8cm程穿たれていろ。按ずろに、これは元禄二年の発見時に欠損していた

ものを、荒神として記ろに当たり、補修擦ろための穴と推測されろ。

現在、榎の大木の根元近くに、本塔と同質の八角形の基礎石の上に立っていろ。厚さ16cmを

測り、中央部には柄穴を設けてある。
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第127図御薬園正和塔実測図
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第V章総括

球磨川南岸の低河岸段丘に所在する七地水田遺跡は、周辺に「大坪」という地名を残し、人

吉盆地における条里制遺跡の一部と考えられていろ。

しかるに、九州縦貫自動車道（八代～人吉間）の建設に際し、球磨川を跨ぐ全長480mの大

橋が当遺跡内に架かろ事になったため、架橋ボックスの基礎部となる20m×30mの範囲（5ケ

所）に限って発掘調査を実施した。

その結果、現水田層から、かなりの中世・近世遺物が出土し、4．5トレンチからは、近世

墓砿を初め、洪水層に覆われた埋没水田を検出した。洪水層と埋没水田からは多量の中世遺物

が出土していろ。

さらに、これらの下層からは、縄文時代後・晩期の遺物包含層が検出され、多くの土器と石

斧を中心とした石器が出土した。これらの遺物に伴う遺構として、同層から、炉跡と土拡を伴

う集石遣構（墓）を検出した。

1．近世墓拡について

洪水層を切り込む12基の土砿が検出された。遺構確認面の埋土は灰色土で、検出状況から、

同時期のものと考えられろ。SEO1とSEO8から近世陶器(167）と雑器(175）が出土して

おり、江戸時代の中期以降のものであろう。性格については、SEO3から鉄釘が出土した事

と、調査区の4トレンチに隣接して近世墓地があることから、墓砿と考えてよい。調査結果か

ら、当時の墓地は4．5トレンチの東側へ拡大していたものと思われろ。

2．洪水層について

層厚20cm程の黄灰色土で、小磯が多く混じっていろ。プラント・オパール分析結果でも、イ

ネの含有率が前後層に比べてl／7から1／10程度の低い数値であった。1～3トレンチまで

は部分的な堆積に留まるが、4．5トレンチでは調査区全面に広がりを見せろ。

3．埋没水田について

〔発掘調査結果からのアプローチ〕

4．5トレンチから10枚前後が検出された。4トレンチの場合、2枚分が完全な水田で、短

冊型を呈し、長軸畦畔15～16.5m×短軸畦畔7～8mを測った。（5トレンチで検出した水田

もほぼ同じ大きさである）長軸の向きはいずれも南北方向にあり、短軸が東西方向を示した。

これは現水田と比較した場合、畦畔の長軸と短軸の関係が全く逆である。当遺跡が球磨川沿岸

の低河岸段丘に所在することや、1～3トレンチから埋没水田が検出されなかったことなどか

ら、今回検出された埋没水田は、部分的に拓かれた小規模な水田であった可能性が強い。

〔出土遺物からのアプローチ〕

現水田層や洪水層及び埋没水田層から出土した中世遺物は、青磁・白磁を見る限りにおいて
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は、年代に大差のないことが判る。

①1～3トレンチ出土の遺物

（現水田層）2は青磁の稜花皿で、15世紀初めから16世紀中葉までの長期に渡り、製作・使

用されたものと考えられる。4は白磁皿で、高台がアーチ状に挟られたタイプで、14世紀後半

から15世紀中葉のものと見なされていろ。5は白磁で、玉縁状の口唇部を有しており、13世紀

頃のものである。今回調査区から出土した遺物の中で最古のものである。

（洪水層）20と24は簡略化ざれたへラ描きの蓮弁・単弁模様を持つ青磁である。文様は薄

く施され、特に24はほとんど消えかかった状態である。15世紀頃に位置付けられている。26は

雷文体を持つ青磁で、年代は16世紀より若干、遡ると推察される。

②4トレンチ出土の遺物

（現水田層）74は櫛描文様の青磁である。同安窯系で1弛紀中葉以前のものと考えられろ。

75は青磁の盤で、14世紀前半頃のものである。82は瀬戸系の陶器で、摺鉢に利用されていろ。

15世紀頃のものであろう。

（洪水層）97は上質の青磁で元代（14世紀～15世紀）のものと考えられろ。

（埋没水田）1訂は青磁で、退化した雷文帯文様を有している。1トレンチの26と同様であ

る。145は永楽通宝で、初鋳年代は15世紀初頭である。

③5トレンチ出土の遺物

（洪水層）190は青磁の稜花皿で、1トレンチの2と同様である。191.192は退化した細

蓮弁文様が描かれた青磁である。15世紀後半まで遡る可能性を持っているとされるが、多くは

16世紀前半から中葉の間にあると考えられろ。

（埋没水田）212は退化した細蓮弁文様が描かれた青磁で、191.192と同様である。213は

青磁で、簡略化されたへラ描きの単弁文様を有していろ。1トレンチの20．24と同様である。

④小結

出土遺物は大体において15世紀から16世紀にかけてものが多く、これより古い物は伝世品と

見なして差し支えないものと思われろ。従って、埋没水田の年代は15世紀初頭から16世紀中葉

頃と推察されろ。

〔『求麻絵巻』「人吉繊月城下之図」からのアプローチ〕

今日、七地水田遺跡一帯は、一面の水田地帯であるが、『人吉繊月城下之図』によれば、江

戸時代の18世紀中葉頃は一部に人家の並ぶ村であった事が判る。地元に「球磨川の度々の氾濫

で、村が裏山に移った」という伝えがあり、七地水田遺跡のあり方を考える上で、興味深い。

さらに宝暦五年(1755)の大洪水を記した『探源記拾遺』に「七地畑、住吉より水は無之所水溢

れ」と七地についての記述があり、宝暦五年の七地は主に畑地であった事が判る。以上の事は

18世紀中葉頃の事であるが､これから判断しても中世16世紀中葉の七地において、今回、検出
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された埋没水田が、今日のように全面的な広がりを有するものとは考えにくい。やはり、低河

岸段丘の一部に拓かれた狭い迫田的な水田と考えた方がより妥当であろう。

〔文献史学からのアプローチ〕

調査区の4トレンチ西側の近世墓地に戦国武将の岡本河内守頼真とその妻の墓碑と伝えられ

るものがある。『南藤蔓綿録』によれば、岡本氏の先祖が七地村と初めて関わりを持ったのは

文安五年(1448)であると言う。居館の場所は不明であるが、『人吉繊月城下之図』から、調査

区南側に隣接する「やくえん跡」が候補地に掲げられろ。岡本氏は、その後、代々、七地に居

を構えたものと思われろ。かかる意味から岡本氏が調査区を含めた周辺水田の開発に何らかの

関わりを持っていたのは確実であろう。

4．縄文時代後・晩期の遺物について

（1）縄文式土器

〔A－1類〕大型で厚壁の深鉢形土器である。262や279に代表されるように、胴部はやや

内側へ屈曲する。復元口径は262が39.0cm、279が23.8cmを測る。内外器面は調整されている

ものの、ザラザラしており、概して、脆い。口縁下には沈線を施したものや、貼り付け突帯を

有するものの外、刻目突帯や指頭による刺突文が見られろ。

〔A－2類〕大型で薄壁の深鉢土器である。体部の上位は斜めに直線的に伸びろ。324に代

表され、復元口径36.6cmを測る。

〔B－1類〕小型で薄壁の深鉢土器である。口縁直口で、ラッパ状に立ち上がった体部は、

上位で直立気味となる。267に代表され、復元口径17．0cmを測る。

〔B－2類〕小型の浅鉢形土器で、胴部は大きく膨らみ口縁部で外反する。310に代表され、

口径9.9cm、胴部径11.6cm、器高6.5cmを測り、底部は丸底である。

〔B－3類〕大型の浅鉢形土器で、胴部は内側へ屈曲し、口縁でやや外反する。271に代表

され、復元口径29.1cmを測る。

〔その他〕295は口縁部に指頭による指突文があり、294とともに山ノ寺式か夜臼式の土

器であろう。さらに297298は口縁部にリボン状の突起物があり、黒川式土器の可能性がある。

（2）縄文時代石器

〔打製石斧〕132点の出土であった。その中で自然面を残しているものが約71％にも及ぶ事

から、石斧製作の工程は原石の一次剥片から作られていろと考えられろ。また石斧の欠損品は

約77.9％で、かなりの割合であった。短冊型・分銅型・尖り型の3類に大別されろ。

〔石核・剥片〕打製石斧の製作過程において出来た物と思われろ。石核が2点で、多くの細剥

片類が出土した。

〔磨製石斧〕4点の出土があったが、いずれも欠損品であった。

〔磯器〕ほとんどが砂岩を使用しており、9点の出土があった。
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〔円盤状喋器〕4点が出土した。砂岩が使用されており、厚みを持ったものは縁辺部に鼓打痕

が見られる。

〔石錘〕12点が出土した。縦型・丸型・異型に3分類される。

〔鼓石・磨石〕鼓打痕が確認できる石器については、鼓石と磨石に大別し、各々さらに鼓石

(長型・不定型）と磨石（使用により最良の形となったもの・丸味を持った自然裸）とに細分

した。

その他、石皿・石棒・石鑑・石匙が出土した。

（3）炉跡

Ⅷ層の縄文時代の土器や石器を取り上げた段階で、15基の炉跡が検出された。炉跡は平面プ

ランにより、溝状を呈する物（3基）と長円形を呈する物とに大別されるが、唯一、両方のプ

ランを兼ね備えるものがあった。しかし、形状は概して不定型で、4トレンチから6基、5ト

レンチから8基がまとまって検出されていろ。何の為に設けられた炉跡なのかまったく意味不

明で、今後の研究課題であろう。
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亡付記コプラント・オパール定量分析結果

七地水田遺跡は、古代・中世・現代を通じて水田稲作が行われていた。それを科学的に実証

するため、宮崎大学農学部助教授の藤原宏志氏に「プラント・オパール定量分析」を依頼した。

試料は1．4．5トレンチの深;堀壁面、各層から採取した。

(t／lOa．c、）1トレンチ

(t／lOa．c、）4トレンチ

(t／10a．c、）5トレンチ

第71表プラント・オパール定量分析表①
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①調査区航空写真（調査区に架かる球磨川第3橋）
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あとがき

発掘調査の途中で田植えが始まり、水掛かり等の問題で種々のトラブルが発生し、一時

期は調査を断念しなければならない事態におちいりましたが、道路公団の永測善吾副所長

と村田文敏工務課長の御尽力で、最終的に地元の方々の協力が得られ、無事、調査を終了

することが出来ました。

さらに、作業員の方々には、調査時のピークが真夏という悪条件のもと、縄文時代の遺

物包含層が硬度の粘土層で、使用した小スコ（移植握）が、ほとんど磨滅するほどの厳し

い現場となり、多くの苦労をかけました。

関係者の皆様に厚く御礼申しあげます。

なお、報告書作成に際しては、道路公団の岩永一男庶務課長から、多大の御協力をいた

だき、これに加えて文化課人吉調査事務所の溝口・石工両臨時職員の大いなる努力があり

ました事 を 申 し 添 えます。（大田）
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してください。 

 底本は、熊本県内の市町村教育委員会と図書館、都道府県の教育委員会と図

書館、考古学を教える大学、国立国会図書館などにあります。所蔵状況や利用

方法は、直接、各施設にお問い合わせください。 
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